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寅珠 1 H 四 
得て 掌 上に 取ぅ 上げ 晃る tc 疑 ふ 方な きシャ n m 珠の 食指 頭 大球 形の ものな 久幾 
年を經ぬぅけん處々じ璺3へ現《れ'光澤も新しきの汰比して少しく滑先せるな 

AVO 

主人は眞珠を熟視せる池 !{1 贝に |^ つて日く，珍し$ものでしょノ池 !1[ 氏答て日 
七なる 程圓 S ものです な 丨 .(珍し いとは義理 ^ 名云へ卞この答は漸く粜出し泞る 
なろ と 云 ふ)、 主人 悟らず 得意な ろ，； 史に 1-[ ふ「君は眞珠商なるも1れ程の興珠は見た 
こと 玟あ 6 爻すまい、池田氏答て [4 く澤山は見爻せんが、年に十四五 « 扱ひ爻す」と。 
こ れょ i この 具 珠の性 質を 說 S て 所信を 述 ぶ。 主 A M $ 11 0 不快の 色 ぁ ぅピれ 
ょ 6多くを語らず、池 |0 氏携ふる處の『本ロ」を示してどれこを ^: 重なる眞珠な6と 
說明す1主人 0 < ^ る程己の方が火分奇麗だすな人池5氏1十々に辭して歸る、其後 
如何 ^ な$しや知ら少-と ^ は余に：始$て21く、あの咕ほど滑稽にして而も挨拶 
1^ 窮し * る乙と « しと' 


のなぅ、只珍舟なる物として貧せらる、のみ。 

曾て火阪の或新聞に京都の火眞珠1題して「某氏傳家の $ 鹫1して火輿珠を藏 
V 或 時 ホテル に滯在する洋人これを見て日く、確 1 ^ 十莴圓の價格わる眞珠な久余 
U 三茁 圓 ^ らば買求めんと某火に蝽び今页典の * き ^ 驚きビれを衆人 ^ 示 » ん 
爲め第 3£ 内协 ^ 出品せんとす，と記せし事わ$含。余はこの記舉を韻んてこの豨 
釘の輿珠を實晃し处きもの1忠ひしが、暇なくして果3す、後 ^ 大阪の眞珠商池田 
氏に會し、談この唞に及ぶ。氏は流石商奴柄この眞珠の 1 ; ? 見を切望し，去る人ょぅ 
紹介狀を#て漸くにして某特主と會見するを得犮4とて，語られ犮る當時の模樣 
を聽く K 氏は 同家を 訪ふて 應接 室に 待 0 乙と 多 時、 主 A 出で 云 ふ 君は 實 に 幸運 兒 
なる 哉、 今 一 n 遲 /;> ぅせば、 彼の 至 ® を 見る 機を 失 a しな ぇ 實は 非常の 品な n ば 己 
れ如きもの、私藏すべ刍 ^ 非ず1思ひし故、明^:東京へ骚送する # な6刍£の胃 
顧を 骰刍て 、恭しく « の 箱、 紫の 帛紗 ^ 叮嚀 ^ 藏められたる所謂御寶物を座は出せ 
久蓋を 去れば 必然 燦然た る 光輝を 放 ^ んと思 びの 外、 前 R 云 ふシャ n 具 珠なれ ば、 
池 111 11; は一見して失 ^ し (1 つ洋人の話 1?: 思ひ至61秤不思鼷 1^ 感じ龙6"許を 
M 珠雜話 I 三 三 


ょる ^ 或 « 偶然にか、又は他の源西 ^ ょ6てか'體外 ^ 吐き出 3 れ、川底 ^ 沈み、後洪 
水の 爲 ^ 遠く流 3 れ、又水勢汶 0| ぅて一箇處に集るものならん、これ川ょ6遠く離 
れたる地运て眞珠を發見する所以なるべし。然41雖も又案ずる ^ '眞珠が介の 
肉ょ 6離脫して水中 1^ 落0る時吟水の爲め 1^ 犯 » れて光澤を央び小石と區別し 
難くなる べし、 殊 1^ 洪水の爲めに遠く運ばる、昨は磨滅して质形を保つこと能 « 
次れば ノ I 力 ンサス 州の 如 & 場合は 舉ろ驻 だ 奇と謂 ふべ し。 前記の 如く 河流 U 
遽き土中 1 ^ 眞珠の發見せらる、ょ 4 ノミル トン '? Hliltou ) fi 說を 立て \ 介 肉を 
食する龠歟 ^ 14.て眞珠が分艰せらるとなせぅ。即ちをの食し龙 6 肉中 ^ 眞珠 
あれば、1れのみ猾化せられ中して徘出せちる、が故に、原野山林等禽獸の到る處 
R 興 珠は遺 粟 せらる、 な 6 と。 

御 挨拶に 困る 

シャコ (1€1|5の眞珠は甚だ多きもの化非次れども、大なる介なるが故 1?: 從て 
大形の 眞珠を 産す。 時に® 量 ニ^ T 大 S 指頭 太の もの ゎぅ。 然れ ども 其の 色は 乳 
白 笆 にして恰も 11 器の塊の如く、裝飾品としては用 ^ 堪へす、價格も至て廉なるも 


上の 問題と な/人 殊 k 湖水ょ $:九 里の 西 ^ ぁる サ t シー ( sly ) 市 ^ 於て は、 市長の 
主唱の下 ^ 會社反對の聲最火とな6て，遂比市民はマ丨フヒィ湖 ^ 赴$制札を無 
視 して 己 等の 權利を 主張し、 此處 1^ 眞珠漁を開始せん£せぅ。此比於て杭論辯駁 
遂 ^ 法廷比訴ふるは至4しが ^ の結果サ丨シ丨市黨は他の近傍の湖水 ^ 於て眞 
珠漁を 行 ふこと、 な 气會 舭 は 勝訴を 得て、 武裝せ る 巡邏を ® きて 瞥戒 し、 夜間は % 
斯を點 b て 密漁 溝を 防ぎ、 盛 k 作業を 遂行して 遂 tc s 用を 償 ひて 猶幾分 の 刺 潤を 
見 * みと 云 ふ。 

又 ホ 川 の 榔量 隊 が 拾 び し 眞 珠 玟 五 千 弗 ^ 上 6 し 1 云 ふ。 マ ッ キ ン ト ッ"^‘ 
(Mr, J. w, MCIn ? sh) tt サ ィカレス 0 ^ >1备)河の邊 13: 杭を連つる爲め{<を掘<^し ^ 、地 
下一呎 半の 處ょ 6 數個の 眞珠 を得犮 乂然れ ども 介殻は 無 か 6 しと 云 ふ。： 
力-湖 (walker 1匕3)の岸に骧ぎし小婚の傍にて或、漁夫が一馏處比て十ニ馏の眞珠 
を 拾 a 龙 ろと 云 ふ。 か、る奇現象は如何比して起れるかと問ふは、此等の地方に 
ては介が.或季節 ^ をの具珠を吐&出すものな6と云へ4。斯くー少處 ^ 多數の 
眞珠の集合せるょ6推すれば、元來介の岗中に生じ龙る眞珠は、介の秫類の特質 ^ 
M 瑰雜話 ご 1 1 1 


吿 ぐるにはビは何の益にも立た似もの只兒童の弄物允るのみと，靑年も貴 :1: ^ る 
眞珠の 餘 6に綷易 ^ 得らる、が故 ^ 、少しく疑はしく思ひ、見本として少量を^1; 
トル ィ市 及び メン フィ K ( Miphis ) の 鹫石 商 ^ 送附 したる に、 疋 しく 眞珠な 6 との 
返符を得 ^; つ意外 ^ 多顏の報酬を得 * 6ければ |& 1 ^ 残4の與珠を送附し左<^ 
この 眾實吩 俾して各人の沌意を惹起し、眞珠漁業奔は漸時同湖に集まる忙无ぅ、ゥ 
キリヤ ムス (Hop J. J し <1 1113结)なる人は—匕\トルィの眞珠商と典に現曝こ至え ^ 
底の 泥中ょ 6 三 ：1:問に桃色の大與珠純 0 の小興珠等<::せて1:十個を發苋し、屮 ^ 
は J 简數 H 卯の 惜格の もの わ 61と云ふ。恐に於て間风は湖水所获の地主と談 
b て， 五ケ 年間 叫千五订弗にて借地の契約を爲して湖水の使用權を專心し^フ 
ィス 市に 會 社を 組總 し、 湖 岬 に 家屋を 築造し、 制札を 連て、 他人の 漁業す るを 禁 t , 
湖水の 泥土を 秩序 的 ^ 篩に かけて 眞珠を 搜索 する と 、 なせ この 湖水は 長 r 」 

一 m 、 巾は 廣 5處にてニ町半、周園 « 樹木繁茂して風景颇る可な4，元來銃獵及び渙 
業の好適地と稱せられ、湖岬じは政府の所轄地£嘐校所娲地等わ久丑 0 湖水は公 
水道の一部たるが故 1=: ' 個人の所耵 ^ 歸せるを聽きて地方の物議を惹起し，法律 


鷄 比食はし、再びこれを得て光澤を网筏するの法を 1? へ6と云ふぃこれ 1 薄なる 
酸を用ひて處现すると同现 ^ して、光澤なき表而の典珠繼を脫落して、内部の炎麗 
なる勝を現は ^ しむる ^ あるなぅ。 

M 珠扮 rA 

凡を眞珠漁業と云へば、興珠を生.ずる活ける介を開$て、珣中は或は殼に附着せ 
る眞珠を搜索するものなるが ^ ^ 浞中に眞珠を拾ふ地方わ久即ち米國のだ”—ヵ 
W サブ ' (Arkani ) 州 これな 

千 八 W 九十 七 年の 蒽は 1 乾天續 きて 諸 川の 緘水甚だしく水底の露出する處多か 
6 し 、其 時 七 ントル ィ市 の一靑年体暇を得てホヮィト川(匀1|1穿0この支流に當れ 
る マ r b f 湖 (Murphy Lake ) に 遊 漁 H 行きし が、 或 日の ^ 湖吨の朽木に腰打ちかけ 
釣を 垂れし に、偶々水底 1?: 輝ける物を見付けビれを採ぅ上げし ^ 眞珠な4。案內 
^ 傭ひし黑奴これを兑て、かくの如き物は乙の附近 ^ 擇山わ6と告ぐ。靑年則ち 
彼に案内を命ヒて凡一里許ぅも淼林中を過ぎ行く程ら果して黑奴の言の如く、此 
處彼處 にて同じ糙なるものを多く抬；3得た6。案内衷は靑年の嬉べる狀を兑て 
lit 珠雜話 一二 九 


k も 亦 信實な 4 と唱へ しな 6。時間 ^ 懸念なき彼等支那人はロハ細き鋼鐵の針 
を根氣 1 C 鑽み逋 す： 6、 曾て 或 本邦 人の 最も 細心に 試みた る ものを 見た る に、 敢て 
彼等 ^ 劣ら含 Ay 

眞珠を珠數繫ぎ 1^ せるもの、紐を布に鏠ひ付け、恰も眞珠を_せる如くに用ゆ 
る もの 6 6、支那に行はれ又歐洲にもゎ6 » 珠を以て衣服を飾るに最も美麗を極 
むる の 法な 6。 

皆 皆 ど！ | 

捣珠 に忒黃金色のものと銀色のものとゎ么而して黃色のものは其の惯櫓銀色 

. . . . - ^ 

のものに遠く及ば卞、故 1?: 眞珠商 14 專ら餛色眞珠を得んと勉むる ^ 4。玆に大阪 

の眞珠商某氏は大 1=1 エ風を凝して金色寘珠を銀色じ變せしむるの法を考<其の 
一法と して 小形の 金色 眞珠を 鰛 齟微の塊 !^ 包みて巧 12: 鷄は食忒しめ、後こ 0 鷄を 
別の 箱に 飼； 3 置き 數 日間 糞便を 撿 して 眞珠を 索む れども 遂に 見 當ら次 6 しと 、 M 
れ試用の興珠は餘ぅ (^ 小形なぅし故祕の消化機系統を通する際、酸の爲めに榕解 
して 遂 1 C 消 臾せ しものならん"印度にては眞珠の年を經て先澤を失へるものを 


て殼を 開かし め 以て ^ 珠を帟 むるな 6。 此故 tc 土人 所有の 眞珠は 毀損せ る もの 
多し と 云 ふ。 又 塚 作 4 人 柯も眞珠に孔を逋す 〇 には、火カを用ひ左るも 0 1^ して、 
從て 其の 孔太 しと 云へ 

現今 文明 國の 貴婦人が 用 ゆる 1 奥 珠の 頸輪 « 鑽通具 珠 1 C 紐を 通し* る ものな^ > 
この 眞珠 ^ 躜逋せる孔は細小 4' るを尊び、細自紐を以て貫き ^ も與珠のみ相列べ 
るが如さ觀ぁるを貴ぶ次^而してこの與珠に孔を躜逋するの術に最も長ヒ允る 
者は 支那 人な 彼等 ^ 獨特の 伎倆を 街し、 最も 精 功なる 孔を穿 つ ?1 1、 他國 人の 
及ハメ能は次る處なろと云ふ。支那人比0いて乙れを質せば、眞面目比答て日く、眞 
珠を活 る 介ょ 6取633したる初め玟軟柔なるものなぅ。 これを直にロ中 ^ 入れ 
舌の上 1^ 置き、手 ^ 極めて細き針を持ちて徐々 ^ 孔を穿0な，〇と、妄誕驚く可し。 

彼 プリ 1 一— も 亦 如此考 を 有せし ものな 久元來 ッ F (？ £ )の說に依れば 5» 翊 
は 海中 ^ 在る 間は 柔軟なる も 空中 ^ 腼せば 替くして堅固に變するものなぅと云 
へぅ _これ硬き石灰質の軸を蔽へる卖軟なる動物組織の空氣中 !^ 在ぅて截燥し、或 
a 離脱す るょ 4 誤れる ものなら / t , r - l r l d Z の i ッ F の 珊瑚 變質說 a 眞珠 
眞琛雜 話 一二 七 


ば 具 珠貝 の殼を 招ゐて事足る可し、要する ^ 奧珠の徵療上の價値は、到底其裝飾用 
としての價値に尬す可くも非るなぅ。 

眞珠を裝飾に用ゆる方法は、各人種一致せるもの、如し、即ち篏入細エにすると、 
眞珠に 孔を鑽 通して 懸垂 裝飾 に用ゆるとぁ^^帝室博物館奈良朝歷史部に陳列 
せる 經 箱を 見る K これを 飾る ^ 球形の ァ； ビ眞珠 を篏 入せ るわ^ 0。 鑽逋 眞珠 0 
裝飾は前述の如く三月堂不空顯索觀音像の冠 ^ 見るべく & つ前出萬葉集卷十六 
it . 

「奥 珠者、 緒 絕爲爾 伎 登、 聞 之 故 爾 '興 緖復貫 吾 玉 爾將爲 J 

『白玉之、緖絕者信、雖然、其緖又貫、人持去家有>」 

とわるを見ても、眞珠に紐を通して用び左るを知るべし-獨帝の王冠に眞珠を 
列べ て 文字を 現は せる は 篏入 細工な 古く 羅馬 時代に 耳輪 或は 頸輪 R し ^ る 
は鑽通して紐を通じ六るなぅ。 

5 S 米 荊 加 印度人が ド y h 9 esoto) lt 示し 方 る 異珠 ^ 孔を鑽つ方法は'細き銅線0 
燒け たる ものを 以て 鐡み 逋 す ものな 4と云ふ ^ 土人は漁し犮る介を火中 1^ 投 ^ 


に 至らし ひと せらる。 中® 紀の 頃歐 M 騎士： a 迷信ょ ぅして 眞珠を 戰場 tt 携帶し 
於ること忒旣に云へるが、此等も亦亞細亞諸國に傳はれる流說の輸入せられ犮る 
結果な らん か。 醫藥 として 眞珠を 用ぅる I とも 歐羅巴 諸國 U 行 a； れ龙 6。 十七 
世紀の初 7^. ド ;^!! フニ世 9 5ー|ニ卜)帝の恃醫左6 し アン セ 火 ムス、 pi 、 ポ t > i— 目 
i- l)lr 眞珠を 醅 又 ! A レモン 液汁 k 溶かし 砂糖を 加へ たる 液 U 數秫の 果實液 を 
混和して 製した る 水藥 は、熟病 1^ 特効あること、凡百 0 藥液中ょく其の右 ^ 出づる 
ものなしと云へる ^: 此眞珠を溶かす際に容器を密閉し蹬か次れは、眞珠の粹が逃 
散す る 虞 あ 6 となせ 6。眞珠の醫藥として効 |> ることは當時蕾比下級人民の間 
比信せられ左るのみ ^ 非ず、有名なる醫師が王候貴人の治療 12: 高惯な 0 眞珠を投 
用した る ^ と 其 例 甚だ 多し、 英國の 哲學者 フランシス、 H I n ン 31 ) 亦大 
^ 眞珠の醫藥としての價値を賞揚したぅ刍。又麗珠をレモン液计に溶かし左る 
もの 4 ^洗面の料として他 ^ 比類なき良飪のものなぅ1せられし乙とあ$刍。 

元來眞 球は 炭酸 石灰を 主成分と せる ものな れば 、治療に 用び て 其 効 ® 絕 無とは 
云ふ可からす。されど、を玟必ナしも高惯なる麗珠を潰し用ゐずとも、他の物例へ 
眞 珠雜話 一二 五 


孩珠 一ニ西 

眞珠雜 話 

眞珠の 用途 

眞珠を 醫藥 として 用 ふること a 、 極 古代ょ 6 行は れ來 6 しこと なん 殊に 東洋 諸 
國 代於て设も盛 ^ して、神經心臟胃廄の諸症 !± 勿論出血を±め中毒を救ひ眼病を 
治するにも効 *> 6とせられ"我國はても往時颇賞用せられたるものなダ。多くは 
樹碎して服用するものなる ^: 大形美麗なるものを用に供するは非ず、主として小 
形のもの 1^ して、市場にヶシダマと稱するもの1支那にて藥珠と呼ぶものを用ぅる 
な6。本草綱目に書ける處 ^ 據れば'殆萬病 1?: 効あ6とし、又常化之を服用すれ.ば 
亞片毒 U 驵 3 る、 となし I 5ふ。面白きは支那にては無疵の眞珠のみ此効 6 6 
としニ度鑽通して孔を穿ち左るものは、襄も輿効なしといへ6。印度 ^ ては眞珠 
は色はょぅて其効用異なれぅとし餐色なるものは宫を招刍 ^ 蜜の色をなせるは 
理解カを養ひ、白きは名黎を博せしめ'靑色なるは幸運を齎らすとせらる1而して疵 
ぁるものは疵なきものに反し、疵の大小程度 ^ ょぇ不運不名春 1^ 陷らしめ ^ 亂、死 


產也な 4とず。本邦 1 ^ 於て最も多きシンジユガ匕の殼忒比較的劣等な4と雖も、 
これょ 6生ずる眞珠は光澤頗る美な6。叉貴重孓る殼と大形の眞珠を產するシ 
けタフも"多少樣息せるもの、如く、ク0テフの產額 ^ "濫獲の結果滅少し ^ 6と雖 
起魂刹島はこれが好適なる產地な6。若し夫れ適當なる蕃殖保護の途を講じ或 
は 養殖す る 比良法を以てせぼビれ等介殼は本邦に於ける重要水產物龙らん乙と 
疑な k 


眞 珠の 母 a 


ニ一 三 


ビス中華に持來ると云<夫を日本 ^ 栽來る者と云ふ、云々多くな&ものな6貴 
し 愛玩すべし、 古人 用て 螺鈿と す乂 r の 螺鈿は 皆 千里 光を 用 ゆ、 廣東 新語の 珠殼出 
大坭と 云 a 珠 母出滿 刺 加と 云 ふ もの 是な 
と云へるがビの厚介と稱するも 0 は恐らくは本種シロテブガヒを指す 5: ちん。 
但し大坭の地何處なるか詳ならす，滿刺加に出づと稱するは恐く间埯方を經て舶 
來せ しもの y らん" 

以上 記载せ る M 類の 他 本邦 じは 琉球 列島 殊 U 宮古岛 及び 薩南大 島の 瀬戶に 
饒產 する マ V (Fllla f ) あ 4ピの殻は非常に大形なれども眞珠層の色美なら变 
且つ 殻 質 脆く 從て價 格廉次 ぅ。 然れ ども これょ 6 生ずる 眞珠は 時 H 稀 宿の 大形 
の もの ぁぅ、 M の 介 も 目今 濫獲の 結果 產飯大 1C 铖 少し 友 6 と 云 ふ。 

己れを通觀する ^ 、要用なるシンヴユガヒ科の稠類は太平洋及び印度洋に多く 
して，太西洋に於ては只小形の秫類の西印度附近 1^ 棲息するぁるのみ。而して韓 
度を以て云ば南此三十度の間、即ち熱帶及び温帶地方 1?: 限られ1就中最も要用なる 
大形の！ g 類* T 熱帶 地方 ^ 產し殮 It 馬來 群島 及び 西 部 ャ过最 も豐饒 なる 


もの 興の 殘の 一： 6 と 云 ふ。 乙れにょみて見れば極めて稀に琉球列島はは產す 
るものなるが免 ^ 。 

本柯の 介殼 忒介殼中最も要用なるもの比して、市場に最高位を占むるものな6。 
攛洲ク キン スラン ド (Qll r nd ) のみに て も 一箇年の 輸 m 高 五 百 萬 圓以 上千茁 圓 1C 
及ぶ こと あみ" 殊 1 C 木曜 島を 本攄迪 とせる VI レス 海颳 或は 西 濠洲、 及び フィ？ ツ 
じン群島 1^ 於けるをの漁業は本邦人 ^ 深き關係を有するも 0 な6。 

=New Guins こ： 民|〗1 ^ ^ 1 ぢ 1 | ^3 の七種 ^ 區別せ久各眞珠層の色彩に多少の變化 ?> 
6 從て偾 格を 異 比 せ 6。 槪 して。 QUIalur 即ち トレ r ス海 峽 ^ 產するものは惯 
最も 貴く、 時 ^ ょ $ 甚しき高低 |> れど先づ百ニ十斤の價十磅內抖な6とす。 
目八諳或玟本草細目啓蒙に厚 ^ と稱ずるものを記載して。 

石壽云 、眞珠 介の 馬に して 古舶來 の ものな 6、 大 さ五六寸或过七八寸尺に至る， 
厚 3 七八分寸 1^ 至る、肌白灰色谈黒斑文 ^ して粗く虫喰の如し，或は石決明の如 
き所もあ久裏石決明の如き先瑩な久和俗是を厚介と云<中華 ^ 無く、南方のエ 

笟琛の 母 a ニニ 


の 余 U 贈られし ものな ぅ。 圓は左 殼の內 面を 示す。 其眞球 層 a 海水の 爲め H 浸 
蝕せられ * る 徵候を 現 は すを 以て 見れ ^ この 貝 ^ 天命を 全くして 海中 H 斃れ允 
るもの：るべし"其の殼嘴部の殼の厚きは非常なる老介なるを示す、而してか、 
る標本は稀は見る處なぅとす。 

この秫はシンジユガヒ科中最大のものにして高 3 1尺を過ぐるもの 6 4。與 
珠厣玟 純白 銀色な 6 S 0 周綠 It 金色を 帶べる もの あみこれ を 「キ テ フ」 と稱 せぅ。 

ヒの秫の分布は濠洲東岸にあ6てはタゥンスビ7ダ ^ 寒31|0)以北に西岸は南 
緯ニ 十度以 * あ 又“ 一 ？ I f ギ = ャの 沿岸' = ユ 1プブ >- ンノ&モン群岛ょ6乇 
ルック、 セレ V K 、 ァグ 丄 > 3)及びボルネオ 3 0 | 0 )の諸鹿、北はフィ？ッビン群島 ^ 擴 
が久マラッヵ海峡を出で、 14 馬來半島の画メ％グィ & にあぅて印度洋本部 ^ は 
なし。 

從來 本邦 じはこの秫類なしと思はれしが、先年_南大鳥獺戶に於て採集せられ 
たる もの あ 淇數值に三個にしてニは現に鹿兒島物產陳列場に |> 6、1 «: 長崎 
縣廳に 行きた 6 i 云 ふ' 而して 第五 同 內國勸 業 博覽會 じ古寶辰四郎氏の出品せし 


群島 及. び スゥけ 丄 ^ <|0 ^ 島に多し。最近の報告 ^ ょれば -^. ^! ド 4' ^! ザ 3 自チ< 0' 11) 
列島 ^ も亦椟 息す と 云 ふ。 

本變種はこの種類中最大のものにして、高 3 ー尺に及ぶものゎぅ。市場比ては 
な Tahiti = * 6 ョ 11 ^ 0 ^ 又は尤！ ^ ^ HH ^ 一一 ^ 一三 ^ を經て輸出せらる/^が故 ^- ょレ旁 ^ 丨 
ami 81 ull とも 稱せら る。 

一 w . lllarga , rit 】 1 bra vanTmlNatlasca 

1 力— リ —4 r \ 「 一ャ灣 及び！^" ^ I マ 灣 R 漁せ ら る/' もの 即ち これな 6、市場比は=1^目- 
3 a ?" Shell と稱 するな^: N 。 

|1一 シロ テ ブガ y (MargaHtifera maxima , Jameson ) 

此學 名は 了 ム yl yl が 命名せ る もの M 6。乙の稱 « 古くょぅ知られ、然も市場 
ic 多き秫 類なる M 、 近年 it 至々 て 命名せられ ^ 4 と a 不思議の 觀 ゎれ ど、 從來は ク 
けテフガと同稲に見傲 3 れ * る 3: 久 2: れど前のク£1テフガヒとは明に區別せら 
る、 もの ^ 0。 

第二 十四 圖 比示せる玟濠测ト-レス海帔の產比して木曜島に在留せし倥藤厌 
笟琛の母貝 ニ 九 





岡四廿 m 

(大ー ノ分三 約） 而內 ® 发ヒが フデ ロシ 


尻珠 二八 

七 1 VI . margaritkora var . zanziba s nsis 

マダガスヵル 9 £- 忐_ ^ 島 ^ 多く、又亜弗利加の東岸 ^ 多し，モ 1 ブチ卞 ^ 1 ( ^ 目|亡 
tius) 及び せィチエい ^|| (80 ^ ぎ11息群鳥 ^ もわ 4 "帘場 ^ て过*珍3|1>气，或 « =;61 ^ 0^早 
cardhcn と 云 ふ。 

八 M. 3 argahtilum < 1 ar. pers】ca 

波斯灣 は饒產するものなぅ"印度孟買市を經て輸出せらる、が故に 1| 動市場に 
ては： Bom r ^ shell と 云 ふ々 

九 M. margaritif_ val.* crytlsnsis 

紅海は產し市場 ^ " ^ |江§: 811 稱するもの：久其の亜典產のものは前の 
波渐海 の變 種 it 酷似せ ぅ。 

| o 一厂 nmrg p rltifera varcn 3 sgl 

東 ポプ ネシャ ( B 墓 S ニ 一〇 171103 ^ を通 ^ て之を產す、タ匕チ上1£1 &: ) & 〇 み ^ てー 
窗年介殼六百頓、眞珠價額四千乃至五千磅を產すと云ふ。4ンリィ1ン(1\|175 


棲息し， ト ー レス 海峽よ ぅ 一一 ユーギ - 1 ャの 沿岸、 及び 其 附近 二 ユ I プリ 一ァ！ ン (Nsv 
Brit—〕 ^TTT ¥ 1 )等の諸群島、並びは西部太平洋の諸島 ^ ぁぅ"牝试馬來 
群島を通ヒて支那南方 ^ 亘久マラッヵ海赕を出\」、は馬來半島の西ノンダでン 
> 1 ||)群島にぁ 6 。 錕蘭岛並じ印度の南 1 ^ ぁる，マ 1 ，ダィデ ( Maldi l l ^ ft lc # 
く、 本邦 じ於ては蠆海よぅ琉球厕島 ^ 分布し、就中八重山に漁業せらる、先年理學士 
宮島幹 之 助 君が 携へ られた る 標本に よ ぅ薩摩の南端汰もこれぁるを知る"其他 
伊餵 1 ^ も棲息すること確められ宄 6 。然れども乙れよ 6 以北に玟未だ樯息せる 
ものを 見す。 

本種の特徵は殻の內面眞珠餍の周緣が綠色を帶べる暗黑色なる汰ぁぅ"故じ 
L れを 「クロ テフ」 と稱す ゴア フ」 と は 蝶 介よ 6 出しな 6 。 其の 形 蝶に © ^ るが 故な〜 
龍動市場 ^ て士|ニ【 1 、と稱するもの之な 6 。又稀 1 ^ 黃金色を帶べるものぁろ、而 
して 周綠以 外の 眞珠厣 は 少しく 黑味を 帶ベる 銀色 即ち 所謂 「鋼色 4 - H して、 これよ 6 
生ずる 眞珠 ft 光澤 他 品 k ® 越す。 

クロ 夕 フガ b は太平洋及び印度洋の各地 ^ 產す。然れども赀本稱の變種と見 
底 珠 0 母 貝 ニ 七 




真珠 


一六 


West Indian Fcad oyfr "と稱 する ものな う、 西 印度 諸 & 及び 南米 ブー N ジル 及び 


iv-_v -- :1 


V ネズ H ラの 沿岸 H 產す。 

ff {一 1 p nrantifelu carclmn p s 2 , Jam§n 

rfl 場 こ \ shar r Bay shelr ， £ 稱する ものな 久稍* 大形の M 1C して、 漆 洲西侮 岸殊 tc 


, シヤぐ 叫 ヌ 海 ( shr s Bay ) u 於て 漁せ らる、 主として 小形の 釦を 製造す る 原料な ¢0 
乙 れ は酷似せるものに V r ^: ス，海败に饒產する11』11 °3. 11|1^|ぁ久然れども未だ 
商品と孓ら ^ 、從て漁業となら & るものな6。 

以上は 比較的小 形の 稲 類に して、 從て其 殻は 裝飾 用 ^ 供 せらる、 ことわる も 憤 
格低廉なぅ。次ぎ 1^ 述ぶるニ種は最も要用なるものとす。 

^ ^ TP 5- r? ^ l; {MamarHiferamargaritifera M J.) 

圖 にせ 5 ものは琉球產はして、第廿ニ圖玟左殼の外面な6殼の外侧斑紋を明 ^ 
見る I を 得べ し、 第 廿三圖 は 右殼の 內 面を 示す、 本 秫忒祿 1C 個々 の 形狀 Q 變化多 
し、 此處 U 圖に せる ものは をの 最も 正 形の ものを 撰び 於ぅ。 本 種の 分布は 頗る 廣 
濶なぅ、印ち滚洲東岸にぁ6ては南緯ニ十七度以北 1^ 西岸は南緯ニ十九度以化 ^ 


ニ m lI i/ >- ^ 2 ^ e (Margaritiforavul^ s' ,EMm_c r r) 

所謂 印度 眞珠 を產 する 介な 夂 即ち 錫 蘭 島と 大陸の 間なる マ デゾ 灣及び パ I ク— 
海峽 に多く大陸南沿岸比も產す、其他本柯の分布は顧る廣く、波斯酶、紅海'亞弗利加 
東岸、 馬來 半島 二 ユ I ギニア 沿岸ょ 6 ト ? レ— ス海帔 を經て 濠洲 沿岸 it 至る 噯 て 皆 
これを 產 するな 6。己の殼は市場 1^ て"に|を8 ^ 110£1^.11 ^ 011又獴洲產のも 
の « : > 氧11 & 目1」1!1 ^ 11%等と稱せらる 

甘 r ▲タンは 本邦 產のシ ンダ If ガヒ M _ maltegii は 本稱 ^ 爲するもの比して、只地 
方 的 變態な るべ しと 云へ 6。 其 他 サン ッチ (夢 ロ ^ vich ) ^ sr u m r K ? M * n g- ulcsa 
0(>03 ?- 東南太平洋 ^ ぁる6トタ1ン(1よ 0 £. 01)島 ^ 產するぼニ>1 8- £. 3£ 1' 又 « フィ 
f ジー T 島の M ♦一 ucida 等 も 亦 本 種の 地方 的變 態な らん かと 云 ふ。 

一二 slargarit-kcra lentlgln o sa 1PCVC 

龍動市場 ^ て。名1 & 1ぎぎ要も , と唱ふるものなぅ、 ^|! レ7ス 0 <3101^)及びモグッ| 
力 (1101§8)群島 ^ 漁せらる。 

四 Margaritilcra H adiata, Leach 

il 珠の母 貝 ニ 玉 









つ 先年 志 州英虞 海の 介を 移植し * る こと あ もしも，其の効梁著しから变現今胞處 
tt 產ずる もの 僅少 比して漁獲するに足らす、反て內海外なる淡路福良 » 、或玟日向 
浦尻_ 1^ 鐃產す。 

本 M の 锻狀は 印度に 產する M . igaris tc 酷似せ 6、其の異 ^ る點を擧ぐれば、殼 
外側の 色な 久 即ち 印度 產の もの ii 樺色なる 比 反し 本邦の もの ^ 黑 し、 然れ ども 稀 
に樺色のものなきは非す£れに 6 6ては印度產のものと區別し難し><梭息戕態 
1?: 於て甚だしき相違を見るなぅ、彼にあ6ては比較的深處 1^ ゎ6て瓦つ外海比棲 
息し、時は潮流の爲め ^ 數哩押し流 5 る、，」1ゎ久故 ^ 潮流は可恐害物なぅとす" 
然る比本邦のもの玟總て澳_內 ^ 64て『七尋以上 ^ 樓息せるもの稀な〜從て潮 
流の 影響 少なく 彼の 如く 押し流さる、 が 如き 憂な し。 

この殻の阁途は，本邦に於て安馏なる釦を製造する搌料に用びら 0 1輸出せらる 
ることあるも少量な之龍勸市場にてこれを$ ^ £1!1 &: 11 ^ 1 ^ 011:と稱す。 

本種の如き總て小形の殼は、市場にて= £! ロ °|- 气-と稱す乙れ ^ 馬するもの ^ は尙 
次の 種類 ぁぅ。 


窮十九，廿の雨圖は本邦に產するシンジ1}ガヒ一名ァコャガヒの介殼；久 第 
十九 © a 左 殼の外 面第廿 圖 は 右 殻の 內而 U して、 右 殻 a 左 殻ょぅ も 稍 深く、 その 中 
央部稍後方 ^ 偏して大なる腎臟形の肉柱痕ぁん此標本は凡三四年の齡 ^ 相當 
するものなるを以て、殻の厚 3 餘ろ大ならざる气更 1^ 高鼢なる介 ^ ぁ4て玟蝶番 
及び 嘴 ( UI 1 & C) の 部分 甚厚 きを 以て ' 目して 7 y の ^ 介なる ことを 知る。 余の 曾て 
對州淺茅_大船越附近 ^ て得ぬるものは、海中にぁ6て天命を全ぅし 1: 死し、介殼 
のみ 橫 a れるを 發見せ しもの なる ^; 興 命數を 察する It 、 恐らく 十五 年 以上を 經た 
る もの ^ ら /L e 

この種は本邦に於ては琉球列島、鹿兒 & 縣下甑島、(此處には舊藩主が移植せられ 
たる： 6と傅ふ)九州、四國、山陰、山陽.能州、若州、淡路、並に紀州ょぅ志州化至る沿岸 ^ 
散在せ る 澳海內 、及び 駿州淸 水灣等 じ產するな久即ち本土の日本海面にゎ4て « 
北緯 三十 七 度 半、 太平 徉面 はぁ6て玟三十五度半、以南は於ける好適なる澳海內は 
は多少これを產するものな久但し瀨芦內海 ^ 於て玟自然に捿息せるものぁ4、且 
M 珠 © 母 貝 こ = 一 


多く、今一々之れを詳說すること容易：ら次るを以て、玆には唯>經濟上ょ4して重 

耍なるシンヮユガ匕科貝類のみを列擧して興性質を記载せんとす。 

シン ダ ユガヒ科貝類の分類は、其介殻の形狀に從ふものなれど\この介殼の形 
狀は、其個體の措息の戕態 ^ ょ6て，甚だしく變化するものなれば、同稲に風するも 
のにても、 ® 々 大なる 差違を 現は す ものな 久且 つ從來 眞珠を 產する 秫 類 it て、 稍- 大 
形のもの ^ け"殆ど较( ^ 0 0 ロ兔每3ミ$エ昏3)と命名せちれ ^ "0。 例へば叫リ 「 ^ rl ^l 
一一 ァ濟 に產するもの比も"ク—ヒサ島のもの ^ も、乙の名を附せられ.又濠洲產のシ& 
テ ブ U もこの 名を 呼ぶ もの あ $ し： $。余は先年己の分類を企圆した6しも、引 
用馑の缺乏-/標品の少な$の故に、其不能なるを諦らめ居犮6しが、偶々濠洲 1^ 行 
き ^ れば 、大 に 標品を 聚集せ ん とせる 時 ^ も f I A y ン の 論文 出づ 、同氏 a 英國博 
物館所藏の標品と、龍泐市場は集まる商品 ^ 依6、豐富なる材料を得て査定しぬる 
が故に、典所說は稍*正確 ^ して從來の紛雜を1掃し为るの戚あ6。即ち玆 ^ 氏の 
分類に 從ふ I と、 せ-^ 


眞珠の 母 貝 

具球を1す可き母貝の秤類は旣 1^ 褚論に於て槪說したる處なるが、全世界の漁 
場 ^ 於て漁獲せられ0、ぁる貝は、其目的は。依$て、分0てニ類とする乙とを得可 
し。 即ち 一玟貝中 ^ 存する眞珠を目的として溏獲せらる、ものにして、他 « 介殼 
厚く 丑つ 大 ^ して、眞珠の有無に係らず1介殼を目的として漁獲せらる、もの次6。 
前著の 籽例は 錫 蘭 及び ダ f 斤 ズ 尤_フの與珠貝 1^ して、波斯灣ゴ本、療太利亞のシンジ 
ユガヒも亦之れれ風す。 

後著の好例としてはト？レス海峽、マレ1群島の眞球貝を擧ぐ可し。而してメ 
キシ n ; ナマ紅 海 島の 具 a 雨 者の 中間 に 位する ものに して、 介殼 1 眞珠 とを 併せ 
1: 目的と せちる、 ものな 6。 

眞珠貝 介殻の 用途は 種々 ぁれ ども、 其 最 主要なる ものは 釦の 製造に して" 介殼內 
面の充澤ぁる興球層を利用するな久從つて"介殼としての價額の大なるものは、所 
謂 「本 ロ」 を產す 可き シンジ ユ ガヒ科 貝類な 6 とす、 眞珠 を產 する 母 貝の 純 類は 甚だ 
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^ も亦先端耷割6犮 5 衍箸を以てす、施術を了6犮る貝は、深ニ尺乃至五尺の池中 
k 五六 寸を 囁て、 配列し 置き、 爾來每 月食 餌と して 人 蕾を 投與 し、 九月 H 至 6 て、 貝 
を 取ぅ 出し、 小刀を 用 a て介殼 に附着せる麂珠を切ぅ離す、核若し珠母の球なれば 
淇 » なれども、給若しくは土なるときは一面ょ4之れを削6去4て蠟を以て其腔 
を宠塡し、觅 ^ 珠母の小片を以て、其傷ロを覆ふな6。此方法一度歐洲 ^ 報杳せら 
れて ょ 丨ノ£ れ 1 C 微びて 興 珠 の 人工 形成を 試み 左る 者 決して 少から ず' 例へ ば 千 七 
百 五十一 平ょ 6五十四年に至る間 ' デンべルグ(せ312.1 ^ 11备11ぎ ^ は瑞典 1^ 於て 
ー個三百弗 0 眞珠を作6得允ぅ1云ひ ^ 璐 ^ ては、白蠟を以て頷の形を作6たる 
物を貝中は揷入して、之れ ^ 眞珠層を被らしめ龙6といひ ' 千八百八十四年プラ 
フレ 1[ (一】 oa — n 】f |7)亦之に類する方法を案出し犮6と$ひ ^ 例實化牧擧に 
遑あらず。然れども如上の方法 ^ 依6て得らる可き興珠は眞の眞珠はぁらすし 
て、 到底 天然 k 産す る 袋眞珠 11: 及 > べきものに非ず。吾人は天然 1^ 產する袋具珠 
の成因を明 ^ し、品質 1^ 於て實際之れに匹敵すべき良嚴；珠を作らしむる方法を得 
るに至0て、始めて人エ具珠形成の發明を爲し得たるものと謂ふを得可きな6。 


のを 取み て 貝 中に 補 入し、 爾後 百 H 間 每 Z 1 一 同 宛 A 逯茈他 植物の 很の 粉末を 蜂蜜 
を 以て 練 6 て 米粒 大 に し ^ る ものを 與ふ るな 4 とい ふ。 然れ ども實 際 か、 る 方 
法 ^ て人エ興珠形成を爲し得らる、もの ^ 非次れ ^ 右 ^ 擧げたる方法の中はは 
誤 6傳へられ左る點多かるべきも、當時支那人が何等か人エ眞珠を作る [^ 有効な 
る 方法を 素 出して、 實行 しつ、 あ 6し番は疑なかる可し。 

歐羅巴 にて始めて人エ眞珠に就て世人の注意を惹き犮るは先に述べたる ^ |,丨ン| 
則の# 明 ^ 6 とす. 而 して 其方 法 は介殻に穴を鍩つものなぅと傳へらるれど气此 
方法にては到底眞珠を作ク得べきもの ^ あら次ること旣 ^ 云へるが如し。 

近頃へ y ドマ ンの 調ぶ る 所 U 攄れば 、卩ン ネの秘 法は m に介殻 £^ 穴を萍 ク Ic fc ら 
卞して 、孔を 逋 して 內部 に細き鈒線の梵端に石灰石の小球を附したるものを揷入 
し 置く ものな ぅし ふ。 然るに 之れ と 同 樣 なる人エ眞珠形成法は旣に數世紀 
前ょ 4支那 ^ 於て行はれ居方6き ^ 方法は每年五六月の辑湖水ょ6取6上げ左 
る大な る蚌 R 珠母 又は 土を 以て 作 6 /2. る 球、 或は 鉛を 以て 作 みたる 佛像の 如き も 
のに、 障 腦の油 を 塗 6て入る孓\貝を開くには竹篦を以てし、球又は怫像を入る、 

眞珠の 人 H 形成 一〇 九 
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眞珠の A H 形成 ， 

西 曆第 三世 紀 h 於て、 希臘の 文學漭 づ^^ ッ ラ r タ 为 ( phi 一— 旦は"紅海办蓝刺 
比亞人，か人エ的 ^ 具珠を形る方法な61て、彼國人の問に流布ゼしものを記載せ 
6。 其方 法* ^油を海面に注ぎて波を生せ次らしめ、海底 ^ 潜ろ入4\」貝を開き"或 
銳利なる器槭を貝の肉中 ^ 刺し入れて、液汁を取久之れを適當：る大 3 及び形 1^ 
凝固せしむるな久之れ勿論取るに足らざる妄說なる ^: 古代 ^ は多少か、る方法 
を 試みた る審狐 f か 6し 1^ も非る可し“ 

一千 七 百 三十 因 年 ァン ト y n r レ ( p X. de Eptllls) が * 京ょ 6 發しぬる嘗柬 
に依れば、當時支那 ^ ては旣に人エ眞珠形成法行はれ、苦干の人说は龀業 ^ 從； 3 た 
6 しと S ふ。 而 して 彼等が 用 ひし 方法 とは' 先づー gl tc 宇 分 程 水を 盛^ 之れ に 最 
も大なる貝を入れて、女子の近づく能 « す、又難允の聲をも聞か次る所 ^ して，自由 
に露髓を受くる樑なる或隔絕したる場合 ^ 持ち行含、豫めタシ玉を磨ろ砗41/て粉 
末と し # 樹の液 汗を 以て 練ろ て、 腕 豆大の 丸 子と なし、 弱 &日兖 ^ て乾かし犮るも 
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於ける興珠漁業は年々使用せる人員を記錄しぁ6、又騮贾せられたる眞珠の惯頦 
ょ ぅし \し、典市場 ^ 遂らる、惯額を推定するこ1を得べく、據测べネダユ1ラ等 ^ 於 
ても亦同樑な久又波擗瞻、ヵリフォ,ーーァ海、紅海、及び太平洋中諸&に於て玟眞珠漁 
は 地方 民の定業なるを以て、之れにょ0て生計を營め.ろ人 〇 は稍精確に調贽する 
己 とを 得 可し、 然れ ども 亞米荊 加' 歐羅 巴， 亞細亞 の 河 湖 U 產する 眞珠の 價額 及び 之 
れを漁獍する人民の員数 ^ 至つて设、遂 1^. 之を精確に知る由なし〃浞んや眞珠は 
老幼男女の別なく之れを鲣ることぁ\又惜鈕《眞珠が此等の土说ょ6赞砑商の 
手 U 移 6荇しくは商人ょみ商人に轉ずる度侮に大なる變動を見るものなるに於 
てをやゴれ ^ 吾人は到底正確なる統計を擧ぐること能は次るも、左は|^^^が.擧 
げたる 一千 九 百 六 年度の 槪計を 紹介す 可し" 但し 在 表に 揭ぐる A H 〈中に！ r 介殼 
を 開き、 眞珠を 洗 S, ® しくは 監視 炊 靡 其 他の 雜用 tt 從事 する ^ を 合 ^ 次る ものと 
す。 

地 方 漁夫 貝數 眞珠 地方惯 飯 介殼 地方 惯 顏 
亞細亞 州 

a 珠の 性質 h 産 親 一 0 五 


M 珠 jo 因 
就屮 獨領 東亞 非 利 加 地方の 南部 £、爾頜亜非刺加の附近 ^ 存在せるもの稍盛なぅ1 

擬溯の 澳 _ « 大抵粦珠を產すれども ^ 業の最も盛なるは，其北海岸.， ^ r "「 MI 群 
岛及びガムビ1 ル、「ィダ ^ ‘ンリィン等南太平洋中の諸岛なムノ0 

歐羅巴 测 の海焊 k て"眞珠漁場と稱す可きものなく，歐洲產眞珠の大部分は河州 
に 產する 淡水 眞珠な 

南蓝米利加测比は TV 1 T ユラの海岸 ^ 重要なる渙場ぁぅ、 rrn — ンブス の 發 見し 
たる ものな 4、淇能嚣珑 « 叫「 -.| 、1^^^^^^1“等の地方にも產す。 

北西米利加洲にてはヵジブ—^^ァ ^ ^:^^^海等 ^ 海產の眞珠を產すれども、 
最も 著明なる は 淡水 眞珠 tt して， 特に M ^ l T ^ lr " 河 の流域は於ける漁業なぅと 
す。 

^ ^ 述へ /2 る各與珠漁場「に於て、每年使用する漁夫興他の人 ^ と"漁獲 3 るゝ眞 
珠の價 額 i tt v tc 依ぅて 變動あ 6、丑 つ 各 漁場の 紐 織 區 々 U して 之れ が 銃 計を 知 
ること能はざるを以て、地瑶上に於て年々幾何の，人貝が興珠漁業に從へるや、幾何 
の伊額の ^ 轵が寶衣市場 ^ 送らる、かを知るは颇る因難なる ^ なぅ0錫蘭島こ 


S もの tt 非れば な 從つ て單 U 重量の 多寡を 以て 眞珠の 惯 額を 打算す る こと 
難し" これ 郛の 大小の 差の 外、 充澤 形狀 色彩 等 個々 特宿の 性質 一， として 其價 値 it 影 
響せ 次る もの ^ ければ な 6。 而 して 此 等の 性質の 或 もの ^ 與珠を 產せし 母 貝の 
品質に從つて變化するものなれば、世界各地の興珠漁場ょ6產出する眞珠皆各特 
殊の 趣を# せ 4。 

眞珠の產地玟地球上各地比散在して茌し、六大洲皆之れを有すれども、尤も好適 
なる 漁場 I 目 せらる、 もの id " 興歡装 だ 多から 变古來 眞珠 の產 地と して 最も 名高 
く 0: つ現時 ^ 於ても其產_全世界漁場中の第ー位を占むるものは、波斯蹲な6,之 
れと 並び 稱せ られて 、昔ょ 4 有名なる a : 、 印度 錫 蘭 島 即ち マナ -海なるが1此漁場は 
時に莫大なる眞珠を收獲することあれども ^ 產額は年 1^ ょ6て大なる變動あ6。 

紅海の眞珠漁場忒往時頗る盛況を呈せしが、今日 1^ 在ぅては著しく衰微せ6" 
此外 亞細盌 测中 ^ 於て注意すべき溏場は、^^ -|| M メル； ギ^- 群島 支那 日本 朝鮮 暹 
羅の海岸及び支那滿州西比利 35 の河湖なみ。 

紅海 及 び ァデン 海の 漁場を 除け ^ 匪 非 利加洲 © 漁場は 孰れ も 其 規模 大なら す、 
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如き 光澤を 有する U 過ぎ 次るな 之れ U 反し、 眞のシ ンダユ ガじ料 tt s する 貝 
ょ 4 得らる、 眞珠 tt st 光澤 最も 喜 ふ 可し とす。 此 關係玟眞珠の色彩に關しても 
全く 同樣な ぅ、 即ち ィノ 力 匕の 如く 介殼の 內面黑 色 紫色を 帶ぶる ものに 在ぅて は、 
其中化生する眞珠も亦黒色紫色なるを常としノハピの如く紫線色なる介殼を有 
する 貝に わ 6 ては、 產する 眞珠も 亦紫綠 色なる もの 多し。 此眞珠 の 色彩は 眞珠の 
價値に大關係 |> るものにして"最も尊重せらる、色彩は妍磨し处る鐦鐵若しく «; 
新鮮なる 鈴の 斷 面の 如き ものな 4:とす"黃金色なるものは銀色なる％のに劣れ6、 
云ふ ^ もなく、眞珠の色彩は、之を利用する技巧 ^ ょ6て著るしく引立ちて見ゅる 
もの 1 '^ して、眞珠細エ人は實に其意匠 12: 苦心するものな6。此點に於ては眞珠の 
形戕も 亦 又 甚だ 大切なる ものな 6。槪して眞珠は眞球形なるを最良とし、之は次 
では楮圆形1加子形等，正形孓るもの ^ して不规則形なるは最も劣れるものな6、但 
し 形 狀の不 全なる もの も、 特殊の 荆 用法を 講 ^ て甚だ便なる場合忒き ^ しも非す。 

眞 珠の價 額 a 、 少しく 大 3 を 增 す ^ 從つ て ® だしく 高騰す る こと 他の 寶石 k 间 
じ" 之れ 勿論 寶 玉は 個々 獨特 0 もの U して、 金銀の 如く 自由は 融合し 分割し 得べ 


眞珠の 馊 質と 産額 

眞珠が 炭酸 石灰と 翁 機 質と ょ 6 成れる 層 © 的 物質なる こと ^ 旣 1 C 云へ るが 如 
し，而して此等ニ秤の成分の割合《歐米の河砌に產する淡水眞珠にあ6ても磁洲 
印度の 海中 ii 注す る 眞珠 It あ 4ても、殆同一なるもの ^ して ^ 分中九て七ニの炭 
酸石灰、五-九四の存機钗及びニ-三四の水分ょ6成れぅ。眞珠の比重は测定したる 
學者に 依 6 て少許 の 差 われ ども ® 常 ニ ^ 至 ニ. 七 五： る ものと す... 

蠤珠 0 最も 鸽重せ らる 、特微 は、 其 j 種 絕妙な る 先澤に あ久 。庇 究澤や 他の 寶 
石の 燜 i して 輝ける ものとは 自ら 異久眞 It M (珠 It 特衔な る もの： 6 ◊而 して 此 
究澤は 表砑の 構造と 興 珠を形 づくれ る 物質の 姓 質と に 因る ものな れ ■ば、 表面の 凹 
凸粗雜なるもの、游しくは眞珠質に不純物を交ふるものは、此光澤を缺くと勿論な 
6。前にも云へる如く、眞珠を作れる物質 « 、介殻の妁而を裰へる物質£间一なる 
を 以て ニ 般 ^ 云へば、姐；珠の光澤は其哥貝の品質如何に侬6て異れる忒6。 アサ 
リ 、シヤ n の 如く 介殼の 內面單 ^ 純白なる具に 6 6ては、之ょ6生する興珠は陶器の 

一個の 貝ょ y 生す ^ 沆珠 の馼 j o J 




'多數の石灰凝塊中には往々與の半面 ^ 與球勝を被れる所謂半眞珠を見るこ1 
ぁ\其戕第十六 |1 ^ 示せる"か如し、言ふ迄％なく宇眞珠は眞珠物質を分 © する細 
M 層 か 裳 狀を爲 3 中して不完全 ^ 凝塊を被包せる場合 ^ 也 ^ るもの ^ 6 らすし 
て ^ し庇細胞層進んで凝塊の全面を恭ふ ^ 至らば、即ち全き眞珠を注するな60 
從つてかくの如く ^ して注 ^ 左る贳珠1^をの核として石灰凝塊を有す可し，而し 
て實際かくの如き奧珠ぁ6やと云ふ ^ 、凝塊を核とせる眞珠は日本 ^ 於ては決し 
て® から 次るな 4。 叫 ルド が 錫 谰眞珠 ^ 就て碑究し犮結果比ょれば ^ 眞珠 
拉_蟲類の寄生 ^ 嵌6て生ずれども、筋肉具珠の核は寄生蟲比非中して必す石灰 
凝塊な 6 と $へ6。本邦產の眞球に於て余が從來骈究せる所にょるは、凝塊を核 
とせる眞珠は比較的多くして ^ 七年以上の ^ 介 ^ ぁ6て « 之れを生すること决 
して稀ならす"第十七 101 « 天然眞珠の斷面を七十五倍して見 ^ る顯微鏡寫眞 ^ し 
て"第十八關は其中央部のみを百五十倍 ^ 擗大し龙るものなるが跑寫眞は石灰凝 
塊を 核と せる もの ^ Ayo 


することわ久或は何物もなくして所諧想像的凝集中心：ることわうビの石灰凝 
塊を酸比處理すれば、炭酸茺斯を放ちて溶解し唯少量の有機物を殘す、即ち己の石 
灰凝塊は眞珠と同ヒく有機物と炭酸苻灰ょ6成るも、をの構造じ差あ6て.具珠は 
溥層が $ # 圍繚して造られ、凝塊は釙狀の結品石灰が放射狀は凝集して成れを異 
れ 6 とす" 凝塊の 形は 球形なる を 常と すれ ども 時に 數個栢 合して 歪 形を なす も 
の あ I をの 大 S 大なる は 直徑一 ミタょ 6 小なる は o ニ ミリ あう。 石灰 凝塊は 眞 
珠介 のみ 產する ものに 非ず、 蚌 U も ィノ カヒ に も 又 トコ ブシ [ C も 見ら る、 己と ^ 
i > 丨ム y ン ) i アサ プ ^ 甚だ多しと云へん元來凝塊は眞珠とは別物 ^ して撼 
珠の如く眞珠袋即ち細脃層の裳を苞せず、結組織中はあ6て一圍の細胞の不規則 
なる集合中に生するものな久而してこれを注する源因 ^ 就ては f 1 A VI ン は 寄 
生蟲 1 C 關係あ 4 とし/升 y に 於て は ジ K トマ 幼 蟲 M 貝の 結 紐 織 中 it 入 4 て 蟲體 
•か 分解し 左る 結 梨 石灰 化して 凝塊を 炸 ると 記載せ う。 然れど も 余の 見た る 本邦 
の 具 珠貝 にあう ては 寄 注 蟲の砹 跡 だ も 無くして 多數の 凝塊の 存在す る ことわれ 
ば、 此等 S 到底 甘 丨 A y ン の 云 ふが 如く哿 生蟲 sc 源 西す る ものと 爲すこ と 能は す。 
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苊琛 九 八 
細き鈒線の先端比石灰石の小球を附したるものを柿入し置くもの：6と謂ふ、果 
して 然らば 揃 入した る 球が、 眞珠 層を藥 ぅて 眞珠 とな ゥ得次る比非ること上來述 
ベ ^ る 處 1 C よ 6 て 明 ^ るが、 然し 乍ら か、 る 方法 H よぅて 得 可き ものは 單 k 他物 
に 珠母の 薄 層を 附着せ し ^ たるに 止ま 6、 到底 眞の 眞珠 に非 る こと 論を 俟龙 す。 

明治 三十 年佘が 志 州英虞 海 1^ 獲たるー眞珠貝过七十三個の眞珠を有し方6き、 
勿論其中 ^ は双子興珠も觀から$6しが"奇異なることは眞珠は凡て貝の右侧 ^ 
のみ存し £ 侧比は一個も見當ら 3' 6き..多くの場合 ^ かく多數の眞珠を生する時 
^ は左右雨侧 ^ 存するものなる ^; この貝 ^ « 只右側 ^ のみ眞珠を生匕た6刍。 
然る 1^ 此貝 ^ は此七十三個の眞珠の外肉中 ^ 夥多の石灰凝塊66て、多くは筋中 
It 存せ し ^: 肉を 加里に 處理 し、 組織を 溶解せ しめて 肉 中よ 6 得た る 凝塊は 總數實 
k 五 百 値は 上 6 た 6 き。 第 十五 圖は此 七十 三 個の 眞珠 0 ぁ6 し 位置を 示す もの 
な 夂リ 

石灰 凝槐 o ogstion or kalipllaeritep ) とは 釺狀の 炭酸 石灰の 放射 狀 k 凝結した る 
ものにして'多くは透明無色表面粗汶して滑かならず、中心或は有色の小凝點の存 


介殻との間に入6込むときは、外套膜は蟹を藍ひ包ひに至久恰も眞珠が介殻 || 珠 
比變すると同樣なる運命に陷るな久"元來舛套腿 0 外細胞は膜の形狀如何 1^ 拘 
ら t 又 外套 膜と 介殻の 間 k 他物の 有無 ^ 拘はら t 常 ^ 眞珠 物質を 分泌す る もの 
なるが故に、蟹は眞珠層を以て被はれ始め眞珠層益分泌せられて殻厚くなるとき 
は、 遂 U 蟹を 埋沒し 了るな 6。 第 十 一圖はかくの如く ^ して貝中 1^ 埋沒せられた 
る 魚類に して、 第 十二 圆は同 欉 1 C 埋沒せ られ龙 る 蟹を 有する 介殼を 其 層に 沿 S て 
割 開 刍て觅たるものな6。 

斯くの 如く， 外套 m I 介殼 との 間に 陷 入し犮 る 物 體が 、眞珠 層 U 因 6 て 介殻 內面 
じ膠着する ^ 至る事は、旣 ^ 早くょ4人の知れる所 ^ して、此理を應用して人エを 
以て 附着眞 珠 k 作る とは、 數 1 H : 紀以前 ょ 6 して 諸國 に於て試みられ犮るものにし 
て、支那人は球形若しくは怫像の形をなせる物體を柿入して、之れに眞珠歷を被沿 
せし むる ことわ 6 、第 十三 岡 及び 第 十四圖 玟其寫屬な久之と同樣孓る方法は歐羅 
巴 諸國 It 於ても 度々 試みられた る もの R して、 其 例實 ^ 多し。近頃 -| ^ドマンの 
爲せる調赍にょる 1C ゲン 丨 41 0 秘法 も單 k 介殼 k 孔を 穿つ に 非す して、 孔を 通して、 
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眞珠は跋中に埋沒せらる、 ^ 至6、遂比は外部ょ6認むること能はざる比至るこ 
1第十0 ^ 示せるが如し。鑲洲產の大蝶介殻は非常 ^ 厚きものなるが'己の殼中 
往々 貴き 眞珠の 埋沒 して 存する あ 6" 外部ょ 6 « その 存在を 認め 得 ^ るが 爲め '介 
殻 細工 人が 殻を 切 6 て 興の 斷 面を 見て 給め て 興 珠の存 せし ことを 知る こと も少 
加ら玄、若し未だ全然埋沒せすして殻面に少しく凸起を現过して居る時はをの部 
分を 注 :® して 碎 きて 具珠を 取 6 出すな 久 かくの 如くして 得た る 眞珠 1^ も、時比非 
常 ^ 大形美麗なるもの‘るが故に * 面あるシ0テフガ匕の殻は埋沒せる眞珠を 
目當て として 寶買せ ら '乙 は 云 ふ 迄 もな く 投機的 H して、 殻 內 It は 如何なる 眞珠 
が 存在ず る やを 知らず して 寶買 する もの ^ 之 時 U 又凸 起の 內 に眞珠の無き1と 
あ- 0て、或 «: 空虛 « る乙とあ久或は一種の蟹の存することわ$て、殼を賈ひ龙る者 
大なる 損害を 蒙るな 4。 

然らば何故に蟹が介殼內に埋めらる、かと$ふに ' ゾけテフガ匕0外套腔內 ^ 
u pinntlws 屬 の 蟹と Alphi asi と稱 する ® の 寄 §すること稀なら卞、又時 1^ 
小魚— フ Ji K —ル フ—ァ ：丨 B 1 ,) の 寄 居せ ると あぅ、 この 寄 居 蟹が 誤 6て貝の外套瘼と 


眞珠 if 外套 室內 id 向て 故障な く 成長す る ことを 得る も 1 內臟 部に わ 6ては眞珠は 
肝臟生殖腺等の實質中 1^ 入ぅて成長ずるが故じ、或る度迄成長すれば興珠袋玟外 
® 膜の 外 細胞 層と 融合して 介 殼眞珠 に 變ず るな 又 筋肉 具 珠 U 筋肉 中は ある 
が故 ^ 1兀ょ6或限度を起へて成長する乙とを得 ^ 遂には皆附蔚介殼眞珠と ^: る 
な f 此 故に 少しく 者 年の 介殼を 見る じ、 內臟部 1 C 當る處 に a ： 往 々か シダマ が 殼 
1C 附 栽して 作れる 小 介殼具 球を 現は すてと あぅ。 又® 柱痕 It 時 U 多數の 介殼眞 
珠 6 ぅて 凹凸 甚だしき を認 むる こと 多し。 

介殼眞珠並に外套膜の不平等：る眞珠物質の分泌 ^ ょりて介殻面は凸凹を生 
ヒ犮 る ものが 偶然 稲々 の形狀 を 現は す こと あ 6て、或は動物の形或は人の顏に似 
たる ものを 生 1^ 、サビ| ^ クン ト の所藏せるもの化 ビス マ 产ク の 顔に 酷似し 允る 
ものあ4。又甞て神田の澈商入が珍藏せるもの ^ 鮑殼の內面に入山の释迦と見 
らる 可き 形を 存する もの あ 4しが、此等皆偶然の結梁に外忒ら次るな4。 

介殼眞珠は淇始め附蕃し * る當時 1^ あ6ては"接漭せる部分極めて小く，恰も盆 
上 h 眞珠 の轉が れるが 如き ものなる が、 漸 々介殻が 分泌せられ て 厚を 增す U 從て 1 
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は九個 0 眞珠が偶然十字架狀 ^ 結合し、更に介殼に附着し犮ものは過ぎすと想は 
5ゴれば1れを生じ犮るシロテフガヒは一個にて九個の大眞珠を產したるな6。 

第八圆は日高貴族院讅员が所有せらる、珍眞珠 ^ して十ー個の眞珠の結合し 
* るものな4。元來數個の獨立したる眞珠が互に相接着して双子眞撕 3 < 5* 1ミご 
とな れ が 又殼 R 附着して 介 殼眞珠 となれば 郞ちサ ゥザン 、クロ ズの 如き 珍 眞 
珠が 生す るな 久 第八圖 玟大蝶 介ょ 6得犮るもの 1^ して無數の眞珠互 ^ 結合し龙 
る 興 珠の 一塊： 6。 

今 如何な 5 理 甶 如何なる 場合 双子 眞珠 若しく d 介殻 眞珠 を生卞 るかと 云 ふ 
K 元 來眞珠 玟 第 八圖 U 示せる が 如く 外套 膜の 結 紐 織 或は 筋肉 中の 結 組織 內 1 C 往 
するものなるが、今若し數個の眞珠が相_クて生ヒ其の成長增大する ^ 從て栩接 
觸 する ^ 至れば、 獨 立した る 數 多の 眞珠 融合して 1塊とな久兹に双子器球を形成 
するな^ ^而して若し眞珠が一部外套膜の外面に露出して介殻 ^ 掇齑するに至 
れば、眞珠は遂 1^ 介殼 12: 附叢して介殼眞珠を形る可し。介殻眞珠の多く生ずるは 
貝體の 內臟部 H 生す る 袋眞珠 及び 筋肉 眞珠： ぅ" をは 舛套臌 の 邊緣 1 C 生す る 袋 


事 多 けれども、 又 唯 1個の貝中 ^ 數個の立镟な5與珠栩並びて存することぁ6。 
第五 圆 に示せる玟世界比有名なるサゥザくクロヌと命名せられ允る與珠 ^ して、 
一千八百七十四年は西潑溯 コサ ッ丨ク — の沖 ^ て漁獲せちれしシロテフガヒ中に發 
見せられたるも 0 な6ビ玟七個の箅珠直線に列びをの雨側に各}個附着し、九個 
の眞珠 集 6 て 十字架の 如き 形 戕を呈 せる ちの な 6。 この 眞球は 介殼に 附着せ る 
所謂 附着與 珠 にして、その附著せる位置は介殼の殆ど正中線 ^ ぁ久縱の七個は貝 
の脊腹に平行せ久此くの如き異狀：る眞珠の核に就 1; は種々の說ぁ$て'^^^ 
『 »| は丽濠洲の海は普通なる」秫の海蘊1101|,1|1色をの核を爲せぅ1云へん 
蓋しこの海藻は多数の瑰狀物珠數繫ぎを爲して，恰もこ 0 眞珠の縱の七個並べる 
k 似た るょ 6 斯く 想像した る ものなら ん、 此眞珠 玟價十莴圓と稱する高偾のもの 
; れば 眞珠を 砗 きて 內 部を 見る 能は ず ® して 何物が 核を 爲せ るかを 證 明す 
る こと 難し。^ T ! ^| >| ント (savine 1—) はこれに就て、；^梵線は眞珠に不透性 
なる が、 將來 ^ >< 或过 ^ ^ ,\龙線の發見せられて、眞珠を透すべき究線作られたらん 
tt a 、 此核 の實 質を 確め 得るな らんと 云へ 4。然れども.要するにサゥザンフクロス 
一簡 0 貝ょ y 生す る 逸 珠 0 数 九 三 


なる が、 當時己 の 事實 新聞紙 上 k 誤報せられ て ^! ^^は貝に人エを以て眞珠を 
作らし ひる 龆 法を 發 見した るが 如く ^ 書き立て 1紙面の大部分 ^ 寫眞拓を入れて 
吹聽したる <1 と ^ ぅ&然れどもこの妙案も遂 ^ をの目的を達せざるもの、如 
く、今0迄杳として何等の消息を聞かす、千八百丸十八年#國 ^ 於て寄生蟲說者の 
一人なる n ンパな る 人 ザ ユ求 k と 同欉な る 取を 企畫せ る こと あ 4 て、 これ も當寺 
の新聞紙は ^! ^^が一方法を發明し、间人の法を以てすれば一個の貝 1^ 數個の芻 
珠を 生す と 云 S 、 數百莴 圓の大會社を興3んとす等記し宂ることあ6しが、此擧も 
亦遂は 烟の如 く k 消へ 去 4 たる もの、 如し" 

然る It 現今 各國 政府は 年々 莫大なる 費用を 投 b 、 或 玟特 に砑究所を設置し ^ 多 
數の學容玟錫蘭 1^ 南洋に礞洲方面に將犮墨國に眞珠の鉀究に盡粹しつゝ |> るが 
故に、吾人が遂に其の目的を達して人エに俊ぅて眞珠を住意に產出せしめ得るに 
至る « 必す近5將來 ^ 6らん。 

抑 も眞珠 形成の 原因 j か 寄生蟲 な 6 とすれば、 |個の貝は多數の眞珠が苻在する 
こと 敢て怪 If lc 足 6变實際に於て多數の貝を開くも唯ーの眞珠をも見出 3 次る 


て貝に眞珠を作らしむることの出來得可きや否やも解泱せらる、ものと云玟次 
る 可から ず。 了 ム y — ン—は をの 著書 じ記して日く、與珠形成の源因はヴズト>の 
幼 蟲 u 歸 する ものな れ 咕該ジストマを盛比繁殖せしめて可成多數の貝に寄生せ 
しめ宄らん 1^ « 勢ひ多數の眞珠が產33す可き理な6、假令貝を一個宛取6て一種 
の 令 業 方法を 加、 て眞珠 を 作らし むる ことを得るとするも"人エにょぅて寄生蟲 
を 貝 ^ 寄生せしひる方法 ^ 比すれば遙 ^ 拙劣なること明かなぅ4即ちゼ丨< ^ 
Y の 發案 玟 例 ふれば、 鼠を 蕃殖せ しめ ペスト 菌を 散布して。 ヘス ト 患者を 多數 1 C 出 
S んとす るが 如 &も 0 ^ して、ジストマ病 1^ 罹$たる貝が眞珠を作るるものなる 
が 故 It 、 ジストマを 繁殖せ しめて 病 貝を 多數 U せょ と 云 ふ ものな ク 。然れ ども 今 
日 迄； 實際 I れを應 用して 眞珠 を多數 U 產出せ しめ 穴 るを 聞かす。 

+ ユボァ 〈 は 南 ® 海岸の ィノ ヵヒ (MytiluB % \111)| £' .1 3 ; が1種のジストマ 0 寄 
生 ^ ょぅて眞珠を生するとを確めこのィノヵ匕の棲息せる場所 ^ 移殖する匕南 
チ： 1 K の^ T ^ M の 眞珠 貝を 以てせ^'。 ィ ノ力 b u 寄 注せる ジストマを して 眞 
珠貝に も 寄生せ しめ、 以て 眞球を 作らし めんと てな ぅ。 乙 れは千 九 百 三年の こと 
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は 眞球 多く、 何處 1 ^ は少しとか或は無し荪稱す。錫 11 の貝と本邦の貝とは甚だ酷 
似し、同種ならんとの說を持する學者 ?> る程なるに前述の如くに眞珠を生する割 
合 ^ 大差あ6。蛘 ^ あ6てもィノヵ匕 ^ 6 6ても同樣にして、佛國のピタャー港 
附近の 海岸 a 到る 處 ィノ ヵヒが 接 息せ る も' 特 ^ 多く眞珠を生するものは港內 !!: 
懷める 貝に 限らる、 と 云へ 4。 かく 措 息す る 場處に 依 みて眞珠を生する割合 ^ 
相違 あるは 何故なる かと 云 ふ ^ 、こは眞球形成の源因に關係するも&と認ひ可し。 

先き ^ 述べ左る眞珠玟寄生蟲が源因とな6ビれが核となぅて形成すると云ふ 
說 U して 果して 眞な 4とすれ ^: 場所 ^ ょ6て貝の具珠を注する割合の異るとも 
容易に說明せられ得可し、即ち寄生蟲病の流行地 1^ ぁる興珠貝は多數の眞珠を生 
すみ 理次 ぅ。 近頃 流行の 眞球貝 養殖 事業が 進歩して 如何に 多數の 貝を 養殖し 得 
ると する も、 寄生 蟲を繁 殖せ しめ 次れば 多くの 眞珠を 得る こと 難 かる 可し。 又 甲 
埔 R 於て 如何 k 多數の 真珠を 產出 し ^ 6とするも、其割合はこ地 1^ 行はる、宅の 
比非す、何となれば、眞珠の多少は貝の多少 ^ 關係なく'核£なるべき寄生蟲の多少 
It 鬭係す るを 以て： \而 して 旣に霹 珠形 成の 源 因が 明 1^ な6犮る以上、人エを以 


外套 膜の 邊綠に 生 b * る I 個の 袋眞珠 1C 及ばざる ものな 

經驗ぁ る シンジ ュ ガヒ 養殖 著の 說に 據れば 、本邦 產蕊珠 貝一莴 個よ 6 は 平均 三 
十圓 の眞珠 を 得る 1云ふ。然る化錫蘭は於ける眞珠貝 ^ ,各督至 の惯を 見る 
宍過去百年間の記録じよれば、千個の貝ニ十圓乃至五十圓じて競寶せられ允6、特 
纪千九百五年の錫蘭眞珠漁玟未曾有の大漁， ^ して、漁獲せられ犮る具の數實 ^ 八 
千百八十七萬個、貝一千個の最高惯格は百ニ十因\ || ^7^£上61政府の收入のみ 
れても百六十七萬三千八百圓に達せ6。之れ ^ 依4て見れば錫蘭の貝は3本 ^ 
比して 眞珠を 生す る 割合 も 多大 ^ 、集眞珠も甚だ夥多 ^ 生するも 0 、如し(錫蘭の 
眞珠漁は眞珠のみを目的とし介殼と肉に價格なし)〇反之 |^ 珠を生ずる割合棰め 
て® き シンジ ti ガ ヒ试 地中海^ TTT 1 T の 海岸 H ぁる もの it して、 此處の 興 珠貝 は 
元來 T 運河の 開逋の 結集 紅海よ 4 移住し * る ものなる が 二 個の 興 珠を 得る 
IC Ji 千 二百 個 万 至 千 五 百 個の 貝を 開く を 要すと 記載せ らる。 

同 稲の 貝 U ぁみても をの 樓息 する 場 處 1 C よぅて 眞球を 生す る 割 # 1 C 大差 ゎク、 
本邦の シン ダ！ 一 ガ 匕捿息地 1^ 於ても'漁失.玟狹き局處々々を區別して"何處の莨に 
一 臓の 貝 § 生す 盖珠の 數 八 九 




眞珠 

澤共 tt 不良な 6 き。 


八 八 


S て 筋肉 具珠 (Mile PI1) 袋眞珠 (cyst pil) とは ヘルド マンが 貝 體中 k 眞珠の 
存在する位置 ^ 依ぅて區別せる名稱な6。筋肉鐵_が介殻に附着せる部分 ^ 生 
b * る 興 球を 筋肉 眞珠 I 稱 す、 肉 柱 即ち閉 殻 ^ 足 筋肉、 及び 外套 膜の 介殻 it 附着せ 
る 筋® 等 ^ 生する眞珠是なぅ"丽して他の外套膜の紐織中 ^ 生する眞珠は郎裳 
眞珠と稱するものなるが、能裳眞珠 ^ は正形比して宂澤も亦立派なるもの多し、特 
R 外套 膜の 邊綠に 生す る 袋 眞珠 《大形はして上乘なるもの多くして、低上の1個 
幾十圆幾百圓 ^ 價する眞珠玟皆これに麗す"本邦所謂フクミダマ0 〇 を11 ^ 1|.1) 
即ち 之な ぅ 內臟 部の 外套 膜 it 注す る 袋 眞珠は 正 形なる も 小なる を 常と し、 高 偎 
なる もの® く、 皆 少シ ダマ ( r /:' ex r ll) じ 馬す る ものな 6 1す。次に左右殼の蝶 # 
の 處 ^ 當る外套膜 ^ 注中る裳眞珠は先澤從好にして大形なるものぁるも歪形な 
るを 常と す。 ミ、 ダマ tHingelli ) 即ち 乙れ な- 0 。 筋肉 眞珠 tc 至 6て « 常 1 ^ 小 
形なる が 上 ^ 極めて 不正 形 且つ 粗 面に して 光澤 不良、 裝鑰 R 用ゐら る、 ょ 6 も藥 
用 U 使は る、 劣等の 眞珠 こ れ !^ 凰す。故に筋肉眞珠幾百千個ゎるもをの價格は 


有しれる1 0 ニ 

七 m o M 珠か ニ、 

有しれるも 0 ニ 

十1觸の眞琛をニ、 
有 L t : 540 ニ 


五© の眞珠 かて 
有 L t: K?t o l 

九涸の鹿珠をー、 

有し ?: 石も0】 

十三個の择珠かこ、 

有 L ?: る t の ニ 


六 @ © ia 珠か ニ、 
^ r - L t : る i 0 ニ 

十 MQ 眞珠か ニ、 
有 L t; る t €> i 

廿 l M Q a 珠か 一、 
有した石もの I 


即ち ニ 百 個の 內眞珠 を 有せる もの 五十 四 個に して、 眞珠の 總數は 百 八十 八 個な 
み 5。然る ^ 淇重量を計るに全量漸く九厘にして、眞珠商の評價 1^ 從へば漸く一 
圓 ^ 過¥次6き、何故 ^ かく輕く1低廉な6しかと云ふに、百八十八個の眞珠は 
大部分 筋 向 奥 珠 U して 袋 興 珠は « 121 十九個、然かも內臟部の袋與珠十五個小形の 
ミ、 ダマ 三 個、 唯一 個 外套 膜の 邊綠 U 荐し龙 6しも不幸歪形にして色彩光澤羿じ 
不良の ものな 6 しが 故な ろ。 

一個の 貝ょ 6して更比多數の興珠を生せし !4 大阪池田又九郞厌の所藏比係る 
土佐產 貝の〗 例な 久余玟 池 田 氏の 好意 にょぅ之れを調査する ^ とを得允る比總 
計 五 百 八® の與 球を 算し龙 勿論 此中比 は ニ 個 以上の 眞珠の 癒着せ る 双子 興 
珠あ久 又 介 殼の內 面 R 附着せ る もの も少か ら次 6 しを 以て 貝 ^ 實 tt 約 六 百個以 
上の 眞球を 產し犮 6 しな 6。3れども此場合 ^ も眞珠は總て歪形 1^ して色彩光 

一 餌の 貝ょ リ生 す ^ 尻 珠の歡 八 七 


珠を疰ずることは貝の老幼に無關係荩6とす。然れども槪して此較的大形の眞 
貝は 老貝 k あ 4て幼貝 1^ は見られ次るを常とす。元來眞珠も介殼も同質のもの 
^ して、只介殼は平坦 ^ して眞珠は球形なるの差ゎるのみ、而して眞珠も亦介殼物 
質を分渺する細胞比ょぅて分渺形成せられ犮るもの苳るを以てニ般 ^ 論すれば， 
興 珠 の半徑 はをの眞珠を生 ^ ぬる介殼の厚3を超過すること能过す。假令ば雅 
貝が介殻を分泌し始むると同時比、貝體內比眞珠を生ヒた4とするも、介殼が五分 
の厚 3 となれば眞珠の半徑も亦五分なぅ。右玟一般の通則な6と思欲る、が"余 
が诞來蒐集し龙 # 料 ^ ては ^ の除外例ゎ久即ち介殼の厚 5 ょ6もをの貝ょ6生 
ヒ尨る眞珠の半徑の方大なる場合なき 1^ しも非す。然れども1は介殻の成長ょ 
6も眞珠の分泌が多き場合じして寧る稀有の乙となる可し"故 ^ 大形の眞珠は 
貝の 厚き 貝 即ち 老貝 に見逛 ^ る、理：6。今本邦產羼珠具(驾.1-|1)の眞珠 
を 生ずる 割合は 如何 IJ 云 ふ ii 、 余は 志 州英虞 海産の 眞珠貝 二百 個を 檢して 、次の 如 
き結果を得犮ぅ、但し所用の亘 14 七年以上九年位 0 比較的袭貝な6き。 

! 齟の宽 珠をニ hE 、 ニ M の寘珠 .を ^ 、 一 一一 M 0 E 珠办ヒ ， 

有し ^; 名ものニ叶 55 有乙れ5も © / 有 し ?: 石 もの 一 



茲 It マッキントッシュ 0 結果を 表示 すれば 次の 如し。 

大貝 

一 ® の 眞珠を 有し ^ る もの 
ニ 個の 眞球を 有し * る もの 
三 個の 眞珠を 有した る もの 
四 個の 眞珠を 有した る もの 
五 個の 眞珠を 有し犮 る もの 
六 個の異 珠を 有し * る もの 
七 個の 剪 珠を 有し * る も © 

八 個 以上の 眞珠を 有し 左る もの 
合 計 


百 三十 六、 
六十 七、 
三十 r 
十五、 
【七、 
十四、 
三、 
七、 


小 貝 
十二、 

o> 

五 > 

0 


o 

o 


ニ 


ニ 


二百 八十 ニ、 

この結果 U ょれ ^ 幼 貝 ^ は 眞珠錄 く、 大貝 R はこれ を 生す る こと 多し と 云は 次 
る 可から す。 fj の 事實 は 啻 U ィノカィのみならす麂珠貝にても蚌比ても總て老 
貝 ^ « 眞珠多く幼きもの比は勘し、又右の表 0 示すが如くニ個の貝 ^ て多數の眞 
一 瓶 の 貝ょ y 生す 美 珠 0 數 八 五 






一個の 貝ょ リ生 ずる 眞珠 の數 

眞珠の 尊重 せらる、 所以 は、 その 充澤、 をの色彩の高潔淸淨なる ^ 电るも、叉をの 
產出 0 極めて稀有なる ^ 由ら卞んば 6 らす、 1? 比貝の眞珠を生ずる玟甚だ @ き 1^ 
相逡なし。乍然貝 0 極類比ょぅて眞珠を生ずる割合 1^ 多少 6 6、例へば廿。、>| ' 1 
シの如き « 眞珠を生するこ1棰めて、 © く、反之、ィノカヒ、眞珠貝蚌の如きは比較的 
眞珠を生玄ると多し。例へば千個のァハビょ6必す一個の價額ぁる眞珠を發見 
する ^ と 難く # て 蘇國テ I 河 k 於て 興 珠漓の 盛な ぅし 時， 經驗ぁ る 漁夫の 說に百 
© 0 貝ょ 4 平均 一個の 美麗なる 眞珠を 得と 云へ 近時 r ツキ ントツ シ USP 
to l : が 七 百 個の ィ ノ 力 ヒ ^ 就て調查したる結杲の報吿を見る 1 ^ 、七百個中六百ニ 
十 « 这大貝比して八十個は小貝即ち幼貝な6し ^: 大貝中ニ西八十個、小貝中ニ十 
個の貝は眞珠を有し居ぬみき。即ち眞珠のぁ$し貝の，總數は總計三百個 12: て、全 
貝數七百個 1^ 對して其割合四1 . 八 ^ にして、大貝のみの割合にて ?4 四五ニ ^ ;久 
換言すれば" 大なる ィノカヒニ個を取れば何れかの貝に忒贳珠存す可き事となる 


1C 特說 せる 眞球疵 究莳 比あ $ て硏究 に從 事せ る プ '丨ラ I ト a osvlt ) は 大黒 S 介 
の麗珠は驗蟲 || の11ァクロボズリゥム > |げ0 & ユ|)の幼蟲が核を爲すことを 
公 t し * るが" rj 0 _ 蟲 の 成蟲 a j 稀の 1 ィの 直腸 ^ 存すと 云へ かくの 如き 
勢なるを以て、今日 ^ 於ては與珠は寄生蟲が原因とな$、これが務となゥて'形成せ 
らる、ものなることに確定したるが如き觀あ6"最近の報吿じょれば北米合衆 
國の 人^ 301 £ 1 )は錫蘭島に於て此寄生蟲 ^ ょる眞珠養殖業を始め龙6 
と 云 ふ。 



膜と介殻との間 1 ^ 侵入せるやプ、トマの幼蟲は無尾のセ\方？ァ形を以て外套膜 
の結組織中 ^ 止ま6、半ミヮメ-ト /^ 大の黃色班點を呈す、而して最1初幼蟲の周圍 
a 結 組織の 織 錐の みなれ ども、 漸 々 玆 に上覆砑細鮑を生 ^ て、所謂薜珠袋が完成せ 
らる ◊かくて セルカ リア 死亡す る 時は 興の 體は無 構造の 一塊と なる も、 堅き クチ 
クラ 皮を 以て 圍ま るるが 故 It 、 依然として 原形を 保ち ^ 中 一部に石灰化注の中心 
を生じて、炭酸石灰漸次に集積し、原幼蟲の全形は石灰凝塊を以て置換せらる、 ^ 
至る、此塊の周圍 ^ 眞珠層分泌せられて被着する時は"兹に眞珠を見ると云ふなグ 


一千 九 西 三年 叫ルドマ ンとホ I ネル 01 § 1, 1)は錫 11 贳珠を硏究して雛蟲 ^ 蟲、線鏃 
等が 眞珠 形成の 源 西と なる 乙と を 表し # に 1K トラ ジンカ ズ (T a -ihyndi) ； る條 
蟲の幼蟲が舛套膜の結組織中に入ぅて籤狀蟲となぅどれが核と裒ぅて袋眞珠を 


生す るな 6 i 云； 3' ホ* ネルは マ K が匕 1;: 於て同樣なるこ1を見た6と云ひ、更 ^ 
は 此雛蟲 は貝ょ 6 或傲類 12 : 移 6 5 £ ^ 此魚類を食とす /3 =ィの一稱に至 6 て成蟲 
となる乙と、並びに爲珠の形成は幼蟲の死後 ^ 至4て注43始むる毛の苡ることを 


云へ 千 九 百 六 年に 至 6、 多年— ガンビア r 多島中 0 >ンガレバ島川 ^| !テ—7 .島 ^ 


マ 9 ^ 〇日11ョき ^ 0 , & ロヨ)が眞球形成の源因を爲すと云び、後&线71> £: 〇 ^ 03:§ / X る 他 
の窬 生蟲を も 追加せ 6" 一千八百五十六年に 叫 ピヶ、 1千八百五十七年比= 
ツ 7 — ンマ T ズ - K ル 二 千八百五十九年 ^ >| 7| —>ト及び丨フンぐートニ 千 八 百 七十 I 
年， ずー I ナ J は蛛 ^ 珠貝、ィノヵヒ等 ^ 就て研究して皆寄注蟲說を @ せ4。輓近七 
八年英 佛の學 者續々 眞珠の 班 究を爲 し、 愈 ^ 寄生 蟲說を 確 實 S らしめ たるが 如し • 
即ち一千八百九十七年にはギヤ*"ドが眞珠の核としてプラキ'ゾリィム 9 | ^ §0 
一 ■ 1 ) なる 千 スト マを 發見 し，中ユ— ^| e UTbois ) は j 千 九 百 一年 一秫の ザス トマ 

(DLSfm mal.l. 〖 tamm) の 幼 蟲が 眞珠を 作る、 j とを發見し、翌年は a 、 V 「ム >| ン が 亦 

他の種類のザストマ 3 1§0ョ£115?3 ^ 01, 3 の幼 ^ がィノカヒ眞珠の核となる乙と 
を 記載せ f 此最 .後の 中 k トマ a ： 三度 宿主を 變ゆる もの . k して' 第 |宿主 « 水鳥の 
一種に して、 第一 幼 蟲期は ァサフ又敁トリガヒ 1^ 入久第ニ幼蟲期玟ィノカヒ ^ 入 
6 て 眞珠の 形成を 起すな 云 ふ。 t タン jd ； キ i , ( Kiel ) ic 在る ブラィト 
ン ( y at gr 0 ロ)水族館 1?: 於て試驗し，ィノカヒ 1^ ザストマを寄生せし & て 4> なる眞珠 
を作ぅ得龙ゥと報吿せぅ。其眞珠形成 0 徑路を說明せるものに依れば、先づ外套 

E 珠 0 原 i ' 八 I 


7 y F マン (11||)の報告に於て錫躕眞珠を硏究したる結果 # 粒を核_とせる 
三個の氍珠を見龙ぅと記栽せらる。|_7^7 ^! 1ろの著啬 ^ 名石英#粒が核を爲せ 
る 眞球 の圖を 璐 けん 余が B 本眞珠 の 多數に 就て 調赍 しぬ る 間、！ 度 も 核と して 砂 
粒を 認め 允る 事な か 4 き" 若し 砂粒が 核と な 6 て 眞珠を 生せ しむる 乙と わ 4 と 
するも、をは極めて稀有なること 1^ して、先づ}般に論すれば"此くの如5こ1なし 
と云ふも可ならん。但しこ汶眞の眞珠即ち其の.體中に生する眞珠©場合にして 
或 種の 附漭 眞珠 若しくは 介殼 眞珠、 即ち 介殻の 內 面に 附着して 生す る 不完全なる 
眞珠の 中 U は 外部ょ 6 他物 •か 入 i 來 6 て眞珠 層を 蒙 6 犮 る もの 甚だ 多し とす。 

次 ^ 貝に 寄生す る 或 動物が 核と ^ 6 て 眞珠を 艰 成す ると 云 ふ ^ 生 蟲說は 近時 
多 數の學 者が 主張す る跅 1^ して今日じ在4ては、眞珠形成の源因はこれじ確定し 
たるが 如き 觀 あみ" 然れ ども 此說 たる 決して 新しき もの ^ 非す 最 tl ii 一 千 八 百 
三十 年 叫方 ンべ I ル (Yon Bear ) が 姊 1C 寄生す る ァスビ F ガス タ-を 發 見し £ れ 
が 耪とな 4 て 石灰 質が 分泌せられ 方ろ 己 と あぅ と唱へ 犮 其 後 j 千 八 百 五十 
ニ年 ^ 至 t t リツ ピ ( Fnip s は 伊 國 k 於て 妍究 して、 辟の 體中 U 見龙る ザ スト 


決して事實に非す。介殼が破損したる時は貝は直ちに之を修繪するカあ6て、殼 
^ 孔を穿允れ穴る時も外套膜は己、 ^ 興琼質を分泌してをの孔を塞ぐ 1| して分 
猫せられ ^ る 新 層 a 平 垣なる 乙 ともあれ ども 又往々 110 凸を 生す る 乙 i あ 6 て、 爲 
め ^ 殼の內面玟平猾とならす"秘々の形の膨れを生ず。然れどもこは決して眞珠 
^ 非す ^ 1ム > ン(， ^ 1§)の所謂殼の水膨れ ^ 過ぎ ^ るな6、介殼 ^ 孔を生 ^ て 
之ょ 6 眞珠の 作らる る こと 斷 b て 無し。 

外部 源 因說の 1として里 ^ 破粒が貝の體內 ^ 入6てビれ'か核とな6て眞珠を 
生ずる と 5 ふ說ゎ 說は 何時頃ょ 6 何人の 唱道し 左る ものなる か 明なら 次 
るが汎くー般に行はる、誤說な6。此說 ^ ょれ ^ 貝の體內に偶然砂粒の入ぅ來 
るもの 6 る時は # 粒の表面平滑ならざるを以て、貝の組織を刺戟して痛を起さし 
む貝は其瓶 1^ 堪へ玄して自ら之れを躲する爲め ^ 與珠層を泌出し # 粒の表面を 
滑らかなら しむ、 >」 れ即 ち眞珠 7X 6 と $ ふな ぅ"この說は一理ある ^ 似沱れども 
實際貝の體內に斯樑なる棗起ることなく、眞珠を研究し穴る學潘试大抵この # 粒 
核說を 否認せ-^ 眞珠の 中心を 檢する も # 八は砂粒を鄹め次るを以てな4。唯 


を 認め 得ざる もの わ-^ 徙くの 如き 眞珠玟 貝體內 部の 病的 變化 U ょぅて 生す る 
1云ふの外なし'即ちパゲンス1ハッへル(1 ^ |ざ1101.)の說 ^ 從へば、眞珠玟貝の內部 
tt 於け る 病的 源 因 ii ょ ろて 生す ると 云 ふなち ヘスリン ダ (蒙 一 iug )" メ I ビゥヌ 
(M 51 b i ' s )、 キユッ <? ン マ ィス 1 ブ x ^ 【 E lns .き 1 ,)等 !± 、或眞珠 « 1 & 源园に因0て生；^ 
又他 0 源因にょ4て生玄る眞球も有るな4と爲せ6"近時の學奢中 ^ て玟’ザ：ク 
1 ( Dial ) 亦， s 部 源 因說の 主唱 者 在 

右 ^ 述ぺたる內部源因說と反葑に眞珠形成の顔因は外部にぁ6と爲す說ぁ6。 
其 一 K M (珠は 貝が 介殻の 破損を 修 _ する 爲めに 注す るな ぅと 云ふ說 6 6。 此說 
は主として十八低紀の諸大家 ^ 依6て喂へられたるもの ^ して、有名なる博物學 
者 ジンネ 玟一 千 七！ m 六十 一年 人工 眞珠 形成 法を 發明 して、 國王 に奏上し乂エを以 
て與珠 を 作る 乙と を 企 書し 左る m と あ 6。但し其方法玟秘密 1?: して茶して如何 
なる ものな 6 しか" 何人も 知る ものな し。 叫ム〗 ーッッ { Ipnnni s V ックマ ン (】 wskl ) 
等の 云 ふ處 U 依れば リンネ の 秘密 法は 介殼に 孔を穿 つ U あ 6 と S ふ。 ® して 然 
らば介殼に孔を生じ龙る時、之れが源因とな6眞珠を生すると云ふ說なるが、こ玟 


<-ふも 0 こして浐六百七十三.年クプストフ 7 1、サンダウ乂( 9 11:ぎ〇 ^ 2 * ^ 11&1^)は 
那威の シン ブ n 力ヒに て 卵子の 若干が 母 體 U 密着して 遂に 興 珠とな る ものな ぅ 
と 記載せ 4。 後一 千 八 百 二十 六 年 H FI フ f KI 、 ホ T A (sir Edward 110—) も 亦眞珠 
は 流產 せられた る 卵 it 源 西す ると 述べ * 6。 

以上の 諸說 1^ 尋で起れるは || 珠は貝の病的現象の結枭な6と：すもの ^ して 
一千 五 百 五十 四 年 NYlr レット 3 0 | §. )の云ひ 11 ] だせし說な 6 。即此說は與 
珠 形成の 源 因を 肉 部に 眾めた る ものなる が、 之と 相似た る說を 主張し ^ る學 者は 
頗 多し。 凡 r IHCi— 0 ® F N fe yi ^ ]' ^ !( AllmusdeBoot ) « ll 5t L4^ ^ 
內 面との 類似 比注意 '1. て1具が體內 ^ 過剩の液を作6たる際、其 0 元氣盛ならすし 
て欺を體外 ^ 狒出し能は攻る時は眞珠を作ると云へ6"之ょ6約百年の後 ^! ^! 
ミ T y 9 ^ | 5 は右 0 類似を斷面比依 〇 て確め、或刺戟の爲め比介殻を作る 
可刍液が過量に分泌せられて貝の體内 1^ て凝結したるもの即ち眞珠な4とせし 
が'芘如何にして體內はて凝結するかに就ては毫も述ぶる所なか6き。今興珠を 
Vi 片 にしてその構造を檢するに、其中心ょ6抖部に至る迄總て介殼質にして姐物 
底 珠 0 原因 七 七 


rt 珠 七 六 

眞珠の 成因 

眞珠 生成の 源 因 a 古來 博物擧 者を して 腦漿を 较 らしめ たる 問題なる が 觀察ょ 
ぅ％傳說を重んする太古人民の問には0る奇怪なる沭說の信せられたるも 0 ぁ 
6 て 或は 球啬蚌 之 陰 精 也と S ひ、 或は ® 先の 爲め ^ 生するとし、或は露滴の介中 !!: 
入 6 て 凝結した る もの 即ち 眞珠 となると $へぅ。詩人に « 眞珠を以て天使又 « 
泉の 神の 涙に 基づける ものと して 歌へ る もの 多し。 而 して 露滴 變 b て 具 珠とな 
るとの 說 a 古代に 在 4 て a 一般に 信舉せ られた る ものにして プ — ^i Jl T の唱 ふる 
所 h ょれば、 空 晴れて 日光 輝ける 朝、 貝が 水面 に 浮びて 殻を 開く 際、 偶 1 ^露爾其中に 
落ちて 眞珠 を爲す な 6。 而して 貝が 新鮮なる 空 氣と 溫暖な る 口先を 受くる こ と 
の多少はょり、眞珠の色彩光澤に差を生ずる1云ふな久 亞典 地方の 亞刺此 亞人 
の間はは今日尙此說行はれ、紅海產眞珠の產額多からざる年は、彼等 |4 之れ前年の 
氣候： a 良好なら ざ 6 しに 由る と爲す 

十五 世紀ょ 6 十七 世紀に； 且 6 て最 盛な 6 し說は 、卵が 眞珠 形成の 源 因を なすと 


ガヒの類)を以て太鼓を裝節す。布睦土人忒 ^ £11 & 11这(ヲケムガ匕)の殼を磨きて具 
珠光彩を露したる斷斥を連ねて頭節 ^ 用ゆ。 二 ！ t f V , JN ン K ! ( Ne < zealasl ) 土人 
は 1 ^ 0 , け 5 ァハビの類)の穀を廠刻檢 ^ 槪入す。又 ^ ^ 匿、 ^ ゥエ 3- (コマノッメの類) 
osl _, DlaIi _ L ツノガ 匕の 類 '--; 01 ilk (ホ タル ガヒの 薄 

I , キー I ヤ等 土人の 通貨と して ® 用せ らる、 玟 有名なる 事實； ぅ。 斯くの 如く * 
開の 土人が 介殻を 用 § -5 k は、 その 殻の 斑紋の 美麗なる が 爲め k 然る もの 多し と 
雖ザ ケム ガ fc の 如 含、 テ ケガ 匕の如きノービの如き、或 ^ カヲスガ匕斜の諸種の如 
汽皆をの眞珠光彩を放つが故にこれを裝飾として使爾する名のな久文明國に於 
て もこれ 等 眞珠的 介殻を 以て 鈕を 作久櫛 を 製し ^ 勉種 t の 裝飾細 エ は招ゆ。5 
れば其巧拙の度を異にすと雖裝飾 !?: 使用する點に至6ては彼等未開土人と8丑 
を同くせるも 0 な6。已に眞珠光彩 0 介殼を愛するものとせば眞珠充彩の介殼 
以 上の 9麗 なる 一物 即ち 眞 珠を裝输として贵重す可きこと固ょ6な^0唯ト0 
彼等の用ゆること甚だ多からざる感ぁるは眞珠が稀有 ^ して小形、且永久的のも 
のに非卞して、年を經れば腐敗し破壤せられ易く變化するが故なら /1 0 
跬来利加 0 孩珠 七 五 


3 £ 河にはカラヌガヒ科に屬する117を及び 0 §ぼ ^ のニ屬の貝 #> 6 てピの大 
河の支流沿岸に太古の土人が殛せし此等介殻の堆積せる 6 4。但し當國の土人 
rit この 殼を用 ひて 諸種の 裝 飾 ^ 使用し 於 なぅ。 

抑も野蠻未開と稱せらる、人種 0 間はも尙多少の裝飾品を商せざるはなし。 

<1 れが材料として过木片、羽毛、齒牙等秫々ぁれども、就中介殻は最廣く用びらるる 
ものな < v 、例へ ば ブキジ T 句 ^ 土人は ^ :11, 5 (サ、エの類「 0 11ロ3 ^ フネガ匕の類 ' 
rii ニクル マガ h の 類}' Tibm (タ 夕 ノコ ガ 匕の類)等の殼を胸の飽に兩び、义 0 711 |块 
(タカラが 匕の 類、 Margaritifi (テフ ガヒ )は 菌長 仲間の 徽窣 は用ひら る' ソロ モ ン 
( Solomon ) 群 一島の 土人 f 4 循或 玟赌 首を 鋪 o ic o y pia を 以てし、 TCSMlmn を 耳輪 
It し、 Mal.garitif_ を 頭施 ^ し"又 0 ^ _8を以て頸飾を製す。 U ri r ギ，！ ( New - 
Q ldri ) の 土人は 3|艾ムシけガ匕 0 類)を並列して頭の周圍に繞し、〇113(マクラガ 
ヒの類 ^ ^ 备發 ^ メタガヒの類 ^ 一^一笔一 ^ ^ 这等にて頸雜を作/人一 ^ ^ の斷面を胸邊 
1C 着け、 corns (T モガ ヒの 類)' Tu s- a を 切 6て腕輪を作6、鼻を條る ^ 0 |冗{チトせ 
ガ b の 類を 用び、 耳 1^ ^ § ^ 1§ ? クラガヒの類)を垂れ，又 0 > ゴ | ア 0 く |.11113 襄 ^ ク方1フ 


敗し 全く 充澤 を受ひ '容易に 碎か る、 樣 U な 6 居れ 之に 依て 見れ ^ 當時の 人 
種玟現今の土人の如く淡水產の介を常食とし、これょ6生する眞珠は勉めて採集 
し 居 ^ 6 しこと を 知るべし 又スク クィ ヤ B r . E . p srluier ) の 碑 究 k ょれ ^ オハィオ 
地方の 塚屮 の眞珠 は淡水眞珠のみ：らず、海產興珠も混せるものな6と云ふ。彼 
は 1れを以て當時 21 の地方の住民は遠く墨西哥_沿岸地方と交逋せし證據とな 
すも、クンツ 3 厂 ? ^ 1 ^ |)は乙れを否定せ6。然れ典如何にして此の如41;多量の 
眞珠が聚集せちれ犮るかは一の疑問 1£1 して、實に一塚中ょ6發見せちる、眞珠は、 
現今 數 簡年間 [^ 產する米國の淡水眞珠の全量 ^ 比敵する程な61云ふ。南亞米 
利加の內地土人に就ては、北亞米利加汰於けるが如く眞珠を使用せる證跡を認め 
すと雖、彼等も亦常 1?: カラスガ匕科に屬する淡水介殻を用ひて裝飾 ^ 供せるなぅ" 
バラ ダ？ I ィ (？£ 0? |7)の土人 ^ 、カラスガヒ科の介殼斷片を繫ぎて頸飾 ^ 用3"又 
懸 ® 裝飾 it 介殼の 卵形 塊を 用 ゆ、 TT ^ ^ gl ) tc 於ても 亦 介殻を 圓形 U 切 6或は 茄 
子 形に 作 て、 頭髮 、朐 等の裝 飾 ^ 供す。 又 小斷片 U 孔を鐵 し、 これじ細糸を逋して 
葙 U 錙； 3 付け、 屋狀其 他 ?® 々 の模欉 を 像る の 風 あ 0 。 ブラ— ダルの アマ グン ( Ama - 
西 米 利 如の M 琛 七三 


人の 墓を 流せし 時、 大形の 眞珠 を數 多發 見した 4 と S ふ j 

歷史以 前 暗黑 時代に 於け る ミス シッビ 地方住民、即ち塚作うの人種 1^ も猶與 
珠を 貴重し 友る 證跡 わう、 そ は 彼等の 殘せ し ^ 殊 に オハ， 4!! ^(01110)州に於けるも 
のに 就て 見る ことを 得るな 6。 

ダ 1 ビス 8 1 ,-屋 3. ロ11.|)は曾てオ；！ィオ州の一塚中よ4多數の珠形或は歪 
形にして鑽通せる眞珠を發見し1大なるものは徑四分の三吋1小なるものは四分の 
1时わ6しと云ふ- 又同 ^ リッッ4ミァミの溪谷 ^ £ 0 ^ ^' 11ユ¥〖111 ^ )に於ける塚 
中よう、 プッ トナ ム ( r 3 w . ru Er l ) は 有孔 及び 無 孔の眞 珠六莴 個を 發 見せう。 

み rT ヘッドー (w. lofaful) の 發掘 せし 塚 眞珠は 、現に シカゴ 人類 學館に 陳列せ 
るが、 其の 量 一^ 餘 U して 徑 三分の ニ时 U 及ぶ もの あ 6"多くは歪形比して 
直徑 一万 至 三 * 一一 ミ、 メ 、大の 鑽逋ゼ る孔を 有す" 同氏は 一 塚 中よ 6 十 萬 個 以上の 眞 
珠を發見し方ること66。又眞珠を篏入し尨る熊の齒四十個を發見せ\凡を塚 
中の人類骨格の傍 ^ は常に鲖片、雲母黑曜石、介殼等と共に多數の眞珠を認むるな 
6 面して 此等塚 中の 眞珠 a 元よう 幾年 間 土中に 埋沒 したう しが 爲め ic 、 m T 腐 


られ ニ兵卒にて具珠六斤を得 * るものゎ6しと云ふ。又7ッぺラへ > 1>151§ 1 ょ 
6北方三十哩 1^ 進軍せし時、其地の酋搔ょ6賵，0し物品屮 ^ は貴重なる大眞珠の 
頸輪 ぁぅ しと 云 ふ。 而 して * の 地の fit 殿 1^ 驚くべき裝飾ぁ\長3西歩幅四十步 
の建造物にして、屋根は五六枚の編物もて盖はれ、これに玟眞珠先彩を放てる介殼 
を並列し、與間には大眞珠の鈕を以て飾6 /2 ればゴ宠直射の際に玟是等过相反照 
して光彩を放ち、燦爛として险刍ぱか6な61$ふ。又をの室內比ぁ6ては眞瑰 
の 紐 ば. 縱慠 ^ 懸垂せられ、四壁はは眞珠を以て飾れる木像と循とを立つ。乙れ實 
U 叫叫 >| —1 をして新泄界中最も驚くべ5肝麗のものと思惟せしめたるものなぅ。 
千 五 百 六 4- 八 年ゲオ 1 ' ミナ I B io deMhi } ょ 6 ブレトン ^' {Cape Breton ) lc 出で ^ る 
ダビ ッド T シグラ ム { CJ av E: 111 gram ) の 記载に i : J の 地方の 眞珠の 過多なる こ と を 
述べ、土入の谷小屋には必す多少の眞珠を見左6と云へぅ。 

以上の 記载 It ょぅても、 眞珠 は 南方 亜米利加 印度人の 普通の 裝钸 品 ^ して ^ 好 
良なる もの！ i @ 長 等の 使用 品 1な6、又@長、勇士等の墳墓 ^ は屁體と典は多量の 
興 珠を藏 め / a る ものなる を 知るべし # てオ =||| ネ 1 〇 。§60)川犯濫して多くの土 
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眞琛 七 〇 
馘少せ しめ * ると によ 6 、眞珠 熱は 單に |時的流行として除々に消滅するもの 1^ 
して、 從 つ て眞珠 漁 は一盛ー衰各地 1^ 轉々し1今：^にぁ6て ? ッ キ r f f ) 山脈 
以 衆 の 諸 州の 水流は 殆ど 採 漁し 盡 » れ、或过採漁せられつ、ぁるものな久これ米 
_ it 於け る 白人の 淡水 眞珠 漁業の 槪浞な \ 然れ典 、此地 0 先頜蔣 所謂 亞米荆 加 印 
度 人は、 歐人の 發見前 遠く 太古よ 6これを漁し、裝飾の目的に使用し穴るものな4。 

千 五 百 三十 九 年の K y ト I (Herld Do Soto) の、 フ ^ リダ 3 01 士 £ よ6ミスシッ 
si r ( 一 viippi ) に 至れる 大 遠征の 記 ^ 中眞珠 に關するもの多く、或は社殿の屋极 
に安置せる木彫の鳥の眼 ^ 眞珠の篏入し左るを見、或は酋長等が長3五尺餘の眞 
珠の 紐を 頸に 掛くる を 目擊 し、 又 一行が ィチ ァダ a b ' lp ) tt 於て 親しく 土人を 集 
めて 介の 採 漁法 及び 眞珠を 採集す る 方法 等を 視察せ し 乙と ぁ 6。 又彼玟 處々 It 
墳墓を 發 掘し 或は 社殿を 破壤 して、 內 U 藏せる 金銀 眞珠 等を 掠奪し、 其戰利 品を ニ 
分して 一半を 西班牙 王 ^ 赠呈 し、 殘餘 U 分捕 密 U 與へぬ うと 云 ふ。 蓊し 1 0 遠征 
U ようて 得た る 具 珠は 其戰利 品 中の 貴重なる ものな うし ^: 渫中ク 
ヒ ( cutif l lli ) H 於て 發 掘した る 墳墓 中よ $は 三百 五十 斤の 眞珠を 得た 4 と傳へ 


も、 興 後. も 時々 起る 儳倖 者の 話、 例へ ば 遊 漁 it 行きて 國らす も 眞珠を 發 見し， 莫大の 
金を得たる農夫の話，或はヶキスコンシン(\ < |)州のニ漁夫が小州にてニ個 
の 眞珠 を ^ 見し 一個 二百 弗に て 賣ぅし 話、 或は ァーヵ ンサズ ( Adi ) 州に 於て 一 
農失が釣餌に用ひんとてー介を開$しが、圖らす桃色の眞珠を得ニ十五弗を得た 
るが、 後 この 具 珠セン トル ィ k ( at . LOU す ) k て ニ W 茆 U て 贾れ たぅとの 事な どの 傳 
說、 « 處々じ眞珠熟を發生せしめ、各人皆河流 1?: 馳せて、遂に勞働盎の缺乏を來し、地 
主は 其の 收鲣 物の 始末 ^ 困難し、諸會社は傭人の無き ^ 苦しみ、恰も瀠洲グ^^ 
J y ャ ( viclorr ) 州に て 金塊の 發見せ られ左 る 當時の 如き 有様を 呈した る 地方 も 
わ 4しな6。 ァ 1ヵンサズ #[ ょ<^產せし眞珠を送れる小包物 ^ ょぅて ^ ント产 
ィスの赞石商の店頭 ^ 山を爲せし事 |> 6しは、漸く七年前の事なぅ。蓋し1 « 千 
金 賭博 的の この 眞珠獵 なれば、 無 數の漁 業者 悉く M 伴を 得る 能は す、 綠 1 C 眞珠の 如 
何なるものかを知ら次る彼等は、總て介ょぅ岀てしものは、皆寶石商 ^ 送时する1 
6、 » れば中 ^ は物品の偾格玟送遞料を ^ も償 ^ 次るものぁ6しといふ。新くの 
如く U して 實利が 多 數發見 人を奂 望せ しめたる と、 又 濫獲の 結果 忽ちに して 介を 
跬来利加の滇珠 六 九 


眞 珠 穴 A 
又 大陸 內 地に 產する 淡水 與珠 U 關 しては、 合 衆 國ミズ シ ツビ— { Mkfippi ) 河流 
域に 於け る 眞珠 1^ 就て記載せるもの逋だ多し"元來延長幾千哩に亘れるをの本 
支流の底 ^ はカラスガ匕科の ^ 13 ^ 2 | 4 0 ^ ^ ザ§ブ§3 ^ |11 5' 
風に璐する貝類捿息し、興殼は充澤美麗はして裝飾細エ !^ 適す。今よろ十數年前 
始めて ^ の 介 殼を 用て 釦を 製造す る 業 開始せられ 1 爾來 非常なる 發達を なし、 千 八 
百九十八年に於ては所用の殻七千嗎これよぅ得犮る釦は實はニ百ニ十五萬 q 
づ 市價 五十 萬 茆な 6 しと 云 ふ。 又 ？: れ等力 ラ K ガヒ 科よぅ 生す る 淡水 眞珠 漁業 
は現時盛 ^ 行はる、も、曾て白人の移住穣久しく顧みるものなく、をの米人によ4 
て開始せられたる忒漸く四十餘年前の事：^^千八百五十七年—^^丨^一^,^^ 
} { NC 4 Jsey ) 州 Y I タ f > ン ( Fa s - mm) ?!l 近傍の 一 小川よ 久重 量 九十 三 グレ ー ン 
の 眞珠を 得た る もの 6 6 て、 チ ツフ K 一一 t 商會 (Tiffany & cp) u これを ニ 千 五 瓦 弗の 
M 格を 以て 佛國の 皇后に ® 6 た 6 "此 _ 一度 傳は 6 てよぅ 眞珠熱 勃興 澄 延 し、 同 
州各地 ^ 多數の眞斑採集者を生ヒビの一箇年間に於て紐育市場に送られ龙るも 
0 實に1莴五千弗に及び龙6。是よ6千八百七十年の賴迄は漸時衰退した6し 


墨國 に於ては興珠は非常比豐富比して、古代ょ4これを裝飾に用び左6"其の 
國主モ ;: \ ト| ^! 1| ^7 ^ |1)を祭れる廟をば具珠と寶石を鐫め左る金銀を以て 
裝飾し、市街に立\しる多數の大偶像 1 ^ も皆眞球と寶石とを篏め * 久千六百ニ十六 
年ト 1 マ 5 ( TCI — Gage ) が 墨國を 探險 したる 時の 記載 wi ょれ. ば、 此の 地方 k 
在 6ては眞瑰は普通の裝篩品はして、勞働遨の如きも帽子 1^ 興珠の紐を繞らし、黑 
人の 腕 及び 頸 tc a 純白の 眞珠を 着けた るを 見， 上铳 社會 K 至 4 ては 眞珠を 鐫めた 
る金帶 を 菊 用す るの 風 あ 6 し I 云 ふ‘ 

米國 k 於け る シンジ 1 一ガ匕 科に 就て 今 H 知られた る もの ！ r 西 印度 諸島 及び ブ 
ラダ声並比グエネズエラの沿岸 ^ 於ては印度のシンジユザ匕 [^ 似たる拜3&| 
を 產 し、 大平洋 側なる パナマ 職 s r y a psla ) 及び 力 リ ^l y 11 ャ a Q ulf of Calif j 
s . nia) R はク a テ フガ h の 變種な る M . nlgaritifsl var . m 目 atla ^ 

コロンビァ { 0 0|羞の沿岸はも現に興珠漁業行はると云ふ"かくの如き有檫な 
るが故 ^ 此等ょ4生する眞珠も亦此等の地方の住民 ^ ょぅて古くょ4採集せら 
れ c 用せられ たる こと 勿論な 6。 
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菡 _ 六 六 
介 k 入るべく、 この。 < r プャの 海岸 程 眞珠の 生す る K 都合ょ き處 tt なかるべし と 
思惟せしが故孓$。彼は如何なる介ょ0如何なる具珠を生中るやを知ら次-95。 
於此 ImTTT a 部下を 督 して 大代 眞珠を 搜索 せしめ ^ ぅしに、 意外に も マング 
P 1ブの根に附着せる多數のヵキはは眞珠を見出すこと勘く、且つ假令これある 
も甚 劣等の ものなる を 見て 大 ^ 臾望せしが、獮々探究の結崧眞實の.眞珠は深海に 
i> る 介ょ 6 生す る もの ^ るを 確め ^ C。 

超えて 同月 十五 R コ a ンプ スは遝 1^ 所望の眞珠場を || 珠島 ^ 运专ニ ^ 1 ^ 151)及 
び キユバ I |グ：ァ 0 115 ^ 於て發見ゼ<^但し此處は旣ほ土人の漁場となれる 
所比してニ團の土人の旣に採漁 ^ 從祺するを見犮るな &、 n ttl ンプズ _ の 乘船を 寄 
せて 之を 實 見し ^ る 時 二人の 水夫は 彩色し 方る 陶器 皿を 打破して 其 破片を 土人 
Q 1 婦に 蹐 6 左る に返禮として婦は頸に繞へる與珠の紐を與へ * ^^ コロンブ 
刻これを聽きて 21 に土人に皿及び鈴を與へしめ允るは#時 [^ して三封度の眞珠 
を 持ち东 れ 6。 1 1丨ロ^1^は其中最大のものを撰んてこれを西班牙朝に送4し 
と 云 ふ。 


亞米利 加の 眞珠 

南北 亜米利加の 7 -ロンブ ズ はょぅて發見せられ龙ると同時 1^ 、東印度地方 0 眞 
珠の豐 富なる こと も 並せ て歐洲 k 紹介せられ 犮 6。然れども新大陸の土人所謂 
亞米利 加 印度人は 眞珠の 用途を 歐 人比學びし比非 t n 口 箜の 到着せ し以 
前古く ょぅ 專ら 乙れを裝飾に用ひ龙ぅし：ク。 

千四百九十八年八月七日 ^1 4,1プスは m 灣 (Gulf of Faria) の 海岸に 土人 
を會し龙る時、土人の腕に眞珠の紐を褂け龙るを見、且をの海の西海岸に於て採集 
せられ * るものなるを聽き # て「至寶の天然產物は赤逍近傍 1?1 饒產す〗と說きし寶 
玉 商 工丨レ ル なる 者の 言を 想 a 起し、 この 地の 眞珠 U 豐富な るべき を 推 
察した 4。彼其後自ら海濱に至6て實際を見龙る匕マング：1!ブ樹繁茂し、其水 
中 1^ 蟠蜒せる极に玟無數のヵキの附着せるを視て、彼は大なる希望を抱きぬ。を 
は 彼 a： プ V ご ー の唱へし「具珠玟介中 ^ 落ちたる露 ^ ょぅて形成するもの：^|と 
の說を確信せしを以て、上 ^ 枝葉茂6てこれょぅ落0る露は直に其根 ^ 附漭せる 
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M tt 上ろ しと 云ろ 愛蘭の タィ n r ン 3 T0 1 河、 スラ Y - ( Blav d 河 k も產し u 
ンラス ドの 諸 湖ょ 6 も 出づ、 此等皆 蘇 國眞珠 (scotch pcarr ) として 知られた る もの 
なぅ。 斯く 著名な 6 し 蘇 國眞珠 は近年に至ぅて其產観普時の如くならず、少量の 
興 珠は猶 市場に 出 づる も眞珠 漁業と して a 存在せ すと 云ろ 歐洲 大陸 k ぁ 6 て 
fi 主， ベ (151 1: 河の流域な 5 ザク七ン|"(8^1|)及び v—IrT t ブ B amll さの 上流 
>1 ルン alem ) は 稍々 著しき 產地な 气傲國露國の諸川亦之を產す。 

然れ ども歐 洲 k 於て 使用した る 多くの 眞珠の 供給は 此等 淡水 產 U 仰ぎし に 非 
すして" 印度、 波 ^ 紅海 等 東洋 產の ものな 6しなぅ“普時 1^ ゎ6ては印度產の物は 
陸路 叫 ク— トラ ( Baktm ) を 經て裏 海を 潢ぎ ぅ祕海の沿岸：る VTM シス 3 |ゑ に 出 
でて希臘に入久波期海ょぅは亜剌此亜を橫ぎぅて希臘に齎らされたるものな4。 
又羅 馬の 靡 珠は戰 勝の 結果 戰利 品と して 得 左る も の、 或 a 交易の 中心 5 る ァレ キ 
サン 1 "!! リャ府を經て、遠く波斯及び邱度ょ6輸入し龙るもの ^ してビれょ4して 
遂 に歐 洲全般 U 傳 はるに 至れるな 6。故に歐测眞珠の大部过亞米利加發見前迄 
?± 東洋眞珠を以て洪給せられたるも 0 な6とす。 


しむる處，遂に輓近五六年間に眞珠の價は倍加以上 1^ 騰贵したるな6。 

元來歐溯じは海產なるシンジユガヒ科の棲息せ 0 ものなか6しが、叫尤 ^| ^ —) 
水道の開通の結杲、動物の分布に變動を來し'紅海所產のシンジユガヒ写5 # — 
.ドへス尤ズ水道を通ヒて地中海の一部に據爻久例へばサ丨ユ11ブ'95艺のダ—||<ズ丨 
激 (Ga r s 】互)'或 « 埃及のァレキサンドリ ^1 > 1_旨11^)等 ^ 蕃殖する ^ 至れ6。 
又 近年 伊太利 人 TTT ( o 1 ia ) なる 人 四十 年 來眞珠 比就て妍究せし結果ズ爲的眞 
珠 形成 法を 案出し、 情 太 利 半島の 南端 カラプ A (0を1墓の某所はシンジユガ匕の 
移殖 を企圖 せる 會 社を 起せし と 云 ふ。 

斯くの 如く 歐溯に 玟海產 眞珠を 產せす と雖 \ 大陸を 縱橫せ る 諸 川、 及 祀方フ 4 : ; 
ンヲン K ( SI ) の 諸 湖水は 皆 カラ スガ ヒ科 貝類を 菝し 、捉つて淡水眞球の漁業 
は 諸 處に行 はる、 なみ。 古 普 ^ 於て 有名； 认 4 しものは 英國 產眞珠 にして、 殊 U テ 
J B ly ) = r ンゥ H I o onway ) カム パ r ラン K ( cmdlbelland ) 等の 諸 川ょ' 〇 產する もの 
は 美麗なる を 以て 顯著な 此 等は 前述の 如く 羅坶 隆盛 時代 H 於て 旣 R 交易 品 
た 4 しな 6。 千 七 百 六十 年の 頃 三 箇 年間 k デ T 川ょ 6 偷敦 に 出せし 眞球玟 十 萬 
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ば乙の時比於ける帝は恰も眞珠の雪を鞍ぅ左らんが如く、今日を晴と着飽ぅて列 
席せ る 諸 帝王の 大使の 燦燜た る 服 裝も爲 めに 顏笆な かみし と 云 ふ。 

印度波斯の王族过古普よぅ多數の高偾なる眞珠を所葙して、身邊に ^ 數千の眞 
球を 附计 * 6 き" 曾て 或 印度 王子： S, 蓊け たる 裝飾 fi 其 眞珠の 一個 j 個が 歐溯商 
人に よぅて 數百萬 弗と 評 ® せられ 允ぅ" 此等 の眞球 は興產源を鯧蘭岛と波斯_ 
に 仰げる ものな d 。 一千 七 百 九十 六 年英國 S 蘭 高を 領有す るは 至 6 て、 同 &の 
眞珠 業は 大 ^ 改良を加へられ穴る ^{ 多年取ぅ荒ら3れたる海底の事なれば，容易 
に其効を收ひること能は次ぅ3。十九#紀 12: 入6ては南洋諸岛、墨西哥、薇搠諸島 
の眞珠產地續々發見せられ、市場に出づる眞珠も年々其の額を增大し來6 -* 6と 
雖も ，文明の開發するに從0て奢侈的奘飾品の需要玟愈增進するものな6、殊は十 
九 ® 紀の 末よ 4今世紀 1^ 至6て玟新漓場の發見せらる、もの勘くして、眞珠流行 
愈急 ^: ^從つて需用益埒加し愤格^を逐ふて騰贵す： ^ れば現今の眞珠の惯袼 
は これを 五十 年 前に 比すれば 約 四 倍な 6 と 云 ふ" 歐浏の 市場に よ 6 て 支配せ ら 
る、 此の 裝飾 品の 價一 ^本邦にも影響し左るのみならず、本邦に於ける流行の然ら 


斯 くの 如く 歐洲 M あ 6 て «； 古代ょ ぅ眞珠 を 貴重し、 帝室 貴 顯の裝 飾 bg たるの み 
ならす、 之を 愛用す る 乙と 上下 一般の 風俗な 6 き。 從 て眞珠 は 頗る 高惯な 6 しが 
n & ン二 . o olumk s の 亞米荆 加 發見 後、 十六 仳紀に 至ぅて 新發 見地ょ 6 多量 it 
眞珠を 輸入し ' 時に 百 六十 萬 ® の眞 珠を潇 せる 1£あぅ。此供給過多に伴ふ ^ 
惯 M 低廉なる 摸造 眞球の 案出せ らる もの あん 又 金剛石の 而を 切毽 して 正 形と な 
す こ 1發明せられ、更に三十年戰爭の疲弊を受けて、眞珠 0 聲惜 ?4 十七低紀の後半 
に 於て 大 ^ 馘殺せられ龙ぅしが、十八世紀 ^ 入ぅて錫 11 紅海の眞珠產類著しく馘 
少したる爲め、興珠玟再び其聲惯を回復せ6。 一千 七 百’ 二十 七 年 ^ HTFT 頭に 金 
剛石の產地發見せられて、年々十四萬カラツトの金剛石市場 1^ 出づるに至6しも、 
當時 貴族 令 孃の 金剛石を 喜ぶ こと、 到底 眞珠を 求む るの 急なる に 及ば 次ぅ き" 

千 八 百 五十六 年 露 帝ァ レキ-^- ニ世 > 15£|1_1 £: が、戴冠式當日に於て着 
用し 力る 衣服 a 實 に 非常なる ものな 6 3,布は濃厚なる紫色の天驗鉞苡る_がビ 
れ [^ 金線もて眞珠を刺_し，殆と其全面を蓋ひて布地は見え次る程な久彼の眞琺 
裝 伽 « 其の衣服のみなら卞，穿てる長鞴も同 ^ く眞珠もて全面を靈ひ ^ 6。 ^ れ 
駄羅巴 0 眞珠 六 一 
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十九年 ^ して，其後ー千三百尤年'1千三 # 三十四年 ' 千三百四十年、ー千三百六十 
年 ' 千 四百 九十 七 年 二 千 五 百 六十 ニ 年 ニ 千 五 百 九十 九 年， 一千 六 百 〇九¥ 0 數度、 
或は 法を 易へ、 或は 規定を 變 b て ^ 方 之れ が 實施 1^ 腐心し、牧罔僧侶はロを酸くし 
て奢侈を戒めたろしと雖も、滔々犮る眞珠愛，賞の怒鸛 ^ は、遂 1£: 何物もょく抗し得 
次- 0しぞ是非もなき" 

眞珠 《又諸帝王 0 王冠 ^ 其の光彩を放てるもの多し、獨逸帝國の王冠は九惟紀 
カ 1| |叫|ス ? 1 .|: 大帝ょ6傳承せるもの ^ して、金線もて繫げる多數の眞珠 ?> 6、又 
眞珠を 並列して CHUONJ S じ US DEI GIUTIA BOMANOEU lMEp：RATOE AU P の 字を 現せ 
6、第ニ圔に示せるは澳國の王冠 ^ して多くの美麗なる寶石と眞珠を以て裝飾せ 
ニ ® (5u r f 1L) の 王冠には 重 S 三十 カラットの 茹子 形眞珠 を 有 
すと 云 ふ。 佛帝の 宼 R は 三 個の 眞珠 ぁぅ^/球形に して ® 量 ニ 十七 •十六 分の 五 力 
ラ タトの もの，， 及び 一 對の茹 子 形の 眞珠 ffi 量 五十 七 + 六 分の 十一 カラット 、此 等の 
愤格三百ニ十萬フ〖フンノノな6と云ふ。 又英王 fr TI バス 丨 ニ 世 0 £081|,\)の王冠 ^ コ 
ムウ r o omway) 河 產の淡 水 眞珠を 以て 飾 6しと云ふ、第三圖は現英國の王冠な6" 



若し 彼の 女王 ^ I レ 方 パト ラと 饗應の 競爭を なした る アントニア スを して" か、 る 
一皿を 有せし め ば 必ずや 勝利を 得 ^ 〇しならん0 丁祿國 に 於て クプス チ アン 四便 
0 1 ナ tian IV .) 時代の 動 章 * うし 四十 五 個の 胸 飾は « 谷 三 假の 眞珠を 掛け たう き。 

さて眞珠の愛思忒決して北歐のみ ^ 限られたる ^ 非玄 + 三世紀の劈頭ビザ4 
がーり 帝 國 0 f line £|〗10)の茏解するや、其財齊玟移0て南歐饼太荊比入久更 ^ 東 
*5 ょ6齎ら3れたる眞珠と共 ^ 、べニス市に集糧せ久 T ノア 、 e tl rr •ロ— レンス も 
亦 多くの 寶玉を 輸入 ^ 得 * うき。 ヘル キユ f ル デス 1 K (Herelllc tV E 寺 て か ® 子息の 
妻に チ Z が"^ 丨刊 tcLuciia ^ 0 ^ £ を要ら /1. としたる時、ポル中ヤ0父ボ-ブ 
丨ハ レ キサ， ダ _ 因泄 ハ pepc > r xap r r 1 < )は興珠を盛れる箱中 ^ 双手を插入してべ胞 
等凡へて皆汝の物龙る可し、佘は汝が仝伊太利比於い \ 最美しき最多數の眞珠を 
有する贵女たらんとを希ふ」と云ひしとぞ。曲來べー】スは美術の重 /1 せらる、地 
なる it 、 東亞ょう する 實玉の 集中し 易き 位置： れ ば、 其豐富 しこ 論を 俟犮す " 
從 0 て、 當時 官憲が 奢侈の 風潮を 防 壓せん とし ^ る 苦心 冬 亦 遙 1C 姐の 歐洲 諳國の 
例 ^ 超へ犮う。眞璁佩用を禁止する法の初て此地に茚加れたる忒實_に千ニ百九 
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斯 くの 如き にも拘はらず、諸帝室 1^ ぁぅて玟この奢侈の裝飾品过決して廢る、 
乙となくして、或 ^ 與の宴會卓上 ^ 眞珠と寶石を靖め犮る太盃を诩ふるぁ6威忒 
眞珠を 飾れる 一着 二十 萬圓の 衣服を 用 ふる * 6' ® の へ ンブ T 四低( 11 | 71 <.) 0 
皇后か王子の洗禮式上 ^ 用びたる攻服は三千 0 燦顯 * る金_石1三离ニ千個の 
r ける ^ 珠を r し ^ る ものな" 〇 しと マキシ ミ？ ヤン (Maxim ilian ) が フニ ル ドナ 
ンドニ 世 ^ erdilll 11しの女 ^ 贈4しは各千グルデンを偾する眞珠三百個を連たる 
紐な 6 千 五 百 七十 九 年 パナマ ( F 1 I ) ょぅ 一個の 火 與珠を 西班牙の 朝に 齎 
せ 0 ものぁ久其形狀大 3 共に鴆卵の如し、重量三十三五カラット價格ー萬四千四 
百 一 ア カタ ト i 云び、 後 王室 荽石 鑑定 官を して これを 視て三 萬、 五 萬 遨 よ 十莴デ ガク 
トと 叫ばし め * る ものな 6 こ の 稀 有の 火眞珠 u 2 p § grirl 5 と 命名せられ、 千 六 
百五年ブィリップ三低の姐 ^ ょ6てマドリッド ^ ^ 5- 士1)の大舞踏場 |1 を輝かせ 
へ千六百八十年フィリツブニ低ょ6 皇后！ I フザべ ス (_色盔 0 !2: 德0し高價な 
るサラド(料理の名} |> 6しが、所用の菜葉は大形エメラルドを以て形どえこれにル 
ビーの 酷-/ 黃色ト パ I ツの油 を 用； 3"これ ^ 加嗛する鹽忒實に眞珠な0しと云1。 


風甚 しきもの ぁる ^ 及んでどれを防壓せんが爲めに法律を布くの要ぁるに至れ 
6 、千 三百 年 佛帝叫 ィかツ JfN — ( pllm 3 ) IV +> は} 般 市民の 金と 寶石を 裝 飾に 用 ゆるを 
禁 ^ 、興後代々の帝皆同樣なる禁止を勵行せぅ"千三百四十五年ゥルム(3旦 ^ 
於て 規定せられ たる ものは、 未婚の 女は 衣服 it 眞珠を 用 ふ 可から ずと なし、 千 四百 
十一 年ツ I ジヒ ( zurich ) lt 會議 し親定 したる 質素 法に 據れば 、婦人は 唯一 個の 眞珠 
頭飾を所持することを許 3 る\も、重 5 十ニ オンス を 超過す ベから すと なせ-^ 
然るにかくの如き規定は却つて贵族の虛飾心を刺激し1眞珠裝飾を用ひ次ること、 
これを所持するも 0 は全然他人の目に觸れ次る樣 ^ 用ふべき1との中合を洪議 
せし むる ^ 至れ 久一千四百七十九年フランク國法は騎士じ陪して武技に列する 
1般贵族は帽子に附し犮る紐を徐くの外眞珠を佩用することを禁止し、ク方ルム 
ス twcml の 1495 )、 アウス ブルダ ( AU 2L nu . g 1 498 ) フ ラィブ ^! ^, (一ぎ iburg S サキ夕ニ 1 
( saxony 1 G 1 2 ) の議會 相次で 同樣： る 法 棒を 岀せ 又 ハン プル グ (11|111 21 ^ 於ては、 
千六百五十年令して婦人は金鎖を用ゆることを得るも ^ 珠或は金剛石を以て飾 
るてとを禁せ6。 
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'個人の 裝飾に 用 ふる 眞珠 0 嗜好 益 盛と なぅ、 貴公子 玟其 所有を 誇 ちんが 爲のみ 
U 非 t 其 魔力を 信す るの 結裝戰 場に 迄 $を携ふる ^ 至れ6。3れば冠婚の儀武 
K 撰擧 凱旋の 行列 ^ 、盛 1?: 眞珠が競び用びられ * ること別代赘するを要せ次るべ 
し。 金剛石の 發見せ られ たるは 八 低紀の 頃な れ とも ^ 面を 正しく 切 蹉する 方法 
の案出せられ犮るは十五逝紀の中葉忒れば、當時具璁の寶石中の雄とせられ龙る 
こと も 推して 知らる 可し り 

十四 世紀 以後 H 於け る 眞珠愛 玩者の 名は 玆 に牧擧するに遑あらず、チャ！, — ^; 
秀侯 B u r Charles the Bold 1 433177 )が一千四百七十三年五千人の綺羅％飾れる騎士 

を 從へて トレべ ス ( Tsi の 議會に 臨み 方る 時、 着け 炎る 金 衣 U 價頦 二十 萬 フけラ 
ンの 眞珠を 以て 飾られ 穴 6 しと 云び、 j 千 四百 七十 五 年 富 人 チ ( C C C C 5 C ) が ポ 
丨一フ ン FI の’シミ--こ|1世 0 1. 111マ11 £: の女へドキヒ；1-1良矣 ^ と結婚し ^ る際 ^ « 
眞珠の 海を 見る が 如き もの あ 6 しと 云- T 當 時の 王 候 * A の 肯像の 今日に 殘れ 
るものを見るに'男女の別なく帽子衣服に火なる眞珠の群が6附着せるものを見 
るな 6。 かくして 眞珠 流行の 高貴の 間の みならす 廣く 一般 庶人 U 傳播 し、 奢侈の 


げて Txlr ^ I ( Noyoll ) 市の 監督 牧師と 爲し、 t ント工 ” 7 梦 Moi) の 名を 與へた 
れば 、牧 雨の 獎 勵の下5國內の寺院 14 眞珠其他の珠玉を彫め为る殿堂、禮服 # 籍、器 
具を 備ふる に 至 以後 數 » 紀の間 寺院は 常 U 顆多の 赞 玉を 藏する こと、 な 
6。 シャ iTV X 大帝 (Gharliagne) の沒 後" 帝國 « 四分五裂して 今日の 歐溯 諸國の 基 
をな し、 九 世紀には /ルマ '^1 A ( N 01 3 > 侵略し 來 うて 諸 地の 寺院を 破壤 し" 其財寶 
を 椋め 去/ ■へ 十 世紀、 十一 世紀は 歐 溯は於ける美術 0 暗黒時代を：せしが、しか名東 
歐の 寺院は 信徒が 天國の 慰安を 購 はん が爲め 1^ 喜猞する寶玉を得て、盛に其聖壇 
を 飾 4 得 ^ 4 しな 此時 K 當 6 偶 ま 淡水 眞綠 の英怫 等の 河流ょ 6 產 岀 する も 
の わう、 先 澤 色彩 衷洋ょ 6する海產のものに劣れる 12: も构はらす、彼じ此して大 ^ 
得 易 か 6 しが 爲め It 、 廣く歐 洲 A 民の 注目す 5 處とな う、 從つ て眞球 裝飾 は 歐 M 上 
下 一般の 風俗 I な 6異ん ぬ" 加 之、 羅馬以 來單 It 裝飾の 用 ^ のみ 充てられし 興 珠 
は' 他の 寶玉の 如く、 否 彼等 it 名增 して、 醫療 魔法 等の 用 it 洪せら る、 it 至う * るを 
以て、 眞珠 it ® する 需要 頓化 暴騰せ 久而 して こは 主として 亞剌 比亞の 風習の 輸入 
せられ龙る ^ 起因せ6。更比十ニ设紀十三世紀 ^ 及びて « 、騎士制度の生せし爲 
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地 it 集積せ 次る を 得 次 6 しが * めな 4。 羅馬衰 ふる に至ぅては’眞珠集賴の中心 
は 移 $ て 一 id 此地 1 C 歸し 1 n ン K タン チノ r 1ル铽實に美術裝飾流行の焦點とな 
れ 6、 ラ V ンナ (一 ^ vemla ) [ c l > o 廿ンビ タレ ( sanvitalc ) の 禮拜堂 tt 見ら る、 有名なる V 
ザィック 1^ は|1スチ「 ^| 帝(.1|ー_483丨505)が寶玉 ^ 被はれ ^ る王冠を戴き、皇后 
が三列の眞珠 ^ て取回し犮る王冠を覷5、冠ょ6纹胸のあ坨6 ± で垂れたる眞跋 
の 紐の 下れる ことを 示せ 么 當時 帝王の 用； 5 し 飾 6は實に羅馬の最も竅奢を極® 
たる 主權 者のを れ 比名勝る乙と實 -^ 數等：るを常1し处，9しな$。 

眞珠の 重ん せられし は 啻に. n ン チへ}^ 1:^ノのみに非す、羅馬を蹂躪し 
たる ゴ M ト (00 & )人忒眞珠の嗜舒を北方 '^ 齎らし、遂 ^ 之れを全歐 ^ 傳播せしめ 
* 6。 而して づリ ^ 人の掠奪し得たる羅馬の货品重寶忒又もや^^^^人写〒 
1 ) の爲 ^ 耗盡せられぬゴれぱ一^ゾーク人が六七世紀に於て歐洲國民の最上位 
は昇ると茲 ^ /其の都市©宮殿寺院は鏡多なる寶玉を以て飾らる、 !?: 至6ぬ、就中 
，『ず dT —> 王 0 X 1 — 「&3— PS ) は 印度 波 期の 王 i 豪奢を 競 ひたる を 以て， 益々 能 
等の風潮を盛 ^ らしめ* 72 ぅとす益 0 王 ^ 寶玉 ^ 31 リギヶス ^ ^: 118 ^ 8 丨 6 § ) を # 


て長く朐の上部 ^ 懸くるな久如新く三鈕を用ふるを ^ ^ |ョと稱し"ニ本のもの 
を 一) ilill' m 一の 時は MouHc i ffi す) 

帝王時代 ^ 於ては、耳 ^ 大眞瑰を懸ること流行した4しが、其風下流 ^ 及ぶに至 
6て、上流の貴婦人は專ら茄子形の眞珠を用ふるは至れ久之の眞珠を__11目(翁 
重 眞珠の 意 r 稱す 、又 時 U 眞珠 とユ メラ グ F を 幷 用 す£ れ色 i 龙彩 の對照 美なる 
のみなら す 1頭の運動 ^ つれて一種の妙音を發するが爲な6£の飾を 9 ,|!1と稱 
す'小鈴の意なる 0 3巨1§ょ6出 ^ るなぅ。 

耳の みならす 指 k も 亦 眞球 の裝 飾を 用 ゆる あ 6、甚 しな 5脚部の裝飾じも，用ふ 
るな くの 如 <奢侈甚しき時に當ぅて之を攻擊するもの亦勘なからす ' |百年 
0頃代於て ^! ^ッ^| ^! ン(€1.〖1111|)の <1 れを諷し左る語あ久「1本の紐じ百离セ 
r ズク ス：頸 に、耳 1'- 、指に總て財寶な5はなし # ^ 婦人は己の所有せる勛產を鸛 
げて 己の 體 k 運べる％ Q な 久 虛飾 ％ 玆 に 至 6 て 極 ^ れ 6 と 謂 ふべ し I。 

羅馬の 盛なる 頃、 更 ^ 東方 12: 寶玉貴品の集中地あ6き、をは ^| ンスク1チノ丨ブ 
，府な 6、 蓋し 此地 过歐亞實易の.咽喉を約せる地 ^ して、東方ょ6來る具珠は勢此 
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彫め ^ る ミ ユ I ズ女神 の 寺院が 作られた る ことを 記せ ク 。此舛 常時の 有名なる 
英雄 貴人 a 皆絕美 なる 眞珠を 得ん ことを 望み* る もの、 如 く； ゴ リァス、 女丨ザ 
丨 ( Juri 5 a l.) Ji 踩に 萁珠の 嗜好 者と して 有名なる ものな ぅき。 彼の ブ y I ク 
^l s mt l の 母 ^! if ビブ ヤ (f I 3 1 C 與へ たる 眞珠 は 實 1 C 四百 萬 圓を投 b て蹒 


a たる もの ^: 6 と 云 ふ。 スート ニ ァ ス (SUI 】 一 i 一旦の 說 比ょれ ^ 彼の不列類大遠征 


は 眞珠を 得ん と 欲する こと 蓋し 女— ザ ー 帝の®; 意の 一部： 6 しと、 ® して 帝の 凱 


旋するゃ、蘚 « 眞珠を以 0 て飾れる手循を潇し歸6て"之れをザネトジックス女神 
{VI Glr s の 神殿に 捧げし と 謂 ふ' 蓋し 當時旣 に 英國產 の 眞珠 嘁に蘚國奠珠は 


著名なる ものにして、 英 國と羅 馬との 交易 品の j な みし ^ 久又女 王 び リャボ r リ 
—わ {Lof Foulina ) の頭髮 ^ 茸 1 ^ 讀 ^ 指に總て眞珠の彩れるを見る、纖の價格四百萬 
セスタース(約ニ十萬圆と算せらる"而してこれ等 « 實に諸外國ょぅの戰利品な4 
しと 云 ふ。 

當時羅馬の風俗、貴婦人の頸飾には三本の紐 6 6ニは頸の周圍を繞らすに異珠 
の 紐を 用； 3、他のニ本は靑色或は綠色の寶石と眞珠を混し -/2 る紐比して、頸を繞6 


美術を 筋み し 希 臘人が 眞珠を 愛用し ^ るは ホ r マ T の ィリ アツ F 、 オデ ツセ ィ 
ニ ® ^ 三 ® 0 滴」と名づけて呼べる 1(: 徵するこ1を得べし。古代の希臘人が眞珠 
を 得 ^ るは 主として フィ 『-—h アの 商人の 手に よ ダて 東亞よ 6 したる ものなる ベ 
し/ ア 3? i , J ト —ト， の 門人 テオ ^デスト ^ 5 € |羿372|287 ^ 〇 0 « "眞珠はタ匕ーブ 
ギ に似て稍小なる貝よ4產するものにして"高惯なる頸輪を # る ^ 用ひらる、も 
のな 61 記せ 61 藍し 紀元前 五 世紀の 波斯戰 爭 a 大 に 希 臘 人の 眞珠 は 關す る智觀 
を 鑕め犮 6 しなる 可し。 

希 ® の 眞珠 U 齋す る ^ 赶は移 ，リて羅馬亿鑛が么マルガリテの名は普く人ロ ^ 
上る K 至 $ ぬ。 S れど羅 馬 人は 良き 眞珠を ユー 一方 1 晬び‘ 惡 しき嚣 珠をマ 产ガリ 
テと 呼ぶ を 常と せ 羅馬 tc 眞 珠の饒 多と な 6しは紀元前七八十年頃ミトラダ 
征討と ボン v ウス の 雄飛せ し 頃よ 6後の事に て' プ in は 紀 元 前 六十 一 年 k 
行は れ 力 るポ' 「十 の 凱旋に 際して 眞珠の 冠 三十 三 ® 多くの 眞珠 飾、 及び 眞珠を 
歐羅巴 Q M 珠 五一 


眞 琛 五 〇 
要なる 實易 品 ^ 4 又波斯 王の 叫「 "; 『丨1| ^| ょぅ購びし眞珠は實に百八十寓 1® 
な 4しと云ふ#て王の佛國世昴博覽會に出品し允る眞珠の紐忒各々豌豆大な4 
しと 云 ふ。 

波 期 國 に具珠の行はる、に至6し纹甚您古き事 !^ して、史籍に徵すれば、實は西 
曆 紀元前 七 世紀の 頃旣 に普く人ロ 1^ 噌炙した6しもの、如し。 今 B W 1 ; プー叫 宮 
の 波斯部 ( C 陳列せ らる 、一 頸 飾ろ は 近頃！ T /- l ^! ! ン JS が 波斯 王の 冬 宮の在 6 し 地 
: る 1 T サ (_3はて掘出3れカる王子の棺中 ^ 見出し龙るものなるが、少くとも 
西曆紀元前四百年の時代に造られたるもの ^ してゝ今日迄 ^ 發見せられ犮る最古 
の 眞珠を 用； S 左る 頸 飾な 6 とぞ。 

亞刺比 盟 人の 眞珠を 赀び たる こと WT ラン の 中特 U 其 樂園を 叙す るに 之れ を 
引ける に ょ 6 て 知らる、 例へ ば 「散 6 布け る 石は 眞珠 i 風 信 子 石に して、 木の 梁は. 眞 
珠と綠玉な-^天國の怡樂を許 3 れたる人々は與珠と風信子石土綠玉との帳を垂 
れ"類なさ光澤ある眞珠の冠を戧き、潜める與珠 ^ 似龙る美し&女に侍づかる」と云 
ふが 如し。 


と唱ふ、 3 ればー盃の酒價 « 將 ^ 六十萵 |21 な6しな么驚くべき高惯ならすや" 3 
れど按ずる 1^ 、主として炭酸石灰ょぅ成れる眞珠が酸類 ^ 遭へば有機物を殘して 
他は溶解するものなれども"今重量ー厘 0 眞珠を取6稀薄なる酸類を以て溶解せ 
しむる ^ は十時間以上を要す、女王の持ちしと云ふ大奧珠を飮料 1^ 供する酸類を 
以て卓上 ^ これを溶解せしめん乙と泱して爲し得ること ^ 非次るなぅゴればこ 
の 傳說の 如き 事實を 誇大した るに 過ぎ 次らん。 

埃 及眞珠 !2: !1 しては£度ょ4輸入し犮るも 0 な41の說あれど、元來埃及の沿 
岸紅海は著名なる眞珠の產地な久胞處 ^ は印度と同 ^ く小形の其写受 11 5-: &ョ™ ^ !^ 
あ 久又ク 0 1 K フの 變稱 M.lmrgariiifera vm -. elytlicrlsis を 產す。 をの 漁業の 中心 ^ 
0 ? 1&) ^ 6 久又釭海の牝部埃及沿岸 ^ も大漁場 6 ぅ。 是を以て考ふるに 
埃及.興珠は自國紅海の產ならん。波斯灣玟眞珠漁業地 ^ して、五千の漁艄堪ら眞 
珠漁 に 從 事す 1云ふ"漁場は叫ャ^; 3 11〖1皆)ょ6 ビド沪 ナー 9 f ¥0群岛比至る間 
及び ポ ー り I ン (1— n ) 島 附近 等 其の 主要なる ものな ぅ。 此處 U も 亦 M . valgaris 
及び ク n . r フガヒ の變種 M し narg 反 tifi var ニ > CECa を 鐘 產す。 從て具 珠 は 埃 及の 重 
印度 希 伯來埃 及の 蔼 珠 四 九 



t た 天國は 好眞珠 を 泶 んとする商人の如し、一の値たかき眞珠を見出 3 ばをの 
所有を盡く寶て之を賈な6。 

同 第 七 章 第 六 節 ^ 日く。 

允 1^ 聖物を與ふる勿、ま犮冢の前に爾曹の眞珠を投與する勿れ$々。 
約翰默示錄第ニ十一章第ニ十一節 ^ 日く。 

十ニの門玟十ニの眞珠な6、云々。 

又 希 伯來 人が 如何に 眞珠を 貴重した るかは 次の 物語を 以て も 知る ことを 得べ 
し。 

埃 及 ^ 近づく や アブラハム ( AblBhi ) a : サラ ァ (ぎぜどを箱の中に潜 ^ しめて" 
異國 人が 其 美を 見る こと 勿ら しめ 犮 かくて 關稅 を拂 ふべ &所比至$ける 
K 收税 斑 a ： 云 ふ 「卿は 關税を 拂ふべ し」、 彼 答へ て 余は 稅を挪 ふべ し/彼等 日く 「卿は 
布を 携へ 6/彼日ふ「余は布 ^ 對する稅を拂敁ん/彼等次で0ふ「卿は金を有てぅ/彼 
答ふ「余玟金は對する税を拂ふべしへ彼等又日ふ「卿は必ずや最美しき絹を有てる 
ならん^/彼 答へ て 「余 ft 最 美しき 絹你齡 する 税を挪 ふべ しへ 彼等 日 ふ 『卿が 携ふる 
印度 辂伯來 埃 及の 尻 琛 四 七 


m S しめ、 其の 元價の 二倍を 以て 買 上ぐ るなん 如 此きが 故に 王の 所有 
せる 眞珠 の數は 實 1^ 無量にして算すべから次るな6。 

希 # 來人 も ^ 泞古來 眞珠の 愛玩 者な ぅ 1前纪述べ左る如く希伯來語 ^ て眞珠は 
1)|ブと云ふ 1| して其の古き興珠の記載 ^ 罂書に見るを得べし、即ち約百記 9 ぢ 
Bock of * 10 5 第ニ十八章第十八節比日く 

珊糊も水晶も論 ^ 犮らす、智慧を得るは眞珠を得るに勝る。 

箴言 (rib of so r i ) 第三 章 第 十五 節に 日く 

智慧は 眞珠ょ 6も貴し-汝の凡ての財寶も之と比ぶる ^ 浥らす。 

同 第二 十 章 第 十五 節 ^ 日く 

金 も わ 眞珠も 多く あれ ど 貴き 器 ^ 知識の くちびるな 
同第三十〗章第十節は日く 

誰か 賢き 女を 見出す ^ £を得ん，をの價は眞珠ょ6も貴し0 
$ 督は人 id 敎ゆる 際に 資 きもの、 此 % として能く眞珠を用ひ犮6。 
馬太惓十三章第四十五節第四十六節に日く 


とを 以て 飾* c / 其の 周圍 玟眞珠の紐を繞らし、天蓥の頂上に|羽の雀孔ぁ6,體は金 
製に して 其の 熝張 せる 尾は 靑 色の サフ K ィヤ 1と種冷の色彩寶石を鐫め、胸に玟大 
形の ルビ r ぁ 久此處 に又 51 子形の大羼珠を懸く其の大 3 五十カラツト稱せらる。 
而し てこの 天蓥は 十二 本の 柱の 上 it 安置せられ ぐ」 の 拄は皆 球形の 六 乃至 十 カラ 
ット 眞珠を 以て 園繞せ られた ん且つ天蓝の发右に高 » 七八尺の凉傘ぁ久赤天翳 
絨； £ 眞 珠を鏽 し ^ る ものを 以て 張 4、 柄は 金剛石； ピ I 及び 眞珠を 彫め ^ 云 
ふ、 慮 ふ に印度は世界の寶石遊比眞珠の寰藏な6、其の帝王の威を以て王冠を作る 
かく 0 如か6しもの敢て怪ひ 1£: 足ら次らん。 

マルコ ポロの ® 度の 眞珠 tt 關す o 記 载に は マ ーパ 1ー蒙1113-)のことを記せ4 
■V 丨パ 1と ^ 印度大_のマナゾ ^ (( = ^ 3 5 ^ !11_10游岸地方を云ふ ^ 久其の記述 
It 日く 

マ！ パ -王は百四個の眞珠とルピ！の紐を頸比懸け居れ6ピの國にては宇 
サギ オ (saggio と 2 オン K の 六 分の！ を 云 ふ) 以上の 眞珠 玟 總て國 外に 出す を 
許 5 す & つ年 ^ 數回令を出して大眞珠或は赞石を有ずるものは悉く王の許に 

印度 希 伯來埃 及の 眞琛 M 五 


鹿 珠 i 

又講堂糈舍宮殿樓觀皆七寶莊嚴自然化成復以眞珠明月靡尼衆寶以爲交露镫盎 

其 上 ； 

無量赍 綱彌覆 怫土皆 其 金縷 眞珠百 千雜寶 奇妙 珍 異莊嚴 交 飾茹 四面 云々。 

この 經は 釋迦 0 作にして天竺康僧藏鎧の譯せるものな6「又怫敎に所謂七赞 
なる もの 6 內 1^ 鉢靡羅伽と稱するものぁろ || 譯名義集 ^ 日く 

鉢 摩羅 伽 1 梵語 鉢 摩羅 伽 _ 言赤眞 珠、 怫地論 云、 赤蟲 所， 出、 大智度 論 云、 促 寶 出 # I 腹中； 

其 色明璺 、最爲 ，殊勝； 故 名爲 % 。 

女ツ f X ( Kooi ^. ) n ) の 寶石の 記述 (Natural lli さ >17054^ 

を 梵語 it て J c lif g s i と 云 ふと ぁ久 梵語 1 ^ て 眞珠 は‘ Muli r と 云 ふこ 

た KT か 如し。 

十七 世紀の 中頃に 航行した る 叫叫-「=丨ル 9 |£1の記載にょれば、 # 時印 
度の風俗、上下を逋ヒて皆眞珠を以て耳を飾6しと云ふ。又結婚 0 儀式 ^ 玟必ず 
眞珠を 用 § £ れ其の 女の 淸淨 無垢なる M とを 表明す るな ぅと 云 ふ。 印度 TITW 
刈帝の王冠の記載を見る ^ 贅澤實に驚くべきものぁ久天銮は全部金剛石と眞珠 


印度 1£: 6 6て « 、流石世界 ^ 有名なる眞珠の產地と，て"其 0 乙れを貴重し犮るは 
古く 歷史 以前はゎ久漁場は印度半島と ^!! |丨ロン(0 ^ 目)島の間マナー灣( 9 氏 ^ 
Mal _.) な久 貝の 種類は 小形は して 學 名を Margaritifi vu 嘗^ 

H ガ ヒに酷似し、或は同稱比非すやとも思考せらる、な6。 

暗黑時代は於ける » 說 气クリス ^| ( KI す hi ) と稱 する 神" 海中ょ 6 眞珠を 獲て 乙 
れを印度に傳來し ^ の 女— 外— ンダ Td ( pilak ) を 飾 〇 た 4 と 云 ふこ ミトラ (Mltllra 
太陽の 神) の 神 像に a 眞珠の 艇 眞珠を 贳&て球數繫ぎ比せるものを云ふ以下同じ)、 
並に興珠の耳輪の裝飾ぁ\又眞珠或过金剛否は種々の神像の服に揷入せるもの 
多し と 云 ふ。 

佛敎經 文中 1^ も具球の記载多し妙法蓮華經普門品第ニ十五に 0 く 
若 有 百 千 萬 ® 衆生 爲眾 金銀 瑠璃 1 1 磲碼瑙 珊瑚 琥雄 、眞珠 等寶云 て 
佛說無 量 壽經に 日く 

印度裔伯來埃及の肢琛 四 三 










眞 瑰 西 二 
介を 指せる ものに て、 庶物 類纂 it 記せる が 如く r 蚌！ 名珠母 」な 久又珠哥は介の囱を 
稱す る ^ とも わ 4即ち庶物類 « ^ 日く 

取，小蚌肉 ^ ,之、常曝乾、謂乏珠母，客桂人率如晡、鮮之以 71 \酒肉有 10 珠 ^ て 
何れにしても 眞珠 を產む もの、 義 にして、 英語の Motlg. of Fi ■一 i tit 指す ものを 
M tc せぅ と雖 も、 眞珠の 母と 云 ふ 意 わる こと 架西相通せる欲一奇と謂ふべし。 



玆 tt 廉洲と 云 び、或は合浦縣又は威搴縣1云ふは$づれも皆廣東罨の地名 ^: 61 

いふ。 

( II S 亞細亞 趣 誌 (Erdli r voll Asi §) U 福 建 海峽の 支那 沿岸 に も眞珠 
漁 行は ると 記載せ 6 と 聞く。 我琉球 及び 臺潛 k クロ テフ ガ ヒを產 する 乙 とょ $ 
視れぱ 、福 建 省の 適當な る 部位 U も 亦 M れ 有るべし と雖 も' 果して 此處比 眞珠 漁業 
行 a ： る、 や 否や « 詳か苽 らす。 

支那は 中古 印度と 交易す る H 至 6 て 海 產眞珠 を 盛に 輸入 し > , コ ポ は フ n 
(Ellju) は 其の 交易の 中心な 6 と 記載せ-^ 其 他 —U— 幻ッ 、ヒ ン 群 a ょ 〇 來るも 6 
久又近世に至6ては南洋諸岛ょ4も輸入せ久かくの如5を以て普逋 ^ は蚌珠と 
は 唱へ次 る もの か： プ K チヤ ィ ，ド 氏 著英華 字典 ^ は 珍 珠と 6 ぅて蚌珠とは見 
へ t 

眞球 光彩を 有せる 介殼、 (例へ ば デフ ガ匕の 介殼 ¥ 英語に て Mathel _ ofrlI 獨語 It て 
Ferlmut — と！ § ふ。 又 支那に も珠母 なる 語 ぁ6'本草圖經 ^ 「生，於珠社；俗謂之&母ー」又本 
草衍義 1C 『珠母 與 ，廉洲 珠母 一不 ，相 類：」 など 云へ 6、郞ち玆に云ふ珠母と玟眞珠を注ずる 

支那の 眞琛 四 一 


眞 珠 四 〇 

又 海 產眞珠 ^ 關する記載ゎ久白虎通 ^ 日く^海33明珠」と、即ち特比海 ^ も興珠ぁ 
4と云ふな6、 ^ れど支那には太古には淡水眞珠ぁ6て、海產眞珠の知られたるは 
垃較的後世に屬するが如し、本萆綱目 ^ 日く 
熊太古冀越集云、與貢言淮夷_斑、後世乃出嶺南。 

嶺 南とは 廣 m 省の 謂な 元來 支那 廣東場 東京 蹲は ク&デ フガヒ ( Margalitif — 
margaritfa .) の 產地 にして、漁場は廉洲半島の南.蓬菝島並に雷洲宇島にぁ6、興の產 
額一千八百七十五年に約四离圓と云ふ 9 .名 ^ 与：1)|18呂 ^ 1_1- 5 $!101^. ^ ょる}。 
この 地方の 眞珠 に闊する記载亦勘から变本草圖經 ^ 日く 
今出廉洲、化海亦有之、生，於珠牡；俗声之珠母¥々。 

庶 物類篱 k 日く 

廉洲毖云、合浦縣海中、有，梅靑襲三池；螌人锯 ^ 長罈釋腰 || \藍み水、 ^ 蚌入1即振.繩 
令 i 舟人， 急 取 I 之。 

又 日く 

威寧縣 、有， 穿洲 一 其 上 多 珠： 



眞珠の 產する こ とは ダッテ ル ( S 篆 ユの亜細 55 地誌 9 ロ ^ 11510§1>111)及びァミオッ 
ト ( Amyot ) の Tran§tion of 1 10 jal Asiatic sosiety 1卜等 ^ 記載せ 0 あ-0と云ふち1今乙の 
書 手許 it なき 故 詳細を 知ぅ 難し。 

太古 ^ 於ける眞珠の記事はいづれも淡水眞珠に關し左るものな久周の應賓(紀 
元 前 一千 年の 頃と 稱 す) の 著なる 爾雅に 日く 
^ 金漭謂，之銑：以，蜃漭謂_,之興以，玉渚謂1_之珪； 

註 日， 金蚌玉 飾， 弓 雨 頭； 云々。 

說文云、恳屬郭云郎唇也、謂老產，珠者，也ニ名鮮 ' 名合繼、周禮謂，之貍物： 

即ち 周の 证旣に 蚌を以 て裝飾 に 供せ しな $0更 1 C 古き を 嘗經 とす、 その 禹貫 の篮 
k 日く 

厥 惟 土 五色、 羽-映} 早 a 靡-陽 孤-桐、 汹 J 溪 浮-！ T 淮 1 夷！ fi 珠 M 魚。 

淮 夷とは 今の 江 蘇 省 淮 水の 上流 地方の 稱な久 而 して螭 は 蚌の 別名な ぅ， 則ち 知る 
支那 ^ ぁぅては五千年の昔、淡水眞珠を貢物に徵し左ることを。而してこの書經 
中の記載は世界 ^ 於ける眞珠比關する最も古き記载の一在4。 


中の蚌珠は蘭するものは其の一例な久 

又庶物類纂ほ 

本草 衍 _日、眞珠小兒驚熱藥中多用、河丨牝塘丨灤中、亦有 11 及 ^ 者(色多微紅、云々。 
河北-とは河南省の北はして黃河の牝方を云ふな久益つ色多微紅と云ふこれ明 
ti 淡水 眞珠な み。 

本草綱目比日く 

蜀中 S 路女瓜 出 者 ^ 蚌蛤產 也。 

蜀中と玟今の四川省の地な久故 ^ これ亦淡水眞珠を云ふなク。 マル' ポ 0 も 
亦 支那 淡水 眞珠 1?: [1 して記载せる ^ と ?> 久其の(1 ^ 3士| 3, 0 2. 邑11)ー節に日く 
此處 H は 一大 湖水 66 て 眞珠を 饒產 すと 雖も A 民の 自 甶 に 漁獲す る ことを 許 
3す'盖しこれを放在する時は眞珠の供給多きに過ぎその價の馘せんことを處 
ればな ぅ 、この溺水にて眞珠を漁するは只快樂の爲め皇帝の欲する處に從びて 
な 3 しひ、若し自己の爲めこれを漁する漭ぁらば直に死刑 ^ 處せらる、なぅ。 

〇 |0とは今の四州省の南方並^雲南省の地を指すなぅ、なほこの地方^淡水 


高數丈、復墜、意無如之何" 

戰國策云、川蚌出 1 而鹬 ^ 其岗 ¥ 合而 ^ 其喙 1 取蚌日ギ3不，雨明气 ^ 1 即有-死 
_蚌 謂， 湯 日' 今 B 不， 岀、明 H 不 缶' 即有へ 死 觀； 考 n 此諸說 ；則蛤海中者、姊河湖中者1必焉。 

按 kf 財 之大者 也、 江 州 琵琶湖 多 有 ^ ' 云々 本 卿 所謂、 眞珠 乃鮮珠 也。 

是れ k ょみて 之れ を視れ ば、 鮮とは 長 形の 辨鰓顴 の總稱 U 用ら る、 も、 元 來姊； 
るも 0 はカラズカ匕科(| 1 の種類を謂ふもの ^ して，大倭本草又は本草啓蒙 
It 記載せ るが 如く、 我 邦の カラプ' 力ヒ 又は !' プガヒ に 當る もの ^ ^^ 前記せ る 本孽 
正 僞摘錄 ふァ コヤ貝是蚌なりとは非なぅ。 

按ずる It 、 支那 U は 大河 湖沼 多くして 蚌 、馬 刀の 如き ^ ラス ガ b 科の 介を 產 する 
こと夥しく£の介殼を粉にし蚌粉と稱し、墻鼯を塗る ^ 用ひ * ること本草綱目等 
比 記載せ 6 。之れ ^ 反して海 ^ 產するシンジユガヒ科或はァムビ斜は之を產す 
る 乙と 多から ^ ， 從つ て眞珠 は カラ スガ ヒ稃の 蚌ょ 6 注ず る もの 最も 普通な 6 し 
な ら ^ 故 ^ 眞珠の乙とを一に蛘珠と唱へしなるべし 

支那 1^ は淡水與珠即ちカラスガ匕眞珠 ^ 關する記載頗多し"前 ^ 記せる ^ 庭雜 
支那 0 屁珠 H セ 


3 てビの蚌とは如何在るもの謂ふ沪。本草綱目に擄れば 

啤蚌與 ，蛤同網而異形、長者通日 ^ 、圓者通日 © 、皆形象也、後世 ^ 稱蛤鮮 ^ 非也" 

雀 入， 大水； 爲 » 蘇即蚌也、生 0: 漢渠漬間；老蚌合>珠、殼堪^^1 

又 日く 

蚌 類甚繁 ，今 處 々江湖 中 有 ^ 、 惟 洞 庭漢沔 獨戔 大漭長 七寸 ，狀如 IL 蠣襲 小者 長 三 四 
t 戕如， 石 決 明 ； if 
庶物類纂比日く 

邵武府 志 日、 蚌洋 溪澗 池澤中 ； 殻 薄 形圓、 而客大 者、 幾 如 臺 、本草 謂、 蚱全 無毒、 云" 

又 日く 

宋范致明岳陽風土記日、洞庭湖中舊有_鮮、其大釦半輿深夜側 55: ー殼( ^ 風 ^ 來煙波 
間：中吐，珠與，月相射、漁者百端取之募罗赞與久不見。 

和漢 三才 圖會 U 日く 

五雜姐云、吳陣湖德有 £ 潭；中產 ^ 蛛；其大郭艚ニ日張ら * 畔有-,浣衣婦；以爲沉艄也， 
蹴， 之， 蚌閉 ， a 而 沒 、婦爲 驚仆 # 有 翻、 來 取，其珠；蚌與鬪三遨夜、風、谂大作、寵爪1蚌於，空屮； 


支那 ^ ては眞球又玟珍珠と謂；3、又之を蚱珠、或は_珠と稱す，康熙字典にょれば 
61 是蚱之別名とある故、鮮と螭1は同じものを云ふなぅ。呂字箋に日く 
珍珠其 稲 甚多， チ 止， 于辟； 而蚌 珠爲 ，最。 

本草 綱目 ^ 日く 

寵珠在 0 、蛇珠在，ロ云々皆不，及。蚌球1也。 

又 日く 

蜀中西 路女瓜 33 者、 是蚌 蛤產 、云々。 

和漢 三才 圖會 tt 日く 

按、 眞珠以 m 珠， 爲 ，最上： 然得 ，之 者鮮 、故 今 ^ 喊蠛淺 蜊ニ猶 M 已、 鮮珠 亦不爹 依莉 漢土 

本綱一日，石決明產也ニロ蚌蛤產也'中以=蚌珠3爲，眞矣り 
如 斯 支那 ^ ては 蚌の眞 珠を以 て眞 となし、 又 最も 普逋 とした 6 しもの な 6。 

支那の蒗琛 三 五 


で次る江ぅ"目今の如き眞珠の價格最も騰赀せる時 ^ 於て猶且 〇 此く0如し。 
これを本邦の他の重要水產物に比すれば誠に些々たるもの 1 ^ して、彼の瀠洲11 
^1(1 0 1_)海 » 西潑溯の沿岸，印度のャナ1灣 0 !0?1【目|ユ波斯灣、墨西哥の 
カリ ホ y n ャ灣 Q ulf of California ) 等に 比すれば 誠 ^ 雲泥の差 わるな ぅ "然れ ども 
幸 ^ 本邦の眞珠は世界に有名なるものなれ ^: 若し其產額を饒多 ^ してこれを歐 
米 k 輸出し： ば 顧客を 得ん こと 甚だ 易々 たるべ し" 而 して 前述の 如く、 本邦 比 於 
ける シンジ ユガ b の 分 茆は 廣大な 若し その 蕃殖 保護の 方法 宜しき を 得 ば、 彼 
の印度或は波斯姆と拮抗せんこと敢て難事に非次るべし。 


著名なる 所以 / A 恐らく ri ： 十三 世紀 中葉 ^ 岀で 左る マ 产 n ポ n {Marco F010) の 記事 
U M 因せ るな らん" をの チ パンダ 島 (The Mand of o wpallgll) の 記述 (The Boak of Sir 
Mai 1 0 " 10)中に日く 

この 島國 1^ 9: 齧薇色の美麗なる大球形の眞珠饒產し、死人を火葬比する時には 

M の 眞珠 一個を をの ロ中比納むるの風膂 6 久 

チ。 < ン グ 島と a 我が 日の 本瑞穗 の國を 云 ふなぅ。 當時 支那 U 於け る の 本 
邦觀は 實 It i 種 極樂 土な 6 しもの、 如く、 1 以後 > ンプ尤 ル fis グパ \ 
ニ f 广 (Tasmiao ッン V ル ダ q ご § r cs 〕 等 本邦の 眞珠を 記載せ る もの 亦 皆 其の 
豐富なる1とを唱せ6。 

抑も本邦 ^ 於けるシンジユガ匕科(3|§}の分帘は頗廣くー府十六縣の沿岸 
比 亘れ 6。 其內最 著名： る 產地を 擧ぐれ ば、 沖 繩諸路 を 始め、 薩南大 島の 瀨戸 、肥 前 
の大村灣、 » 州の淺茅_'土倥の高岡 » 思摩 0 英虞海1能登の七尾隱等：6。而して 
此等の 諸產地 ょ ぅ出づ る 興 球の 產額を 見る は、 元ょ ぅ正確なる絲計を缺くが故 ^ 
明 ^. 知る 1^ ょしなしと雖も，大約總計一少年本邦を逋ヒてニ萬圆乃至三萬圓を出 


たらんはは珥び訪ね來犮らん ^ ^ 時はこれと換へ給へとてニ升許の小石の如き 
ものを 賃 にして出立し往く處を知ら ^ 後幾年を經るも便なか6けれ 1< 主人は其 
小石の 白色に して 盆石 に用て妙なればとて誰、彼と返隣 0 もの ^ 配ち與へた61 
のことな久この談を聽きし石井氏玟をは面白きこと哉、其小石の如きもの是非汶 
一見した しとの 請 H 、 宿の 主人は 彼此と 奔走 探索して、 漸く 戶棚の 引出しょ $ ニ 握 
$ 許ぅ を 得て 氏に 與へた 6と、余过石井氏の厣意 ^ ょ4邡の少許を得て乙れを檢 
ずる 6確 1^ 眞珠 ^ して歪球形のもの多く'小豆位のものを最大とし大 3 不揃次6。 
力キの 眞珠 id 非 次れば、 アサ リか 、或は ヴパガ b の眞珠 ： るべ く、 余程 古き ものと 見 
欠 光澤を 先へ ん假へ 何の 種類の 眞球な 6 とも 一升 許 も 集む る ことは 容易の 業 
^ 非れ峡旅人の大切 1^ したるも道理 5: 4、前記三才圓會に記す處と合せ見ば、昔 14 
か、 る 裝飾に もなら ぬ 眞珠を 多く 集めた る もの i 見 ゆ。 

爾來本 邦は 眞珠の 産地と して淇 名 外人 間に 噴々* \ s れば ffi 界の 眞珠 の ^ と 
を記載するもの必す.本邦を擧ぐ。先年南米の智利政府は我シンジ1ガヒの移殖 
を企て、農商務省水產議習所 ^ 交渉し龙る乙とぁ6しと聞けるが、此の如く本邦の 


これに依6て見ればィガヒ眞珠は尾張眞珠と稱したるもの、如し。 本草 綱目 啓 
蒙比日く 

尾 張 眞珠は 、色调 白 k して 光彩な し、 或！ T 黑 色を帶 る ぁ 久是蛤 仔、 文 蛤、 魁 蛤 等の 珠 
にして與球 ^ 非す 

淡 菜 H 稀 ii 珠あ久 色微紅 紫 にして獨れ久藥舖尾張眞珠の中 ^ 雜ゆ 
乙れ 1^ 依ろてこれを視れば、アサリ、カ气ィガヒ等の眞珠を玟ヒめ總て劣等の眞珠 
はこれ を 尾 張眞珠 と 名け ^ る もの、 如し： 

漢方 醫 にょ 6 て 眞珠が 藥用 tt 供 せらる、 に 至 6 てょ 6 裝飾 に 堪へ 次る アサ リ 
眞珠の 如き もの 多少 市場 に出づるは至6しものならん。神宗川の紳士石井直方 
氏の奇談あぅ、及先年信州柽本じ遊び居ること月餘'或 〇 時旅宿の主人 0 語る代、昔 
時 一 旅人 ぁ 6 てこの 宿 ^ 投 b 、 偶々 病 it 罹ぅて 永く 滯在 す、 漸く 癒て 去る ^ 臨み、 旅 
人 汶龄なく宿料を支狒ふこと能は次ぅしかば、白色の小石の如5もの一升許を袅 
^ 入れカるを出して主人じ隹ぐる靖これ ^ 自分が命ょ-リもと大切はせるものな 
れど，永々の厄介謝するに法なければこれを殘し置くべし、 3 れど若し後年金を得 


匕を ィカ ヒと 謂し と 云 ふは 非な ィがヒのことは令義解或忒延喜式 ^: ぞにも 
見へ左6' 3 れば平安朝以前ょ6この介の採集せられ龙るは明にして、旣に介 0 捕 
獲せられ 龙る 上は これょ 6生する眞珠も亦同時^採集せられしや疑すかるべし。 

以上 述べた るが 如く 本邦 古代に 於け る 眞珠の 秫類に はシンジゴガヒ眞珠ノハ 
ビ眞珠ィガヒ眞珠並に淡水眞珠のあ6しを知るべし。 然るに近代に至うて侪勢 
眞珠" 尾 張 眞珠の 名を 以て 區 別した る こと 6 6。 即ち 和漢 三才 ll 會に 日く 

饼 勢眞珠 、臟 蠛珠 、勢 州 多 取， 之， 海面 大村亦 有、 淇具珠 小容大 如， 猪實 子； 中容如 M 仁； 大 
著 ^ 黃 S 1 而重五 人 分者爲 上 ^ 々 

尾張眞珠、淺蜊貝珠也、尾州多取，之、近年翦州廣岛茆有 « 珠大小與扭勢眞珠_不，異、但 
無， 允澤： 如 =魚眼楂亦不抱 

斯くの 如く 尾 張眞珠 とは 7 升 リの 眞珠な 6 と あん 然る it 倭訓栗 H は 
貽貝の 珠 は 尾 張眞珠 なう と S へ 芡黑 色の もの 多し とも S へ久 
目八譜 ^ 日く 

觀文介 譜云、 淡 菜® 中珠あ う 即ち 尾 張 眞珠是 なう 


貝盡 浦の 錦 k 云 ふ 

貽 貝 > 鮮類是 は イカ ヒ とも 云な 欠 和歌に て 云 イカ hi 此圖 とは 大に 違へ ぅ 云々 
西行の歌 ^ ょめる時はアコヤと云ふべからす、イカヒと云ふべし、寶のぁと、云 
玟巾の眞珠を取しからと云意なるべしゴれども興珠は石決明ょぅ出るものな 
$ 貽 介ょ 6 忒出ま b 、 此事 5 たがは し 識者 U 龙 いすべ し。 

然るに 西 行 法師の 詠せ し 歌の 端 書 U 日 く 

T ラ B へ 渡々 宄 ぅけるほイカヒと申蛤らアコごのむねと侍るな欠其をとぅた 
るから を ^ かくつ みを 袅た 4 ける を 見て 

1 * $ て、 其 場 處を明 指せ 久 。而 して イラ i 1 とは 三 州 # 良 胡 ^ して ^ の 附近は 
シン ダ ユ ガ b 即 K n ヤガ匕 の捿息 する 處 R ぁら 次れ 茲古 來イガ h の饌產 地 ^ ぅ。 
これを 以て 視れ ば 法師の 歌の イガ 匕は 1 今 H 云 ふ イ ガ 匕 即 My s s cp s . t 31 a lt して 
シンび rl ガ匕には非す & イガ匕は、比較的眞珠を多く產する介な久 西 行が アコ 
ヤと云ひし故イガヒを7コヤガヒなろと疑ひしものなら /1 か、 3 れど前 12: 述たる 
が 如く、 ア コ ヤと « 眞珠 1 云 ふ 意味： 6 i 見るべく、 I れ に抗泥して古忒アゴヤガ 



旗 珠 ニ A 
述べた る 离葉 集の 阿波 妣珠必 しもァ ハビ 眞珠を 指す ぼあら次るが如く ^ ^ 只眞 
珠と云ふに同每 3 れ ば 莴葉 集の 鳆珠を 六帖 tc N コヤダマと點せるも、何れも與 
珠 I 云 ふこ i に して 變 6 ある ことなし。 廉持大人日く『品類をきはやかに辨るこ 
とを むね とする 後世の 心 ^ なすら へて 古を はかるべき U 非 ざれば な- o 」 i 。 前 出 
诬行山家集の敬 ^ てィガヒの眞珠も亦源平時代以前旣に採集せられし ^ とも判 
るべし。然る ^ 乙の郝歌のィガ匕 1^ 就て疑を狹む毛の6'目八譜 ^ 日 

白 石 和名 抄の貽 貝と 云し 註 ii a 色の 貝 也と 見へ て 一名 黑 貝とは 見へ ず、 或 云し 
は ィ貝は ァ コヤ 貝な 6 夫ょ 6 出し 珠を r n ヤの珠 £ 云 ふな 6 と 云へ ん後比西 
行 法師の 歌 it ィカ b のからを とゴ らば 今ァ n ヤの 力ヒと 云び て 其 珠の蛤 ょ 
は 長く して 黒き 珠を產 し ^ るは 蚌と 云し 若 是な 6とぞ見龙4と云へ久今按 1^ 、 
世にィカヒと云ふものは其形不典にしてァコヤ貝をも古はィカ匕と云しと見 
へ t 。 

斯くの 如く 目八譜 1^ は、眞珠介一にァコヤ貝又貽貝と云ふとあ6て、西行のィガ 

b a 7 n ヤガ匕 な 6とするな<>。 


ほし 君を j と 云へ るが 如く 親. 子、 妻' 戀 人を も 友を 7 P 、 総て 最愛 類 ふるに 上な きを 眞珠 
m たと へた 6、『白玉の吾子ふる戶(厲葉集)『世になくきょらなる玉のをのこ御子3へ」 
(源氏物語 榈壺 之卷) の 如し。 かく 考ふれ ば アコ ャ と过 最愛、 貴重の 意に して 即ち 眞 
珠と云 ふこと： 4、 而し をは 特に N コ ヤガ匕 (シンジ ュガ匕 )の眞珠を揩すに非ナ ® 
行法師の歌 1^ 「アコヤとるィガヒ」と詠 # る比てィガヒの羼珠も亦アコヤと云ひし 
こと明な久又宇洽拾遺物語 ^ 「珠の價無量なること 0 條下比、淀 1^ て艄 ^ 乘る時 
珠を寶る男 |> <^其男跨の ^ しょ0アコヤの玉の大なる豆舒あ6けるをと6出し 
て とらせぬ 6 けれ ^ 遂 tt 其の 珠と 古水 干と 交換した $ と 云 ふ 記載 あ久按 する 1 ^ 
淀 ^ てとぁれば恐く纹この眞珠玟淡水興珠：るべく、淀川或 « 伏見附近互池等ょ 
ぅ出でしカラズガ匕眞珠なるべしと推せらる。 をの ダン ジュダ 匕眞珠 it 非 ^ る 
乙と明なるべし、しかもこれをアコヤのタマ1云へるなぅ。 

此 くの 如く アコ ヤとは 眞珠と 云 ふに 異なら 次るな ろ、 而 して アコ ヤガヒ i 云 ふ 
は 今 シンジ II ガヒと 呼ぶ が 如く ノ コヤ即ち眞珠を出すが故にしか名け龙るもの 
な 久猶 m れを 換言すれば ノ rj ヤタマ !4 必 しも シンジ ュガ ヒ眞珠 比非变恰&前に 
日太の笟珠 I j 七 


E 珠 ニ 六 
K n ャを尾 張の 所 名と せ ^ 珠の 眞珠 汶 尾 張なる べきに、 今 伊勢に て此 貝を とぅ 
て ^ は 广’ n ドと稱するもの一^昔尾張に多き貝の今併勢にのみわるとは見へた 
久しかのみなら 1; 六帖鳆玉、西行歌の眙貝とともにァコャと$ひしは"むかしァ 
、コ ' v' tt い ^ ^^ の ^ ょ夂 多くの 珠を i ろし故 ^ 混じて總名をァコャとはいひ 
し 次るべし 

即 ち 乙の 說 式 總 て眞珠 のこと を ァコ ャと唱 ふる « ァコ ャと云 ふ 處に種 々の 介 
あぅて 眞珠を 產した るが 故： らんと 云 ふな 久今假 6 lt ァコャ なる 場所 わ 
する も、 出處 ょろ ァハピも出で、ィノヵ匕も產しノゾンダユガ匕も |> 6しとは考へ難 
し。 何1孓れば此等の貝類は同處に捿息すること能は次るものなればな6。 
奥州の 如き 北部 位 H Jd ; シンジ ユ ガ ヒを產する處なく、尾州知多郡 ^ 今ァコャとい 
ふ 地名： し" 衣 ^ 浦に 沿へ る處 U 阿久比と 云 ふ處 あれ ど，此邊にては古は知らす、 
今はシンダユガ ^ などの接息する處 ^ あら ^ 

佘 过 寧 H ： 和訓 菜の 所說の 如く、 眞珠 を寶 として 貴重し" 愛 寵の 意味な 6 と 云 ふ 我 
P 、ャの說取 0 べきな6と思へ6。 古歌 it も 『白玉の 見 まほし 御 面 (或 :^ 「白玉の見咬 


以上列記せるが如く、平安朝以後 ^ はアコヤダマ(或はアクヤタマと云ふコとク 
a 音便に ょれる 變化 な6)と記せるもの多く、然もアハビタマと云へるものなし 
殊 は近世比至ぅては萬葉集古義品物獬 ^ 說け 0 が如く、眞珠忒アコヤガヒ(シンダ 
ユガ匕)のタマを云ふとせるな之例へば日本山海名產圖會は日く 

眞珠、 是は アコ ヤ 貝の 珠な 6、 即ち 伊勢に て 取て 伊勢 輿 珠と云 ひて 上品と し、 安々 

本草 正 僞摘錄 R 日く 

眞珠 、用 藥須 知 # 勢を 上と す、 蚌珠な 6 と 云ふ、今按する比志州鳥羽の海中に出づ 
ア n ヤ貝の 珠な 久是 れ蚱な 6、；々 

偖て、 この ア コヤと云ふ意義 ^ 就て、日本山海名產圆會に日く 
或 云、、 ア、 n 、ヤと云るは所の名じして尾張の國知多郡に有、又奥州 ^ も同名ぁ久云々 
又 倭 訓桀 It 日く 

阿古 耶は 所の 名、 尾 張 知 多 郡に ゎ久又 奥州 1^ も ぁ 6 といへ ど アコ ヤ は 吾子の 義、 
愛窬の辭ヤは呼びかけ成るべし'云々 
と ぁ 久前出西行法師の、アコヤとるの歌に就て日本山海名產圖會 ^ 日く 

日本の眞珠 こ 31 



字 治捡遢 物語 卷 十四 「珠の 價 無量なる 事 © 條 id 日く 

袴の M しょ o 6 M やの 玉の 大なる 豆 許 あ一 0けるをとぅ岀して、とらせた6けれ 
ば m 々。 

百 練抄卷 tc 日く 

白河天皇承保三年六月ニ日、諸卿於殿上、完申大宗國返信物事、可，遺和琴、或云 ^ 遗 
金銀 類、 或 云 可， 遺細范 、阿久 也 玉。 

西行山家集 ^ 

あこ やとる いか a のからを 積み おきて 
赞の跡をみするな4けん 
又 前に 記した るが 如く、 古今 和歌 六帖 tc ri 
$せの海の海士のしわ3のゎ乙や泞ま 

とぅて 後 も か 戀 のしげ けん。 

新 猿樂 記 it 日く 

本朝 物 ^ 々 阿久 夜 玉 S 々等 也。 


湖よ 4 眞珠を 譴たる を 知るべし'」 現今 も 琵琶湖よ 6 は 僅少な 6 と 難 も 年々 淡水 
眞珠を 產 出しつ、 あぅ。 

奈良朝 以後の 記载 U も 亦 眞珠 it 關する もの 決して 勘から す、 梵づ延 喜 式を 見る 
1C 內藏寮 式、 諸國 年料俱 進の 條 U 
白玉 一千 九、 志 摩國所 JT 臨時 增減。 

民 部 式 下、 交易 雜 物の 條 R 日く 
志摩國 、白玉 千顆。 

雜式 It 

王臣 、家 使不 ，得， 到， 對島島 1 買，眞珠，褪 |1 百雜； 

玆 比 云 ふ 白玉とは シング TJ ガヒ 眞珠な る こと 其の 產地の 志 摩なる よ 6 推知せ 
らる 0: つ ^ れを以 て 平安朝 以前 旣 に洁靡及び避馬よ4眞珠を產出し丑 0 眞珠寶 
買の 行は れしを 知るべし。 

皇大神宮儀式帳を見る比、出座御屎裝東物七十ニ褪の肉 1^1 
白玉 囊ニ 0 、 鈉： 白玉 一雨 三分； 


マに して 重量 一 厘 乃至 三 厘の 眞珠の 銀 線 H モ數 珠繫に せる ものを 以て 縱橫に 飾 
られ犮 6、輿 数 幾何なる を 知らず 內 ^ は鈒線の切斷して脫落せるものも @ /;> ら 1; 
而 して こ の眞珠 は 確に シンジ fj ダ ヒ眞珠 なる 乙と を 知る。 この 觀音 像の 眞珠玟 
佘が實見し坨る最古代の眞珠にして、又本邦汰於て現存せる古代眞璣の一なるべ 
し、 これと殆ど時代を同くしては、奈良正倉院の御物中に興珠を飾られ龙るものぁ 
6と承れど、之れを拜する 0 機會なく玆 ^ 截道するの不能なるを悲ひ〇實 1?1 宗良 
朝 時代の 我 工業 發 達の 度は 或點に 於て 今 H R 比して 敢て適 色な しと 聞く、 特に 介 
殼應 用の 裝飾 1 C 至 4 ては 夜 先 介殼、 ァハビ介殻の螺鈿の精功を極むるものぁぅ。 
期く の 如く 介殻の 裝飾 It 供せられ 方る を 以て 視れば M 珠の 貴量視 せられ ^ る こ 
と 些の疑 もなかるべし。 當時 最も 尊重せられ * る 不空絹 索觀 音の 白毫 に寶 冠に 
之れ を 用び られ龙 0 ことは確 1^ をの好例證龙るを臾は文 かく 奈良朝 時代に ァ 
ハビ眞 珠迪に シン ダ ユ ガ b 眞珠の 存在せ し r <_ と 確實な S が、 rJ の 外 尙ヵラ スガ ヒ 
科の 眞珠 郎ら、 11 水珠の 當時旣 tt 用ら れ犮 6し證左 6 -^萬葉集卷十1の歌比淡 
海 海 沈 白玉 i 云へ 么 この 渎海の 海と a ： 近 江の 琵琶湖を 謂 ふ ものな れば、 當時 琵琶 


ぎ 1 C して ァハビ の 產地な ^ S れ 15' 10魬珠は明 ^ ァハビ莫珠を指すなら /1 。 
延喜式神名帳を見るじ饼豆國 ^ 方郡ニ十四座の內ヒ鮑玉白珠比咩命神社と申す 
が あ 6 て， 大 11:本史神祇志 1^ ょれば今は君澤郡赤崎じあ6て赤蝣明_と云ふとあ 
久便豆國はシンダユガヒを產する處に非玄どれ又明 ^ ァハビ眞珠のことなるべ 
し。 

此の 如く、 天平 年間に 於て ァハビ 並 ^ シンジ ユガ ヒの眞球あぅて典 ^ 裝飾に用 
られ し/ ^とは明 1^1 推知ずるを得べきが、更 ^- 其の實例を示す可きものあ6。 余 ft 
新綱忠之助氏の好意 ^ 依6て、乙れを奈良三月堂 1^ 安谮せられ犮る不空 11 索觀音 
の 像 ^ 就て 觀る ことを得允ぅどの飄音像玟天平年間の製作はして實 ^ 太平洋中 
Q 光明と も稱せ らる 、ものな 6 と 云ふ、今乙れを拜する ^ 白毫並 ^ 资冠の裝飾に 
眞珠を用られたるを視る、白毫のものは茈徑ニ分五厘舒，重量一分計の偏平圓形のァ 
ハピ 眞珠な ろ lift して 寶冠 中央 U 1 製の 眞珠か 、れ 6、 其 內一 個は 粉 夫せ る も 他の 
殘れる ものを 視る ^ 歪形茄子形 ^ して長 ^ 四分計靈量ニ分計、をの1端は孔を穽 
ちて 銀 線を 貫かれ 允\これ亦ァハピ眞珠な6‘ 0 他寶冠 ^ は歪形の所謂ミ、ダ 
B 本の 沆珠 一二 


ff 珠 ニ 〇 
て アハピダマなる語玟單 ^ 眞球と云ふ意除は用ふる ^ 至ろしならんか。 今 萬 葉 
集中のアハピダマを詠せる歌 1 ^ 就て郛產地を見る ^ 、饼勢、木の國即ち紀 # な6と 
云ふ、此等の地方はアハピを產せざる 1^ 非次れども亦眞珠の有名なる產地な6、卷 
十八 ^ 載する所の爲，興京家 1 ,眞珠 ^ 中 ^ 珠洲の «" ±" のか0く7;ビダマとぁぇ 
偖て 此の 珠 M とは 今の 能 登を 云 ふな 6、莴葉集中には他にも珠洲の浦なぞ云へ\ 
珠浏 とは 珠を 生 ^ る 場所の 意 ^ して眞珠を出すが故汰しか名けたるものならん" 
を* f 能 登 七 尾 海は 有名なる シンジ ユ ガ b の 產地な れば次 久 日本地理志料 ^ は珠 
洲は須須即ち錫なぅなどぁれど余は此の說は當を得犮るものに非すと思ふな久 
次ぎに此の歌を見るに、長歌はは安波妣多麻とぁゥて、種の短歌に过 0 玉又 « 思茛 
多窳と ぁ 久即ち安波妣多麻とは必言しも特にアハビ眞珠を指し龙るに非次るが 
如し。 

3 れば萬 葉 集中の 安波 妣球 は今の所_アハビ眞球を意味する ^ 非す、又廉持大 
人の所說の如く總てシンヲユガヒ眞珠を指すにも非ず"單に眞珠と云ふ ^ 他なら 
す i 解すべき もの： らん。 卷六比 野 島の アマ ノ鳆珠 と 云 <野島は菝し淡路の液 


眞珠を指すもの « ら /1 、古代にはァハビもシンダ11ガヒも區別せすして、シンジユ 
ガ匕蕊 珠を 安波 妣球 と唱へ しもの： らんと 云 ふな 久 

S て 旣 に前 ^ 述べ左5が如くノ>ラタマなる語は確 ^ シンジユダ匕眞珠の存在 
を 證 明す 1雖も、寓葉集中は詠せる安波妣珠苽る語、總てァハビ眞珠を指せるもの 
な 6 や、 或は 廉持 大人の 唱ふ るが 如く、 シンジ ユ ガヒ 黑珠を ァハ ビク > I 云び しも 
のなる や" 

元來ァ ハ ビ並にシンジユガヒは共に太古ょ6食料として栎集せられ、從て雨種 
の眞珠は典 1^ 知られ允る^:相違なから /1 も、シン ^ ユガヒの分布玟澳 ^ の局處に 
限られ犮る ^ 反しノハビは沿岸岩餵到る處に多し、故に假分ァハビはシンザユガ 
匕 ^ 比して眞珠を生すること勘しと雖、比較的廣く葙在し、廣く用られ犮るはァハ 
ピ 戲 (珠な ぅしなるべし ^ 又大形の眞珠はシンダユガ匕興珠に非してァハビ興珠 
1 C あ 久 3れぱ今日 ^ あ6てはノハピ黑珠の聲價は遙かに木ロに及すと雖、古代 ^ 
|> 6 てァハ ビ眞珠 « ^ も :1 重せられ ^ るものなら /1 前記武 ^ 太子の御歌 ^ 影 
姬を以てァハビダマ ^ 例へ * る ^ ても推知する ^ とを得んか。 斯くの 如く tc し 
0本の鹊珠 I 九 


とわ も 即ち 倭訓菜 # に0本山海名產圖會に記せるが如く'.莴葉集の鳆珠を六帖 
1 C ては アコ ャダャ と點せ 6 、而 して シンジ 11 ガ ヒ は ー名アコャガ匕と謂<即ちア 
n ャダャ 玟 シン ダ ユ ガ b の 眞珠を 謂 ふなぅ、 かくの 如く アハビ 眞珠と シン ダ H ガ 
ヒ眞珠 と 混同せ るなん 而 して 萬 葉 集の 鳆珠 に關して、廉持雅澄《其の著萬葉集古 
義品物 解 じ辯ヒて日く 

按 汽今眞珠と云ふは蛛蛘ょ6街る珠 ^ 久乙の员をやがて土佐はて过蛛貝と呼 
ベ〜 石 決 明ょ $出る ^ は非らずビれ比ょ6て思ふに、安波妣珠とは$へ一ども實 
には 蛛蚌の 球 ii ゼあ 6好ひ、しかるを上つ代には石決明をも蛛蚌をも10物と 
して 安波 妣珠と 呼 4し ^ もあちん歡 ^ 々今は眞珠 14 石決明ょ6產するに非ず 
と云ふ說を正として、其定 ^ 本草家はて ^ 淡め言ふとなれど ^ 類をきばやか ^ 
辨ふることをひねとする，後设の心 ^ なすらへて古をはかるべき ^ 非れぱなち 
S て 今の 世に ァハ b 珠 i 云 ふ ものを ば 麗珠 とは S は す 良の 珠と呼 て ^ 々 眞珠 
に似て 眞珠ょ 4 は 微し靑 みあ 6 て 硬し とぞ猶 ょく 考ふべ し。 

即ち廉持大人の說化摅れば、莴葉集中のァハビタマは實玟今のシンジユダヒの 


語 a シン ザ ユガ匕 眞珠邵 ち、 本 ロょぅ 起 4 しな 久 前 比述べ龙るが如くァハビの 
眞珠は ァハピ 介殻の 色の 如く 紫綠 色を 帶べ气 此れを シラ タマ {白い タマの 義の )と 
1¢ 云； 5難し、之 ^ 反してシンジユガヒ興球は銀色のものを普通とす，故比1れらを 
シラ タマと 唱へ しなるべし、 郎ち 元來シ ラタ マとは シン ダ ユ ガ匕眞 珠ょ 4 S てし 
言葉な れ ど、 遂 k 何の 種類を 問は ず 總て珠 の Mi を シラ タマと 唱ふ o u 至ろ しな 
$、 s ればァ ハピの 興 珠を 武烈 太子の 御 歌 tt 阿 妒寐之 躍 佗 魔と 云へ ぅ、 而て又 シラ 
タマなる語の行はれし己 .., とは當時旣はシンヲユガヒ眞珠を貴重し犮るを證明す 
る it 足る。 

萬葉集中 ^ はァハビダマを詠せるもの多し、卷六、卷七 ^ 十三、卷十八に於けるが 
如し、 又 允恭 紀の 記事に 據 6 て 和漢 三才 圆會 1 C 日 く 

按、具珠以，鳆珠，爲_,最上；然得，之遨鮮、故今屏贼蜒淺蜊ニ種，而已、云々 
然る ^ 玆 ^ 考ふべきは前記莴葉集卷七中の一首を古今和歌六帖 ^ は 
伊勢 Q 海の 海士 のし わ 次の ぁ 1 や だ 兮 

と^ 0て後もか戀のしげ、ん 

0本 0 眞珠 J 七 







白 玉 之、 緖絕者 信、 雛 然 、典 緖 又！ r 人特去 家 有 
卷 十八 it 

タメ オタ 一 E \ ムミ ヤコ ノィヘ 一一 ホ 9 1 ル シ 5祝ヤチ立衣 

1 1 邮 wfk 配#！^ 辦甲於 i , i かを 和 撕ぼを ♦史奶 妒' 炉 •咖か # i 斯如 
F k 姆、 泥 之吉餘 之、 都 麻 万 美 許 登 能， 許 呂毛浞 乃、 和 可 臌之 等吉欲 s f 
反歌 

白玉 乎、 都 yk 氏 夜 良 波、 安 夜 母 具 佐、 波奈多 知波杂 爾 1 安倍 母 奴我禰 

落 b 系 6 露恣 44 sf ¢ £ 4 

和 伎 母 故 我、 許 a ' 呂奈 具佐爾 、夜 良 無 多 米、 於 伎 都 之 麻 4 流、 之 i 多 麻 母 我 毛 
思 良 多 麻 能# 保 都 V 度 比 乎、 手爾牟 須妣 M 許世单 安 ik 車 質 思 久母安 流 香 
卷十九に 

白玉 之、 見 我 保 之 君 手、 不見久 爾 、夷爾 之 乎禮雙 僻 家 流 i 左荥之 
牵古万 海 部之濬 取 云、 眞珠 乃、 1 我 保 之撕 面、 云々 

如斯眞 球は シラ タマ 又 a マ タマと 云へ 久 偖て 此の シラ タマ 即 白色の クマなる 



擧膙 我瀰 1 r 枳謂屢 筒 皚比 謎， 絶 靡 儺 b 麼 、姐 我 裒 M 絶® 能、 阿波 寐之羅 佗 魔 
ハ ビアを 割て 具 珠を 得 * るは 之れ 即ち ァ ハ ビ 眞珠な 又 阿波 寐之羅 佗 魔と 云 


ふも亦明比ァハビ眞珠な久この御歌 ^ ょ6て視るも、當時旣 ^ ァ 
其の 如何 ^ 费 かぅ しもの なる かを 推す る 乙 とを 得ん。 

芡 卒 十九 年 二月 十} 日 調、 大安 寺 資財 帳に 日く 
白玉壹佰參拾芘九、一如椹實 
莴葉集中じ玟眞珠を詠み左る和歌戡から ^ 例へば 
卷五山上憶良天平五年の詠 ^ 

和 我 中 能， 產禮 此 有^! 玉 之 ^ 子 古 n 貧 明 厘 之、 開， ^ K ャ 
卷六に 

野島之海子乃 ^ 底、興津伊久和ニ、酿球、左费爾潜出、云々 
卷七 It 

伊勢 海 之、 白水 郞之 & 律 我# 珠、 取 而を i ^ 中' i s i ヶ繁 

ジ衣ッ n ノ韦デ ル シヲ タマミ K クホ” チ ゾノ； cv シガグ ギ ズ ルア y 


ビ眞珠 あ 4 て 


き珠の 意な 久此の 0本遨紀の記载と同 ^ 瑱の土佐風土記 1^ 載せられ左るぁ6。 
皇后 / 鳥 ^ 息 磯 際 (得 J 白 石 1園如 || 卵：皇后安¥御掌|光明1出、皇后大容詔日、是海 
神 所， 賜 白 興 珠也 '故 爲 =島 名 ^ 々。 

本居翁の說に攄れば、『一つ孽：るを國の異なるは傳の異 6 なるべし』1云ふ" 
日本書紀 允恭 天皇の 日く 

十四年秋九月癸丑御甲子、天皇獾，千谈路輿時廳鹿猿猪、莫：々紛辑盈 ¥ 山谷；微起蠅 
散然 、終 H 以不 li J 撰 於， 是獲 止以更 ト矣、 S 神崇 ^ 弓チ得，獸诸是我心啤赤苏海底 
有， 眞珠； 其珠 P 於 我； 則悉當 .得， 獸爰、 H 暴 處 々之 白水 郞 1 以令 .採、 赤 石 海底 渓不 fig i 底、 
唯有ニ海人(日，男&礎；是阿波國長邑之海人也’脾於諸海人；是腰繫總入，海底：差頃之 
山 2日、於，海底％,大蝮；其處梵也.諳人皆日'島神所，請之珠、殆有 1: 蜓腹 ¥ 、亦入釋之、爱男 
狹織抱 ， 大蝮 M 泛出 •之 乃 息絕 、以 死， 浪上； 旣而下 ^ 興海底，六十尋、則割返赏眞珠有腹 
中、與大如=桃子：乃祠為神；而獾之多遯獸也嗤葬男狹_入海 ?4 之則作 ^ 厚葬、其墓猶 
今存 ％ 

同書 武烈 紀太 子の 御 歌 U 


シ士ヒ ルタ V シ士 5 ツ S マ アハセ テ ブタツ 1 'サズ 十 f ッ y チ 

こは 一 の此喻 的 記載なる ベければ、 妓 に 云 ふ鹽盈 珠 、乾 鹽珠 とは 如何なる ものを 
指す にや 明言し 難し i 雖も 、海ょ ろ 出て たる 貴き 珠 とわれば ^ 珠 のこと を 指して 
云へ る： らん かと 思は る。 

神代 1^ 於ける眞珠の記載は以上の如し、これを以て直に神代眞珠の存在を確證 
する ^ 足らす1し 雖 气 其 存在を 推知す る ^ は 難から 次るべし。 

和銅年間 ^ 泰られし肥前風土記は日く 

昔時 纒向 B 代 宮 御宇、 天 a 誅 k . 珠 ^ 喈嗷；云"實有，ニ色之玉ニ者日，石之神木蓮子 
玉 二者 日 n 白 珠 f 天皇 勅 日 * 國可， P 與足 玉國； 今 調 彼 # 郡， 訛， 之 也。 

邏向 0代御宇天皇は最行天皇な4、彼杵郡とは現今本邦 1^ 於ける眞珠の著名なる 
產地大 村 ® 沿焊の 地方な れば乙 の 條 1 C 云へ る 白珠は 正しく 眞珠 のこと ^ るべ し。 
日本® 紀 、伸哀 天皇の 卷に 日く 

秋 七月 辛亥 朔乙卯 、皇后 |& 豐浦津 ¥ 日皇后得，如意琛於，海中； 
炖の如意とは怫敎字典にょれぱ如意即至寶な6即珠な6とぁ6て、如意珠とは贵 


日本の 眞珠 

由來本邦は九州、四國、本土にシンジユガヒの產地多く、加ふる ^ ァハビの分布は 
廣濶な 6。且つ陡等の介は獾るに易く，食料として最皮好なる材料ぬぅ，從つてこ 
れょ 6 注ず る ^ 珠 a 装餘 として 有史 以前 颇る古 普ょ 6 貴重せられ たる M と 疑な 
しと雖も、今明に之を知るに由なし、ロハ眞珠 ^ 關する舊記比\し忒古事記玉依比寶の 
御 歌 U 

阿加 陀麻聲 袁纪閑 比 i 禮好、 斯良多 麻 能、 岐美何 余 曾 比斯 、多 葙斗久 阿理 祁# ■ 

玆 H 云 ふ 斯良多 麻とは 輿 珠を 指す ものな 6 と玟斷 b 難け れども 1 日本 紀私記 U 
も云へる如く眞珠をシラタマと云びし乙と明なれ ^: 此の御歌も眞珠を指すもの 
と 推して 可なる べし" 

謹 注 和名 類聚抄 に 日く 古所， 云 之 良 多 麻 蓋 皆眞珠 f 白玉； 也と。 
又古事記に海神が火遠理命汰遇ふ條は 

y ノ P ダが ミノ 方* ミ- b 三 オシへ チヤ ツサ W ラク シ汰 ョツタ v 子 イダ シチォ 班 ラ；^！ P シフ. ソウ レ ヒ マ ツサ パ '^ ホヒ ルタ d イダ) テイ 力 ノカ 1^ シデ 衣 シチメ タマ f 

緒論 ニ 


病的產物 ^ る膽石、牛の膽石或は齒科徴コ1シユ ^ .芦 0 9|)の人類の齒髓中比見 
龙 る小臜 を 云 ふな 6。祀 セレべ ス ^ 於て得龙る椰子興珠 0 標本は英國¥1^博 
物館比保存せられ、又之 ^ 類似のものは他の植物の花、果實にも見出5る、と ?> 6 
と 云 ふ。 竹 類 R STalDaFclls % と稱 する 硅 酸 分泌物 6 ぅ、 乙 れ亦 植物 眞珠の 一な 4 と 
云 ふ 人 ぁ 6。余は曾て鯨獵家高橋新±郞君の衝せるマッコゥクザヲの齒の髓中 
1C 半透明なる 眞珠的 結成 體を 見た る 乙と 6 久これ 鯨眞球 0 v r le FI ) と稱す ベ 
きものか。支那 ^ ても前に記せる如く寵轉蛇珠、愈珠、避珠、蛛珠なぞ云へ6。印度 
1^ も亦乙れ ^ 似たる傳說ぁ久即ち眞珠は象，魚、蛇、龍、竹等ょ6も生ずと云ふな\然 
れ ども 此等 軟體 動物 以外ょ 办生す .る もの玟 眞珠 とは 稱 し 難く、 單に珠 と 云 ふぺき 
ならん、 3 ればづ|な 0 語は時 ^ 珠と同意味に用ひらる、ものとなすべき ^ 


5 Jodida modlols ィガ匕 の 類 

strcmLllsgjps (wc s - Intlia o onc r r u ) ソデ ザ 匕の 類 
Turbinclla scolvmus o r E c HJ )， オー 一 n ブシの 類 
Turbo oieanuB ヤ n ヶ ガ匕 
Turbo® 1 atics 廿 > エ の 類 

Hali a iB N ハピ 

AnodpIl ET Junio, Dipsas etc. ヵラス ガ b 科の 諸種 類 

かくの如く眞珠を迚する貝の種類は多しと雖、駿飾用として普逋市場 ^ 出づる 

ものはシンジユガヒ科( ^ 〇邑§)、ヵラスガヒ科( ^ 11』§ £: 〇0)、ァハビ科(11〇41 & £: 沒 ^ 及 

び ィガ b 科 ( Mytilkule ) U M する ものな 其 他 例へ ばシャ n 眞珠の 如 5 tt 寧 S 
珍奇なる もの 1して现賞せらる、ものな$" 

ハ 1レ丄0§. ^ 11爸1 ^ )或は£ 11 レンズハミルトン ( J , Lawrl _ Hiiltoll ) は 哺乳 
勸物或《植物 ^ も亦爲珠を產すと唱ふ，例へば哺乳類の與珠( ^ ||§ ^ |〗 ^ 人 
間の B 珠( HumaIlpcar s ,挪子 M 珠( c § amltp _ LS )等稱するものな<^、 stl ち人類器官の 



(Tap ^ 、 w」^9 o yt r ll ^ "^A ^r b (Trigon £: ^^ 

ナガ デフ ( MCHna ) 、シャクシ ガヒ (？00 5- |1)"又腹足類 ^ はァヵ1}シ ( Kapsay ャ n & 
ガ匕 ( Turbo )、 ト コブ シ ( Ilaliots 等 ゎ 6。 第五固內國勸業博覽會 ^ 於て水產館內 
鹿 兒島縣 よ 6の出品中 ^ 稀有の眞球ぁ6しが、此較的透明にして桃色の班絞ぁぅ， 
桃色大理石の球の如し、裝飾としては用 1^ 適せすと雖も珍らしきものな久これは 
マン ネンガ b o lis mi 11 ) の眞珠 な と 云へ 

今日知られ龙る種類玟以上列記したるが如しと雖、若し特にカめて之を揲索す 
れぼ、 此等の 外 尙諸種 の 貝よぅ して 眞珠 を發 見す るなる ベし。 

眞珠 はこれを生する介の種類比よ$てをの名を附す、例へばァブビよゥ生じた 
る 眞珠は ァブ ピ眞 珠と云 ひ‘ タテ ガヒの もの 蚊 ホ タテ ガ h 異 珠 1云ふ"又ヵラズ 
ガ 七 科の 種類よぅ 疰 ヒ * るものは之を淡水眞珠或は湖水珠と稱す、英語比ても 
一 ^ res T watel . psrp ( 獨 lt T ! i si 0 f 3 gel . l \ Tlo ) i * l t ^ 5 : ^ o 。 

以上は本邦 1^ 於ける眞珠を產する具の種類な4。今シンジユガヒ科以外の貝 
tc て 眞珠を 生す と稱 せらる/' 種類を 擧ぐれ ば 


球眞珠と呼ばる、種々の色彩を有する眞珠は乙れょ6生す1云ふ。 

^ 上 « シ\ジユガ匕科の種類 ^ 6 乙の他 ^ イガヒ( ;^ ¥ 1113<:!3& ^ 泛 5 ょ" Cv も 
亦 眞球を 生 其 の 色 a ： 乳白の もの. も ぁれ ど M 色を 普通と し" 光澤 佳なる を 通例 
とすヌホタテガヒ(？篆34讀| 1' )ょ6眞珠を生 ^ '乳白色ぼして裝飾面に適せ 
ず。腹足類 ^ てはァハビ (Haliotis gigantm ) ょぅ興珠を生ず ^ の光澤美な6と雖 
も色介殼の眞球掃 ^ 似て濃飽なるを以て、聲愤本ロ ^ 及ばす、時に銀色にして本ロ 
1^ 匹敵するものぁ6と云へども ' こ « 頗る稀：4とす。 

淡水 產の 貝類に て ^ 力 ラス ガ匕科 ( unio 一一〗 tlao or Naiades ) に爲する諸種類ょ4 
美麗なる興珠を生す、其の色彩梵澤典に本ロ£區別し雛きものぁ6、又時に过獨特 
の键奇 美 麗 な る ものを 生す。 この 他シ >ミ 0 0 ^ 9* 11 ^ ょ0も注 ^ る乙とあぅ、こ 
の 眞珠は 藥用 として 最も 効果 多し と傳へ らる。 

以上の 種類ょ 6生ずる眞珠玟裝飾用或玟藥用として市場に見るものなれど1此 
他に 自 S 實 檢し 、或は 當 業者の 眞珠を 生す と確言せる介の種類比は、諸種のタイラ 
ギ ( Ivi_y マ} K (iollr ハイ ガヒ ( Area ) ，シヤコ ( Tridila )' 力キ (0 S —)、 アサ， 


眞珠を生ずる介〇稲類は勘からす、辨鰓類にも1腹足類にも、海產 0 介にも、淡浓產 
の種類 ^ もこれを生す 0 な6、總ての介は眞珠を產するもの 1^ 非すやとも思はる 
るな 6。然れども介の稱類 ^ ょ6て乙れょ6往する眞珠の性質を異 1^ し、裝飾に 
堪ゆ る も のと 然ら次 る ものと わ 6て、美麗なる奥珠は勉めて乙れを探索すれども、 
然ら次るものは猞て、顧る者なし。本邦 ^ ては裝飾に堪え次る眞珠も藥用1し 
て贵重するが故に、種々の介ょぅ眞珠は採取せらる、な$。 

現今本邦じ產する製飾用として最も普通のものはシンジユガヒ或はァコャガ 
b ( Mal.garitiika uulrts s . ) ょ 4 生す る 眞珠な 6' この 眞珠は 市荽 U M て 本 ロ， こ ^ 、 
られ、最も光澤 ^ 富める上乘の眞珠な6。 <1 の他シンジユガ匕科(1>1|)に風す 
るもの ^ てはクロデプガ匕 ^ さ1* 01 5. ニ ^ *ぉ£ ^ ^ 写 ^ ぼ ^ 及びマべ(巨篆31^^ 

あら マ <は本邦汰於けるシンジユガヒ科中最大の種類 ^ して、駿の高 » 尺餘は及 
ぶ もの © からす。 從つて をの凰珠玟豨じ非常なる大形のものあぅ" クロ テフガ 
ヒの真珠は其色彩興宂澤典に本ロに優るものを生す。此等の他 1?: 尙琉球 ^ て普 
通 ^ シンジユガヒと稱せらる、运£ 04 ョ ^ ^ 3|_髮|。なる小形の稱類 |> 久世 1^ 琉 


篮琛 四 
に 1^|なる語を用ゆ、蓑し漿恶の意_なるべし、又詩的 ^ 球形の眞珠を-|0と稱 
す£れ單ーの意味はして r ; ス 3 f 色の 唱へ し眞 球の 惯値忒 龙澤 、形 狀 、重 
置、 大 3等にょぅて定まるもの ^ して.然も幾多の眞瑜を橥ひるとも決して相等し 
き眞珠 ニ 個を 得る 己 と 能は ず、 谷 個 谷 自 U 獨特無 双單 一 の ものな 6 との 說 Ic m で 
たる 次 久誠 じ趣唆ある語と謂ふべし"希臘語に眞珠を笔ミ1只と云<こは梵 
語 ^ て淸淨無垢と云ふ意味なる寅§れ写 §-; 1ょ4岀で龙6との說ぁ6。之ょぅ又英 
語 ^ て MargarHe とも唱 ふるな 6 i : つ Margaritum なる 語は 羅馬の 末期に 於て Unio 
に 對 して 歪 形 眞珠を 呼ぶ に 用び ちれ 允 6。梵語にて域興珠を赛11^と云<放逸 
或は脫出の意：-^篕し眞珠 ^ 介ょぅ脫出する涙の凝固し为るものなぅとの考 
ょぅ 出で * るな 支那に ては 眞珠 或は 珍 珠と云 q 又蚌珠 或は 類珠 1蚌 跆 m 瑰な 
ぞ唱 ふ。 本邦 比てはシラタマ又 « >タマと唱へし次6。 日本 紀私 記 ^ は 眞珠を 
之 良 太 麻と 云 ふとせ 6。萬葉集にも思良多麻或は之良多窳と記5れ左ぅ" マ タ 
マとは 眞珠ょ 6 出しな らん' シンび ユ な る言葉过支那語の眞珠ょ6起^0し名の 1^ 
して、 もとょ 6 遠き 古に a 唱へ次 -〇 し％. 0。 


球 玉 謂、 自生 爲 备 •作者 玉 也 

_こ |> 61按する ^ 山よ4出づる寶 ^ にぁ6て « 、多少人エを加へ 3 るべヵらす故 ^ 
作爲 玉と 云 ひ、 山よ ろ出づ るを 玉と すと 云へ るなる べし。 然れ ど珠は 海よ o m づ 
るものと隈るは誤ならん。本草綱目 1?1 日く 

陸佃日骷珠在 0 、蛇珠 ^ ロ、魚珠奔眼#1珠在，皮 ^ 珠在，足、蛛珠在，腹、皆不岌 ^ 珠也。 
康熙 字典 it 日く 
江珠 琥珀 別洛 也。 

又 日 ふ 

或出，於，龍魚異物腹中1非，獨出於1鮮也。 

郞ち兎比角 1^ 珠と玟啻に貝類よぅ產するものに限らず實 1^ 令義解じ說ける如 
く自生爲珠ならん" 

眞球とは眞の珠 0 謂；久郎ち軟體動物の諸種類よ6生卞る究彩ぁる結成物に 
して、 主として 炭酸 石灰よ 4 成ぅ 有機物を 交 ふる 層锻的 物體な 久」英語にこれを 
rgl と 云び、 佛語 IC FC1.IC と 云 ふ、 拉丁語の Perla よ 6 出で たるな-^ 羅馬 詩人は 眞球 


眞珠 ニ 
必すや彼等の眼を射て、彼等を_ふこと恰も巴里偷敦の寶石店頭 ^ 羅列せる金銀 
珠玉が貴紳の眼を惹く 1^ 劣らざる可ければ 5: 4。實に眞珠は世界の歷史に於て' 
常に最 * 重なるものとせられ'又文學に詩歌 ^ 、或は豪奢を語らんが爲め比、或は美 
妙を 說かん が 爲 IC M 用 ひられし もの： 近 年裝飾 用と しての 眞珠の 流行 益 盛 
U して、 一般 人士の 眞球 R 對する 嗜好は 著る しく 增 進し 來れ るが 爲 1 C IC 珠とは 如 
何 ^ るものか如何 1^ して產出せらる、ものなるかを知らんと欲するもの漸く多 
きを 加 ふるな. 0。 

3て球とは如何なるものを謂ふか、珠玉と對纪して唱へ、又珠と玉とは混用せら 
る、 も £ 者 意睃を 異 1 C せる ものな ぅ， 

康熙字典には 

石 之 美 者 玉 

と あ久倭 訓栗 は は 

左 ^ 、 珠玉を ょめ 6海に出づるを珠とし、山 1^ 出づるを玉とす云々。 

又令義 解に 日く 


理學士 西 川藤吉 遺稿 

緖 論 

何れの時何れの逝を問はす、人は其身邊を飾らんが爲め 1 ^ 、美衣を被6、金銀珠玉 
を佩ぶるもの忒令。就中寶玉の類は人民の文化程度如何に拘らす、均しく愛雨せ 
らる、もの ^ して、各時代を通 ^ て常 ^ 貴 5: せらる、ものなるが、多くの寶玉はを 
ぜ 吾人が 天然ょ 6 得た る 儘 ^ て 用 3 得 可き もの H あらす して、 多少の 人 H を 施 S 
ざる 可から 次る に、 觸ぅ輿 珠 k 往 6て « 然らす、天然の儘にて完全：る美，充分なる 
價値を 發揮 せる ものな れば 、古代 未開の 人民 も、 孤島 絕域 U わる 野蠻 種族 も、 現 時の 
文明 入と 毫も 異なる ことなく、 皆 眞珠を 用 ふること を 知れ 6。 河川 湖海 比 臨める 
部落の住民が肉を食玟んとして貝殼を開く時、中は潜める眞珠の燦然龙る光輝试、 
緖諳 】 


M 次 四 

麗 珠の 性質と 產額 * 

眞珠 の允澤 ——眞珠 の 色彩 I 眞珠 の形狀 ^ ^眞珠 の 產地 i itt 界の 漁場 k 於け 
る 一年の 產 額。 

眞珠の 人工 形成 10 八 

希臘 1 C 於け る流說 —— 支那 人の 發明 リンネの 秘法 —— 支那の 人工 形成 法。 

眞珠の 母 貝.； 三 

シン ダ ユ ガ fc ク & テフ ガ匕 シ 1# 1 アフガ 匕 0 

眞珠雜 話： ：し i 


眞珠の 用途 —— 眞 珠と鷄 ——眞珠 拾 a —— 御挨搜 R 困る。 



is 米 利 加 人 a ： 古昔ょ 6 眞珠を 使用した る 乙と ^ ,眞 珠は 露に ょぅて 生す るとの 說 
— Tn ンブス の 失望， ——不相 應の 交換 物 ——墨西哥の興珠. ^ 米國の シン ダ n 
ガヒ —— 米國の淡水眞珠——近世に於ける眞珠漁熱の勃興——僥倖の話 ^ ^人 
の 淡水 眞珠を 使用した る 乙と 一 ^ 驚くべき 眞珠裝 飾 ——歷史 以前 揮 作 6 人種の 眞 

珠 塚中は多數の眞珠の發見せられたること 一 ^ 南米 土人の 介殻を 裝 飾 ^ 用 ゆ 

ること—野蠻未開の人種も亦裝飾 ^ 介殻を使用すること。 


眞珠の 成因：： * •七 六 

古代 ^ 於け る 奇怪なる 流 說——眞 珠 は 卵ょぅ 成す る i の說 —— 病的 現象の 結果な 

6 との 說. 介殼の 破損を 修輸 する ? とょ 6 生す るとの 說 リンネの 秘法 — 

砂粒 核說 —— 寄 注 蟲說" 

ー膪の 貝より 生ずる 眞珠 の數： ：… • ：：： 八 a 


貝の 秤 類と 眞 珠の數 —— マッキ ント ッシ： } の 雜計^ ^ ^ 日本 產シン ダ ユガ匕-に於け 
る 一例 ^ ^肉眞珠と袋眞珠——同補の貝 1^ ても樓息せる場所にょ4て異なる乙 
1—— 眞珠の 人 H 形成と 寄生 蟲說 —— 双子潞珠——介殻眞珠と蕊珠の人エ形成| 
I 石灰 凝塊。 


ポふの 記 S — 宵 經 tt 6 る 眞珠の 記載 —— 海 產眞珠 の 記載^ ^ 東京 跨の 眞珠 —— 

珠 母。 , 

印度 希 伯來埃 及の 眞珠 

印度の 眞珠 —— 暗黒時代に於ける傳說- ^ 佛敎經 文中の 眞珠の m m —— m 眞珠 丨， 

I 印度 Tm 帝の 王冠の M 珠 __マ ル コボけ の 印度 眞珠の 記載 I 希 伯來 人の 
眞珠を 尊重した る 乙と —— 聖書 中の 眞珠の 記載 I 希 伯來 人の 眞珠を 貴びた ると 
を 示す 逸話 — 埃及の眞珠^—クレ方パトラの眞珠^—〗盗の溏價六十萬 11 — 
波斯 の眞 珠——搿 剌比取 の眞 珠。 

歐羅 巴の 眞珠 き 

希臌の眞珠——羅馬の眞珠 一 シ III ザ r 帝が 眞珠を 好みし こと— 頸 飾の 眞珠— 

— 耳の 飾 ——コ ンス タン チノ T プル 府 の眞珠 —— 眞珠 流行の 北漸— If 寺院の 眞珠 
—— 眞珠の 別 用途— 眞珠 流行の 急 潮 ——眞珠 佩用を 禁止 制 腫す る 法律^ _ 歐洲 
諸 帝室の 眞珠 ^ ^べ n ス府の 眞珠 —— 王冠と眞珠——歷山ニ泄帝の虛飾|眞珠 
惯 額の 騰貴 —— 地中海の シンジ n n ガ b —— 歐洲の 淡水 眞珠。 

亞米利 加の 眞珠 麦 


卜 T 


V ダ 


緒 論 :…： : ……： 1 ,_ 辱 | 

自然の 寶玉 ——珠と 玉— 眞珠の 外國名 ——1 眞珠は 單ー無 雙な る、 C と—— 眞珠は 
旗の 凝固した る ものな 6 との說 ^ — 本邦 ^ てはシヲタマと唱へしこ1|眞珠は 
稀 々の 貝ょ 4生 する こと i 眞珠の 名^^ ゾンダ ユガヒ科以外にて眞珠を生ずる 
と 記載せられ たる 種類 —— 裝飾用 1して市場に出づる具珠の砘類 —— 哺乳動物の 
眞珠と 植物の 眞珠。 

日本の 眞珠 :…： : .1 , : i :… ニ 

神代に於ける眞珠の記載 —— 肥 前 風土記 ^ ^ 日本書紀— 离葉集 I ァハビ タマ 
—— 三月 堂 本尊 赍冠 の眞珠 ——奈良 朝の 淡水 眞珠 _ ，延喜 式— 卒安朝 以後の 記 
載 I ァ コ ャ I ィ ガヒ興 珠^ _ 柄 勢眞珠 I M 張 M 珠 I 石 井 戌の 談 ^ TJ 
の H 本 眞珠記 载 ——眞珠 の 產地 として 本邦の 著名なる こと。 

支那の 眞珠 M 

支那 ^ て眞珠を一名蚌珠と唱ふる乙と —— 蚌とは 力 ラス ガヒ 科の 介なる こと —— 
蚌珠 即ち 淡水 具 珠は 支那 ^ て最 普通な みし 乙と ^ ^蚱珠 tt ll する 記載 ^ TIT 


























M 0$ ^ F Jo 
^ ^ f ^ ^ 0 i 

^ 强4鏨尽 1 « 1 も平 ^ 7425 ^ _ヤ款 :3 ゴ ^ , ^ ' 1>'< # >; ;1 

^ $B$r s . - , ...X aaf 0 ^ f 

豳 II マ 0 ね 彩 ^ X #. 1 _r: 駿 v n s J e :! J.S, # 小 . 
ァ \ M ;s ^ -^ ^ iF ¥ r7J T M ,4,^ ^ >.jl ^ ^vi) :T tos_, ^ f T 
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夹 :i 斟ゥ s ニ _ 0 ド為 中 v i^ il ^ M lu % ^ er ?:l ^ j :t d A 










諄 珠 四 
未だを の 曙 先を だ に 認め 得 次る 人工 形成 法の 光輝 ぁる 發明が 、君に ょ 4 て 爲 3 
れ* る こと は"我日本國说の忘る可から次ること ^ して、之にょれる眞綠養殖を 
邦家 生產の 一た る 可く 發 M せし ひるは、 實に我 官民の 義務なら と 信ず" 
斯くて還稿の編纂 « 早く成6しもニは予の疎懶なると ' は或る事情の爲に遷 
延今 0!に至6しは、深く君の靈と君の知己1 ^ 謝する所な6。 
本書の出版に就きて君のニ兄ー弟がなせる多大の盡カは勿論 ^ して、君の親友 
H 學士武 田 五 1氏は、表紙及び扉の岡案を描含、丑本書の體裁に就$て指示する 
所 ぁ 6き，又印刷に關しては石弗淸氏のカ ^ 待 0 所多か$き。而して逍{诗の整 
頓と編 貘とは 全く 川 村理學 士の勞 R M せぅ。 
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數旬 なる 明治 四十 ニ 年 七月 十 1飯岛挪士は衆京帝國大學卒業式に際し、君が前 
年來の試驗的施術 ^ ょぅて得穴彡し數個の具珠を 

天贽に洪へ舉られしこと之な办。本脔卷頭に揭ぐる人エ眞珠の寫翦玟、之と同 
1物 ^ は非るも'君の方法にょ4て得龙る眞珠の標品にして、實に君の親友锊學 
博士鹽田廣重氏の好意を以て撮影せられ左るものなる巧讀潸は之に據ぅて大 
凡該方法の實裉如何を推测せらる、ならむと信ず，君は眞珠の人エ形成を論じ 
て、 吾人は 天然 は產する袋眞珠の成因を明 ^ し、品熨に於て實際之に匹敵す可き 
良具珠を作らしむる方法を得るに至つて、始めて人エ興珠形成の發明を爲し得 
たるものと謂ふを得可きな6(本書第百十 1 と記せるが、此句やがて君の方法を 
抵 評する tt 用 ひらる 可し。 言 ふ 迄. も 無く 具 珠養殖 業の 經鏗 は、右發明方法の筲 
効若しくは學術的智識の外爾別稲の技俪を耍し，天の時と地の刺も亦之に關係 
するを以て、君の創設せし淡路洁嫩の養殖場は近年 ^ 至$_鑛するの止むを得 
ざるに到6 * るも、之を以て君の學識と方法の惯値を秤惯せんとする者ぁらば、 
未だ 深く 考へ ざる 著と 云は 次るべからず。 歐米の 學潢が 千 * 餘年來 腐心して、 


蓀珠 ニ 

6 得 左る 普 識 1 R 甚き 、若干の 章句を 添加して、 鍵に 眾行 本の 體裁を 調へ、 明治 四 
十三 年の 秋予 R 送致せられ たる もの 即ち 此稿 なり。 

|本稿 ^ は君が苦心考究せし人エ媒助眞珠形成の方法に關しては、軍に古來の傳 
說を擧げ、泰西諸家の所說を紹介せしのみにて、該方面 {(: 於ける該博なる造詣は 
1も之を洩ら ^ ずピれ本書を繙讀せらる、諸厌の均しく遺慽とせらる、所な 
るべし、本書中「與珠の原因„及び「眞珠の人エ形成_なるニ章は1其の骨子を君が明浩 
四十年一月に物せるー個の貝ょ$生ずる眞珠吵數と題する篇中 ^ 取$犮るも 
のな れば、 當時旣 に をの 人工 形成 方法の 發 明の *' 半を 成就し 居龙 4 し 事 対論な 
る it 、 然かも 一言 自家の 硏究 k 論及せ ざぅ し « 當時 我が 學界 並 ^ 眞珠 養殖 業の 
狀浞が之を沮みたる ^ 因るのみ ^ 學情は爾來今门に至る迄依然1して持續せ 
るを以て、君の發明 {2; 關しては、其の智識を繼承せるもの，現存せるあるに拘ら.ず， 
未だ间方法の內鉍を公表せしひること能はず、從てー般世間は勿論知友諸氏に 
對して气之を具體的 ^ 紹介し得る時期に達せざるは、最不本意とする所な久 
然れ ども 玆に該 方法の 具 惯如 何を 立 證す可 $ 一 大事 賞 あ を « 君の 沒後懂 に 




凡例 

1此稿は故西川藤吉君が、明治册七年ニ刃よ纟眄月に至 5 、動物學雜誌に揭載せる 
「興珠」と題する一編と1明治四十年ニ月、同誌に敬せ左る「ー個の貝よ纟生ずる眞珠 
の數丄題する一編とを合せたるものにして’前赉に關しては特に該篇の腎頭に 
客年 十 刀 某 ロ學友文學士获野仲三郞君を訪び偶机上の离葉集古義を總き眞 
珠 ( C 關 する 古歌を 讀むこ れ より 同 君の 懇篤なる 助力に よぅ 諸 苺を 涉獵 して 
好 :^ 漸くこのー篇を得龙ぅ其梵語に關しては博士南條師を煩し支那地理に關し 
U て玟學友理學±平林武君を介して某々淸國留學注に質せ6.又罌書の記載に 
就て は 同僚 极崆 正廣 君の 取調ぶ る處 tc 依る 玆 に、」れを草す 0 に常ぅ謹て諸 
君 ^ 感謝の意を表す 

との附言あち而して君は肫稿を單行齋として公刊するの意志を街せざ办しが、 
君の 學友理 學士川 村 多 實ニ氏 が 低 人の 眞珠 EC 關する 智識を 欲する ことの 甚切 
なる を 想 ひ、 他 H 適當な る 機 # にこれ を 出版せ んとて 該ニ篇 を 併せて 按配 區分 
し、 更に 氏が 君の# 生 中の 談話と、 其 後 八 ム 表せられ 穴る 歐米論 著の 二三 所說に よ 
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菡珠 m 

九、_亞に於ける兎の話(邦文、動物學雜誌第十五怨明浩邢六年) 

十， 苒 び赤潮に就て(同右) 

十 一、輿珠(邦文、動物學雜誌第十六卷明治册七年> 

十二、 浮 鯛 (同 右) 

室、 日本產セラ千ヶム摇目錄(理學博士岡衬金太郎仄と弗著、英文ゴ本動物學彙報 
第五 卷明 治卅七 年) 

茜、 T ハ シの發 生 (邦文、 水 產調霞 告第 十二 雲 ニ 册 明治 册七 年) 

十 Hf 珍ら しき 烏賊 (邦文、 勸物學 雜誌窮 十八 卷明 治册九 年) 

土 C 浮遊 性 a 賊卵 S 一例 (同 右) 

十 ^ 一® の 見ょ 6 座 ずる 眞珠 の 數 (邦 矛 r 動物 學雛誌 第 十九 卷 明治 四十 年) 



同 四十 年 四月 廿四 H 体 職 滿期、 

同 闽 十一 年 八月 十三 n 東京 帝 國大學 附 風 臨海 實驗所 養殖 取調を 囑托せ らる、 
同 四十 ニ 年 一月 十六 日 ニ 女 文 枝 生る、 

同 六月廿 ニ H 東京市本鄕區駒达西片町十番地に易赞、 

西 川 藤吉君 著述 中の 主要 題目 

r ヒラメの眼の移行法に就て 1 文、け本動物學觉報第一卷明治ニ十九年〕 

ニ、-フブヵの胳 1<: 就て(英文、：11本砌物學菇報第ニ卷明治舟一年) 

三、 ャ リィ 力の 發生 (邦文、 動物 學雜誌 第 十 卷明 治卅 一年) 

四、 赤潮に就て(邦文、動物畢雜誌第十ニ卷明治舟三年) 

五、 英虞灣 の 赤潮に 就て (英文、 n 本 動物 學最報 第 四 卷 明治 i 四 年) 

六、 ヒシ コ 調査報告 (邦文、 水產調 赍賴丧 第十懘 第一 冊 明治 卅四年 ) 

七、 赤潮 調査報告 (同 右) 

八、 三つ 眼の ■物 (邦文、 動物 學雜誌 第 十四 卷明治 咁五 年) 

西川藤吉君著述中の主耍翘0 三 


同 


同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 


同 


眞琛 

卅ニ年 五月 廿七 H 

同 六月ニ十 0 
冊 三年 十月 一 n 
同 十二月 廿五 n 
卅四年 
舟 六 年 

间 十一月 四 H 
间 十二月 十七 日 
刑 七 年 三月 三十日 
八月 七 H 
刑 八 年 四月 甘 五 n 

卅九年 八月 一日 


ニ 

農 商務 技師 H 住 ぜられ 、高等官 七 等に 叙せられ 7 K 產局 
勤務を 命せ ら る、 

從七位に叙せらる" 

高等宫六等 ^ 陞敖せらる、 

正 七 位に 叙せ らる' 

秋ょぅ翌年春迄濠洲 ^ 出張す、 
第五回內國勸業傅覽會附鹛淠水族館を經營す， 

御木本 峯 子を娶 る" 

高等官五等 ^ 陞叙せらる、 

從六位に叙せらる、 

長女 滿枝 生る、 

文官 分限 令 鎔十 一 條銥 一項に 依ぅ 休職を 命ぜら る、 爾 
來理 科大學 動物 學敎 室に 入ぅ 眞 珠硏究 it 從 事す、 

長男 眞吉生 る、 


西 川 藤吉君 年譜 

明治 七 年 三月 十七 R 大阪市南區桃谷町十ー番地に生る、 

同 十三 年 四月 一日 私立淼 學梭 入學、 

间 十八 年 七月 一 H 同校 卒業、 

同 同 九月 一 H 私立 豫備學 校 入 學、 

间 廿 一年 九月 十日 第三 高等 中 學梭 補充 科 入學、 

同 廿五年 七月 十 R 第三 高等 中 學梭 豫斜卒 業、 

同 同 九月 十 B 同校 本科 第一 一部に 編入、 

同 サ七年七 ;] 十日 第三 高等 中 學校 卒業、 

间 同 九月‘ 十 H m 京 帝 國火學 理科 火 學 入學、 

M 廿九年七 |3 十日 本學 年中 # 待 生^ 撰定 せらる、 

同 三十 年 七月 十 H m 京 帝 國大學 理科 大學 動物 學科卒 業、 

同 同 七月 十七 日 水 產蘭赍 所 技手は 任せら る、 

间 舟 一年 十 乃 三十 j U 農商務技手比住ぜられ、水產局勸務を命せらる、 

西 川 藤吉君 年譜 一 



らざ るな 6。 
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借らず 1 其 間惡戰 苦鬪具 に 辛苦を 重ねた ぅ。 而 して 志 業 漸く 成 6 功果 將 ic 收むる 
に 近から ん として、 一朝 忽焉 として 歿す。 眞にこれ人往痛恨の棗 ^ 屬す。 

君の 迮涯や 短し と雖 も、 玲瑞透 撒 珠玉の 如き 性行を 以て、 其毖す 所を 果し 、生前 自ら 
名 春の 月桂冠を 戴く こと 能は ずして、 學術界 の 戰場に 殓れ 、發 明の 凱歌 興 死と 共 k 
世界 ^ _かんとして、君 0 ら之を聞く能はずして逝台ぬるも、名聞利養の念に淡き 
君は、 必ずしも 生前 H これを 聞かん ことを 期せ ざ 4 しなち 君病漸く重く、ま犮起 
o 能は 次る を 知る や， 熱烈なる 求 信と な へ、近 角 常觀師 k 依 6 て、 遂に 絕對他 力の 信 
仰 ^ 安住し、怡然として安養の淨土 ^ 赴きぬ。君逝きて月餘ならざるに 
明治天皇 親しく 架 京 帝國大 學卒樂 式 H 臨御 ぁらせられ、 標品种 tt 實驗を 天覽 6 ら 
せらる、 h 際し、 特に 君の# 明 tt なれる 眞珠 形成 法 は、 恩 ® 飯 a 博士の 說 明に 依 〇 
て、畏くも天聽に達することを得左るのー事は>君が迮前の努カに報ひられ1死して 
餘榮あ 6 と s ふべ し。 

君 逝きて 歲月玆 に 六 周年、 遗 稿の ® 刷 漸く 成 $て，知己の間に頒 * れんとす。眞に乙 

れ一髒の味に過ぎずと雖气亦以て其全鼎を知るべく好箇の記念物方らずんばぁ 


をの 胃 ^ * る ことを ® 斷する tt 至れ 6." 然れども君负病軀を以て硏 ^ と經 ^ と 
に 盡碎 し、 屢藥籠 を 提 て或 « 實驗室に出人し，或は養殖場に往來せしが、四十ー-年四 
五月の交ょ6病勢益進みて又起つ能はず。遂に六月ニ十ニ日午前九時七分溘爲 
とし て 東京 本鄕 西片町 の 僑 居に 長逝す、 享年 三十 翁 六。 法謊して珠光院釋唯信居 
士と いふ駒込眞淨寺に葬儀を行び>荼毘して還骨を大阪茳る先考の塋に葬る。配 
御木本 氏 一男 ニ 女を 擧ぐ赀 幼稚な 6。 君 ニ 兄一谣 あ >、長兄はエ學博士西州虎吉 
氏に し ' I 今 福 岡 帝 國大學 工科 大 學敎授 左 ぅ 、次兄麻生ニ郞设は日本銀行支店長1 
して現 ^ 大阪 ^ 6&'典に令名ぁ久 令弟新十郎氏は君の遗志を繼ぎて養殖に從 
箏せ 君資姓眞,剛直にして1點浮傳の氣を許3ず、所信を確守して容易に人 
1^ ドらず、直愦逕行輿に當世稀に見る所の眞而目の人な6き。 其人 1^ 對するや頗 
る親切を極め、 ^ に當4他の爲に身を挺して盡すを常とせぅ故 ^ ー |1 ー ^ を哲 ^ 狀 
し洛は 、始終 君の 誠赏と 温情と に 感動せ ざる 溝な か 6 泛 君の 學 に忠：る與 ^ 一 
身をこれに捧げ、をの明哳なる頭腊と"緻密なる實驗とを以て"遂に空前の大發明を 
^; し、而して夔殖場を谷地 !^ 削設するや'施設經營獨カ之に當4て、敢て他人のカを 

M ilf 藤吉 君小簿 三 


心慘儋到底尋常人の忍ぶべから次 0 冬の，あ6き。荇が努カの結果遂に空しから 
ず、與珠に關する先人未發の學理を發明する {^ 至れ久 友人 即 b M lc m lf るに 論 
文を煶出して學位を得んことを以てし、偶來朝せし興珠專鬥の某外人は君に曾し 
て切 ^ 其の發明を寶らん乙とを以てせ久悪ニながらこれを却けて聽かず。當 
時 君窃 it 予 に 語ぅて pi く、 予は 徒ら $ 學理を 學理 としての み 硏究 する 學究た るを 
欲せず、學理を只て觅に利用厚世の.途に資せん己とを希ふ、予は敢て名の爲めにせ 
ず、又钶の爲めにせず、1 1^ 國家の殖產興龙に資せんこ£を欲するが故に、予の發明 
はカめて乙れを猻密 ^ するの要ゎ^/國家涝し眞垛養殖を官業として經鳋するあ 
らば、 予 は喜んで予の眞珠形成法を提洪せんと。 予 7} ち君の心學の高潔忒る ^ 感 
じぬ。 君の 恩師 飯 島 博士は 君の 希望と 心事を 以て 時の 火 學總 長濱尾 男® R 建言 
する 所 あ $演尾總長これを說とし、即ち相州三蝣の现科大學臨海實驗場に、君の指 
導は係る眞珠養殖の試驗を開始せらる9君また谈路の福良_に6家の試驗場を 
設け、 尙肥 前大衬 _ 及び 志 摩の 御木本 眞珠養 蒴 場に こ れ が 養殖を 試み、 漸く 成功の 
半途に至$し ^ 四十一年春以來胃を病みて连苒癥へず /1; 月 ^ 至6て醫師は終 ^ 
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君は 明治 七 年 三月 十七 H 大隞桃 谷に 注る 1 西 川 新 助 仄の 三男な ぅ。 明治 二十 一 年 
第三 高等 中 學校穑 充科 R 入學 し— 二十 七 年同梭 第二 部の 學科を 卒業し、 進みて 帝 
國大學理科火學に入久動物學を專攻す^在學中選ばれて特待生となん同三十年 
興の業を卒へ * 久同年水產調査所技手に任せられ、同三十ニ年煶商務技師とな 
&水產局は勸務す。同三十四年官命を以て南洋に航し ^ く氷產の調赍をなす。 
同 三十 六 年 大阪に 内國勸 業 博 覽會 0 開かるるや.君裸水族館の經營に泰して大に 
盡カ する 所 あぅ き。君の職を舉ずるや、俗動にして忠戰上司同僚の等しく推常1す 
る所たん君夙に眞珠の|而要多く、殖產上颇る苞利 ^ して、然かも與珠形成の原理 
未だ 世界 學者 の發 見す る 所と ならず、 從て半 圆眞珠の養殖のみ僅かに行玟れて'球 
間天然眞珠の養殖を見る能は ^ 5を慨しニ # を眞珠形成掰理の硏究と球圓眞珠 
の 養殖 it 委ねん と 欲し、 三十 八年斷 然宫を 辭して ' S び 理科 大學勸 物學實 驗莖に 能 
居し、 學理 A 實 驗の雨 方 ® ょり 之れ が 硏鎅に 耽/ベ 一湓專 心 又他帮 を 顧みず、 其 間 苦 

西川藤吉敦小傳 


が 胸裡に 在て 誣ふる 能は ざる 填 實 •て ある。 
序に 代 ふる 次第で ある。 
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四十 年の 頃、 故 西 川 君は 旣に 業に ^ のァ 氏と 同一の 材料 即ち 蚌 
貝 を 用 ひて 尚 一の 方法を 施し 而して P 1 の 結果を 得られた る 
ことで ある。 ァ 氏は 娃 il に 眞珠を 形成せ しむる ことは 出来る 
も、 生 ザる 所の 眞珠は 不規則 形に して 價値攻 きが 故、 氏の 發見に 
係る方法は殖産上に利同ずるの望み. * しと ^ ふて居るが、此點 
に 於ても 亦 故 西 川 君は 全然 同一の 意見な りし こと、 予の糙 に 記 
憶す る處で ある。 遮莫ァ氏は蛙貝に眞珠を形成せしむるー種 
の方法を案出し"其有効なることを證明し"而して芄れを誰ょり 
も先に世に公にしたるなればニ般の慣例上、該方法の發見潸と 
仰がる、ことであらぅが、慣例は慣例で梵し、予が信ザる眞事實 
はまた別 * るを妨げ¥、要するにァ氏の試驗は故西川君が五六 
年も以前に施行して ^] 結果を得たものであるとームふことは、予 


れを應 用して、 人爲媒 助に 依りて、 珠母貝 をして 球圓の 天然 眞珠 
を生產せしむるに在つたので、君は此問題に對して、合理的且つ 
根本的なる 解決の 道を 啓かれた るは、 予の 夙に 熟知す る 所に し 
て、其殖產上の効果は兎も角 ^ 術上ょり觀てー大成功*りと云 
ふを憚ら攻い。诅し故西川君の右の光輝ある、成績は故ありて 
未だ 世間には 發 表して * いが、 何 づれ 近き 將來に 於て 公表す る 
の 機會 が來 るので あらぅ と樂 しみに して 居る 次第で ある。 

今一つ 辯 じて 置きたい 事が ある。 开は 何かと 云 ふに、 昨大； 止 
ニ 年の 秋、 獨こ國 にて 發刊 する 動物 學 上の ー雜 誌に。 ァルフ H 
ル デ K と 云 ふ 人が、 淡水 産の蛑 只に、 人爲媒 助を 以て 眞珠を 形成 
せし むる 試驗の こ とを 報吿 して、 其 道の 人の 注意を 惹きた る樣 
子で ある。 予は該報吿をー讀して忽ち £1 “起したる事は、明洁 


眞珠は見るにつけ、聽くにつけ、故理學士四川藤吉君を想ひ起 
さしむ る 品で ある。 況して 今や 君の 遺稿 眞珠の 上梓せられ て、 
舊犮 に頒 たれん とする に 際して は、 一層 追想の 念 深き を覺ゅ る 
次第て ある。 乃て 予は 君が 熱心 ^ る眞珠 に對 する 研究の 經過 
を苋く知るもの、一人として、此處にー言述べて置くも無用で 
はあるまいかと思ふことは此眞珠なる遺稿は、好個の記念物に 
は相違な§も決して君が硏鑽の結果など、云ふべき程のもの 
V は 無い のて、 言は で 祈に 觸れて 物せられ たる 小 副産物に 過ぎ 
ない ので ある。 然らば 主產 物は 什 麻 4 であつたかと云ふに、それ 
は 別に 立派な 大念る 物が ある。 抑 も 君が 心血 ^ 濺ぎて 盡瘁し 
たる研究事業は、自然に相て眞珠の形成ナる原理を闡明して、之 
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